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登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

特記仕様書（1）

A-01

２ １　足場その他 内部足場の種別：　・脚立　・足場板　・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ　・枠組棚足場　
工事特記仕様書（新　築） （2.1）12　 工事写真 ※　 工事写真の撮り 方／建築、 及び同／建築設備に従い撮影

仮
　 　 する。・ 　 本工事は、 その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であっ て、 その３ 　 発生材の 保護シートの設置：　・設置する（ﾒｯｼｭｼｰﾄ）　・設置しないⅠ．工事名称 　 　 提出部数　 １ 部　 用紙は上質紙と する。　 処理等 　 規模が「 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」 ( 平成12年5月31日

材料等の運搬方法：　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種設  
( 1. 3. 8) 　 法律第104号。 以下「 建設リ サイ ク ル法」 と いう 。 ) 施行令で定める建設工

Ⅱ．工事概要 ２　既存部分の養生 既存部分養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する　 事の規模に関する基準以上の工事であるため、 建設リ サイ ク ル法に基づき
工

13　 完成図 ※　 作成する（ ※　 完成図３ 部　 ・ 　 保全に関する資料） （3.1） 既存家具養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する　 分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適正な措置を講　 １ 　 工事場所
( 1. 8. 2) ※　 完成図作図範囲　 講ずるこ と と する。　 ２ 　 敷地面積 既存ブラインド、カーテンの養生方法：事

　 　 （ 設計図を修正）　 　 工事契約後に明ら かになっ たやむをえない事情により 、 予定し た条件に　 ３ 　 工事内容 　・指定場所に保管し再設置　・指定場所に保管し清掃の上再設置　・　
完成図はＣ Ａ Ｄ により 作成するこ と と し 、 著作権にかかる　 より 難い場合は、 監督員と 協議するも のと する　　　主要用途

３　仮設間仕切り 仮設間仕切り：　・無し　・有り使用権は発注者に移譲するも のと する。

（3.2）分別解体等の方法 　設置箇所：　・図示　・　

　 　 　 　 構　 造 　種　別：　・A種　・B種　・C種工　 程 作業の有無 分別解体の方法
※　 デジタ ルカメ ラ で撮影し 、 全てL版相当サイ ズで印刷する。14　 完成写真

造成等 ・ 有　 ・ 無 ・ 手作業 　仮設扉：　・不要　・必要【設置箇所：　・図示　・任意の場所　・　　】( A4版用紙に１ ページあたり 3枚) 　 １ 部
・ 手作業と 機械作業の併用 　仮設扉の種別：　・鋼製　・木製　・図示　・　　 　 箇所数は外観４ 面各室２ 面程度と し 、 規定の箇所数が確保

基礎・ 基礎 ・ 有　 ・ 無 ・ 手作業
　 　 できない場合や枚数が多大になる場合には、 監督員と 協議するこ と 。 ４　仮設物 監督員事務所の設置：　・不要　・必要

ぐ い ・ 手作業と 機械作業の併用
・ 　 アルバム１ 部 （4.2）　 　 　 　 建築面積 　構造：　・ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造　・その他：上部構造部 ・ 有　 ・ 無 ・ 手作業
　 　 （ 大きさ 335㎜×290㎜程度、 カラ ー)

分・ 外装 ・ 手作業と 機械作業の併用 　規模：　・30㎡内外　・20㎡内外　・10㎡内外　・その他：
屋根 ・ 有　 ・ 無 ・ 手作業 　備品：　・机・椅子・書棚・図版・定規・黒板又は白板・温湿度計・ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ

・ 手作業と 機械作業の併用
15　 設備工事 施工範囲 　　　　　　ﾉｷﾞｽ・安全帽（来客用共）・水平・垂直器・ﾛｯｶｰ　　　　延べ面積 建築設備・ 　 ・ 有　 ・ 無 ・ 手作業
　 と の取合い ※　 図示し た鉄筋コ ンク リ ート 部の貫通孔・ 開口部の補強

　　　　　・その他：内装等 ・ 手作業と 機械作業の併用
※　 図示し た壁・ 天井の仕上材・ 下地材の切込み及び補強

その他 ・ 有　 ・ 無 ・ 手作業 　設備：　・電灯　・給排水　・空調換気　・給湯　・通信　・消化器　・冷蔵庫※　 自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強
（ 　 　 ） ・ 手作業と 機械作業の併用

※　 駆動装置が電動による建具等の２ 次側の配管・ 配線及び 　　　　　・その他：
Ⅲ．建築工事仕様 　 　 操作スイッ チ

構内既存の用水施設：　・利用できない　・利用できる（・有償　　・無償）５ 工事用水及び電力
施工図・　引き渡しを要するもの 構内既存の電力施設：　・利用できない　・利用できる（・有償　　・無償）（4.*）
※　 設備機器の位置、 取合いなどの検討できる施工図を提出　※なし

　　　　　　　　　　　・動力以外利用できる（・有償　　・無償）１．本特記仕様書は、本工事における建築関連工事に適用する。 　 　 し て、 監督員の承諾を受けるこ と 。・　石綿含有産業廃棄物  ※　有　　

・　アスベスト成形板等解体時の留意点２．本特記仕様書における採用事項
構内既存の施設　６　仮設便所　　1.手ばらし等、出来るだけ粉塵の発生しない方法で行うこと。　①．項目欄は番号等に　　印を附したものを適用する。
・　利用できる　・　利用できない16　 既存部分 　 工事施工に際し 、 在来部分を汚損し た場合又は損傷し た場合は、　　2.可能であれば湿潤状態（散水）として作業を進めること。

　②．項目欄に　　印を附し特記事項欄に・印を附していない場合は標準仕様書による。 　 構造・ 仕上げ共在来になら い補修する。　 への処置　　3.飛散されない様にすること。
　③．特記事項は・印を附したものを適用する。但し・印の付かない場合は※印の附した事項を採用する。 ( 1. 3. 12)　　4.保護具及び作業着を着用すること。 ７ 　 交通誘導員 配置　※　図示（工事作業日すべて誘導員配置）

　　5.解体されたボード等は、蓋のある容器に入れること。　　　・印と※印を附した場合は共に適用する。
　　6.事前に使用箇所や状況の調査を行い記録すること。３．本特記仕様書に記載なき事項については下記による。

　 工事の施工中に事故が発生し た場合には、 直ちに監督員に通17　 事故報告
　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版 　 報すると と も に、 所定の様式により 工事事故発生報告書を監・　再資源化を図るもの

　 督員が指示する期日までに、 監督員に提出するこ と 。　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版 　・　アスファルトコンクリート塊   
　 また、 事故発生後の措置について監督員と 協議を行う と と も　・　セメントコンクリート塊　・　建設発生木材　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  建築物解体工事共通仕様書　平成25年版
　 に、 当該事故に係る状況聴取、 調査、 検証等に協力するこ と 。・　引渡を要するもの、再資源化を図るものについて

　・「改正建築基準法に対応した建築物のシックハウス対策マニュアル」(編集：国土交通省住宅局建築指導課他)
　は調書作成し、監督員へ提出すること。

４．その他事項 ・　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設
18　 不当介入を受 　 ※暴力団員等による不当介入（ 三重県公共工事等暴力団等排除措置　・各項目欄の番号(例：1.4 ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に照合する　 　工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利
　 けた場合の措置 　 要綱第２ 条第１ 項第１ ０ 号） を受けた場合の措置について　用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律　・各項目欄の番号(例：1.* ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に該当しない項目とする　

　 ( 1) 受注者は暴力団員等（ 三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱　その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」
　 　 第２ 条第１ 項第８ 号） による不当介入を受けた場合は、 断固と し て　に従い適切に処理し、監督員に報告すること。（マニフェスト
　 　 こ れを拒否すると と も に、 不当介入があっ た時点で速やかに警察に　A、B2、D、E票を提出すること。） (3.3.1)
　 　 通報を行う と と も に、 捜査上必要な協力を行う こ と 。

章 項目 特記事項 　 ( 2) ( 1) により 警察に通報を行う と と も に、 捜査上必要な協力を行っ た

　 　 場合には、 速やかに発注者に報告するこ と 。※　 本工事には産業廃棄物税相当分が計上さ れていないため、 請負者が４ 　 三重県産　
１ １ 　 適用基準等 ・ 　 公共建築改修工事標準仕様書（ 建築工事編） 　 　 発注者への報告は文書で行う こ と 。　 課税対象と なっ た場合には完成年度の翌年度の４ 月１ 日から ８ 月31日　 業廃棄物税

　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成25年版） 　 ( 3) 受注者は暴力団員等により 不当介入を受けたこ と から 工程に遅れ　 までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付し て当該
一 ・ 　 公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編） 　 　 が生じ る等の被害が生じ た場合は、 発注者と 協議を行う こ と 。　 工事の発注者に対し て支払請求を行う こ と ができる。

　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成25年版）
　 　 なお、 こ の期間を超えて請求するこ と はできない。

・ 　 建築工事標準詳細図般
　 　 また、 産業廃棄物処理集計表（ マニフ ェ スト の数量の集計） を超え

　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成25年版） 19　 消防提出書類 　 消火器の設置届については、 電気及び機械設備にて設置届が　 て請求するこ と はできない。
共 ・ 　 津市公共建築物等木材利用方針 　 不要な場合は、 建築にて設置届を提出するも のと する。

　 防火対象物使用開始届については書類の作成（ 建築図面の用２ 　 施工条件
通 　 意及び建築に関する部分の記述） を行う こ と 。施工方法及び検査に関する事項 適用する５ 　 電気保安（ 進捗条件）

( 1. 3. 3)  技術者( 1. 3. 5)
事

項
( 1. 6. 2) 職種別に可能なも のについては積極的に活用するこ と 。６ 　 技能士

調査範囲及び調査方法　 ・ 外壁改修工事（ 打診調査、 報告書作成[ 図示、 工法７ 　 施工数量

( 1. 5. 2)　 調査 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 別集計表] ）

８ 　 調査のた 補修方法　 ※　 図示　 ・ 　

　 めの破壊部

　 分の補修 ( 1. 5. 3)

9　 化学物質 ※　 測定対象化学物質（ ●で示し たも のと する。 ）

　 の濃度測定
ﾊ゚ ﾗｼ゙ ｸ

( 1. 6. 9) 施設 ﾎﾙﾑｱ ｴﾁﾙﾍ゙
適用 ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｽﾁﾚﾝ ﾛﾛﾍ゙ ﾝ

用途 ﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ
ﾝｾ゙ ﾝ ｾ゙ ﾝ

学校､教
● ● ● ● ● ●

育施設

住宅 ● ● ● ● ●

その他 ● ● ● ● ● ●

※　測定方法（※　パッシブ法　・　アクティブ法）

※　報告書提出部数　２部

10　 特別な材
※　公共建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別

　 料の工法
　　な材料の工法は当該製品の指定工法による。

11　 騒音・ 振 ※　 低騒音型・ 低振動型建設機械の指定に関する規程に基づ

　 動の防止 　 　 き指定さ れた建設機械の使用に努めるこ と 。

３
　
　
　
土
　
　
　
工
　
　
　
事

１．埋戻し及び  種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種
　　盛土の種別  　　　　　Ｃ種の場合    建設発生土受入数量　　　　　　㎡

　　　　　　 　　　　　　発生場所

 ・　構外に搬出し適切に処理する。２．建設発生土の
 ・　構外指示の場所に搬出する。　　処理
　　　　 受入れ施設名・所在地（km）
 ・　構内指示の場所に敷きならす。
 ・　構内指示の場所にたい積する。

３．山　留　め ・　設置する　　　・設置しない
・　存置する　　　・存置しない (3.3.3)

　

(3.2.3)(表3.2.1)

(3.2.5)

村主放課後児童クラブ新築工事

三重県津市安濃町連部68番地

519　㎡
新築

放課後児童クラブ

※　作業着手までの施設調査は、事前に市監督員の承諾を得るものとする。

　市監督員の承諾を得ること。

施工方法及び検査に関する事項

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに

※　工事の遂行に必要な施工体制を確保すること。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努

　めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに提出し

　工事の遂行に影響の無いよう努めること。

　

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法に

　基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事とし又、周辺住

　民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地元調整を

　行い、工事の再開は市監督員の承認を得てから行うこと。

　　常駐とする。また西側道路乗り入れ新設時も誘導員を配置し、児童等

※　工事期間中、現場内入場者、近隣関係者へ危害を与えないよう注意し、

　かつ周辺道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全

　の注意を払うこと。

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事請負者

　の責任において速やかに現状復旧するとともに市監督員に報告書を提出す

　ること。

※　工事用電力については工事用仮設メーターを設置し、有償利用とする

　また工事用水についても契約後水道局に開栓の届出を出し有償利用

　とすること。

※　東側工事車両出入口は通学路歩道と交差する為、工事作業日は誘導員

　　また、児童等の通行人及び敷地周辺の安全確保に配慮すること。

外構

 98.8　㎡

112.6　㎡

鉄骨造　平家建

※　学校行事等により、東側駐車場からの進入が困難である場合は、西側を

※　設計書に明記なくとも、機能上及び構造上当然必要と認められるものは

　本工事に含む。なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

立ち合い等が必要であるため考慮すること。

※　新築計画地周辺は、周知の埋蔵文化財包蔵地となり、根切り等の作業時に

その他車両規制等は随時市監督員と協議すること。

臨時工事車両進入路として利用する。

※　測定対象室及び測定個所数（※施工後1室　遊戯スペース）　

外部足場の種別：　・A種　・B種（枠組本足場）・C種・D種・E種



・カラー亜鉛鉄板
(※片面塗装　　・両面塗装)

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

特記仕様書（2）

A-02

１．石　　材

５．ルーフドレン

・

床のワックスかけ

床 ・１ ・２

６
　
　
　
コ
　
　
ン
　
　
ク
　
　
リ
　
　ー

　
　
ト
　
　
工
　
　
事

６．型枠

※　合　　板
せき板の種類

・　断熱材兼用型枠

・　床型枠用鋼製
デッキプレート

板　　厚(mm)
※ １２　　・　

ＭＣＲ工法用シート ※　適用しない ・　適用する

７．軽量コンク
リート 種　　別 所要気乾単位容積質量（ｔ／ｍ3）適　用　箇　所

８．寒中コンク
リート

９．無筋コンク
リート

・　ひび割れ誘発目地
目地寸法　　※　図示
位　置　　　※　図示

適　　　用　　　範　　　囲
(6.14.1)

リート
10．流動化コンク

種　　　別

普通コンクリート ・１０ ・１２ ・１５
のスランプ(cm)
ベースコンクリート 流動化コンクリート

のスランプ(cm)
・１８　・２１

使用箇所

１．鉄骨の
製作工場

・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ

する工場
・　本物件と同等規模構造の施工実績を有している工場で、監督職員の承諾

３．鋼材の種別

技術者
２．施工管理

材　　　　　質

４．高力ボルト (7.2.2)
※　トルシア形高力ボルト　　　セットの種類　※　２種(S10T)　　・　
・　ＪＩＳ形高力ボルト　　　　セットの種類　※　２種(F10T)　　・　
・　溶融亜鉛めっき高力ボルト　セットの種類　※１種(F8T相当)　 ・　

５．溶接部の試験 完全溶込溶接部の試験は超音波探傷試験とし、下表による。 (7.6.11)

工場溶接
溶接の区分

現場溶接
・2.5　　※4.0

AOQL(％)
※６　　・　

備　　　考検査水準

(7.2.1)(表7.2.1)

１．補強コンク
リート
ブロック造

２．コンクリート
ブロック帳壁
及び塀

ブロックの種類
※　空洞ブロック　１６　　・　　

ブロックの種類

３．ＡＬＣパネル

・外壁
パネル工法

パネル工法
・屋根及び床

パネル工法

パネル
種類

厚さ工　　法 幅 施工箇所取付工法種別

セメント板
４．押出成形

・外壁
パネル工法

パネル
種類

厚さ工　　法 幅

・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種

施工箇所取付工法種別

８
　
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

１.アスファルト
種　　　別

９
　
　
　
防
　
　
　
　
水
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事
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木
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

７
　
　
　
　
鉄
　
　
 　
骨
　
　
　
 工
　
　
 
　
事

(8.3.2)(表8.3.1)

(8.4.2)(8.4.3～5)

とすることができる）
※　空洞ブロック　１６（ただし、設備配管用裏積等は空洞ブロック ０８

※Ｆ種

(7.1.3)

７．耐火被覆

・耐火板張り
・耐火材吹付け
・ラス張モルタル

※半乾式　　・湿式

種　　　別 材料及び工法製造所 備　　　考

８.アンカー
ボルトの保持
及び埋込み工法

・　Ｃ　　種
※　Ｂ　　種

種　　　別
・　Ａ　　種

適　用　箇　所
(7.2.4)(7.10.3) (表7.10.1)

・耐火材巻付け

(7.9.2)(7.9.4～7)

９．柱底均しモル
タル 種　　　別

※　Ａ　　種
・　Ｂ　　種

適　用　箇　所 柱底均しモルタル
(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2)

※無収縮モルタル

10．溶融亜鉛
めっき 適　用　箇　所

※　Ａ　　種
亜鉛めっき

(7.12.3)(14.2.3)

適用箇所は(6.14.1)による他、下記による。

※　指定性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通大臣の認定を受けた下
記のグレード以上の工場

※　適用する　　　・　適用しない

標準仕様書15章2節による

(8.2.2)

・間仕切壁

・間仕切壁

(8.5.2～4)(表8.5.1)(表8.5.2)

適用箇所 備　　　考

(7.1.3)

６．錆止め塗装 ※　適用する

・　適用しない
(標準仕様書18章3節による）

※無収縮モルタル

施　工　箇　所 種　　　別
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・　樋受石（材質・規格　　　　　　　　　　　）

※　縦型　　　・　横型
※　鋳鉄製

※　第一桝まで接続

といの材質
防　　　　露材　　　　種

・配管用鋼管（ＳＧＰ）
・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

４．と　　い

・ 提出しない
・ 提出する

(13.4.2)
役物瓦の種類 耐凍害性資料産　地大きさ種　　　類

３．粘土瓦葺

・軒先面戸　（　　　　　　　　　　　　　　　）
・形　　式　（・　重ね形　　　・　はぜ締め形）

・

２．折板葺

AL55％

AL55％

備　考屋根葺形式

・

・

※監督員の承諾する業者とする。

・

※瓦棒葺
（心木なし）

(13.2.2)(表13.2.1)

・

・
※0.4

※0.4

※0.4

厚さ(mm)

・ガルバリウム鋼板
(※無塗装　　　　　　　　)

(※カラー　　　　　　　　)

・無

・有

・無
mm)

(　　　

耐火
性能

耐火)
(30分

・有

山高及び
ピッチの区分
・ 0920

・ 1730

・ 1525

・

厚さ

※0.8

規格

規格材　　　　種

材　　　　種

3312
JIS G

JIS G

・カラー亜鉛鉄板

3322
・カラーガルバリウム鋼板
　（屋根用規格品）

　（屋根用規格品）
JIS K
6744

・ポリ塩化ビニル被覆
（SGのA種規格品）

断熱材

１．あと施工
アンカー

引抜き耐力の確認試験 ・　行う ※　行わない (14.1.3)

２．ステンレス
表面処理

※　ＨＬ　　　・　NO.2B (14.2.1)

３．アルミニウム
及びアルミ
ニウム合金の
表面処理

・　　　－　　　種
・　　　－　　　種

種　　　　類
(14.2.2)(表14.2.1)

色　合施　　工　　箇　　所

４．鉄鋼の亜鉛
めっき 種　　　　類

・　　　　種
・　　　　種

溶融亜鉛めっきの付着量試験
電気亜鉛めっきの被膜厚さ及び塩水噴霧試験 ※　行わない

※　行わない ・　行う
・　行う

(14.2.3)(表14.2.2)

野縁などの種類５．軽量鉄骨
天井下地 屋内

屋外
※　１９型
・　１９型 ※　２５型

施　　工　　箇　　所
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(14.4.2)(表14.4.1)

※　行わない

６．軽量鉄骨
壁下地

７．金属成形板
張り

種　別
表面処理
※　割付図を作成し監督職員の承諾を受ける。

・　設けない・　設ける伸縮調整継手

床版の断熱材打込部分は断熱用インサートを使用する。

※カラーガルバリウム鋼板

JIS G
3312

JIS G
3321

JIS G
3322

(13.5.2)(13.5.3)(表13.5.1)(表13.5.3)(表13.5.4)

※　（表13.5.4）により行う　　・　行わない

耐震性を考慮した補強
※　行わない ・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

(14.4.3)(14.4.4)

耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）
・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

(14.5.3)(表14.5.1)
スタッド、ランナーなどの種類は、(表14.5.1)による。

(14.6.2)(14.6.3)

JIS A 5208の表示認証製品

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(6.8.3)

(6.8.2)

(6.10.1)(表6.10.1)

初期養生期間　コンクリート圧縮強度が５Ｎ/mm２に達するまで行うこと。
(6.11.2～4)

(6.15.1)(6.15.3)

建築基準法に基づき定め
られたもの又は認定を
受けたもの

（7.8.3)(7.8.4)(表18.3.1)(表18.3.2)

耐火性能
（時間）

・Ａ種
・Ｂ種

・Ｅ種
・Ｃ種　・Ｄ種

・ １

・ １

屋根 ・ 0.5

耐火性能

屋内(便所・浴室)

施行令第107条
建築基準法

の規定に基づ
く技術基準

アスファルトの種類　JIS K2207のJIS表示認証製品　　　※　３種

施　工　箇　所
(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～9)

防水

２.改質アスファ
ルトシート防水

・ Ａ－
・ Ｂ－
・ Ｄ－

・ ＡI－
・ ＢI－
・ ＤI－

　・　押さえ金物　(※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　　　　　　）

・　断熱材　※ Ａ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板３種ｂ(スキンあり)　

・　伸縮調整目地　（※成形伸縮目地　　･　　　　　　　） 　(表9.2.1)

JIS A 6514のJIS表示認証製品

１.長尺金属板葺

(13.3.2)

(表13.5.2)

・ Ｅ－１

１．木　材

含水率 (12.2.1)(表12.2.1)

表面仕上げの程度 (表12.1.1)(12.1.4)・Ａ種　 ※Ｂ種　 ・Ｃ種　 ・Ｄ種

下地材
造作材

※　Ａ種　　・　Ｂ種
※　Ａ種　　・　Ｂ種

）※　なし ・　あり（

単材の樹種
単材の厚さ(mm)

※　Ａ種　　・　Ｂ種造作材の材面の品質

代用樹種を使用しない箇所 (12.2.1)(表12.2.3)

(12.2.1)(表12.2.2)

床下貼り用合板

・　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

造作用集成材12.2.1.(c)による

(12.2.1)

(12.2.1)

等　　　級
見 付 け 材 面

※　JASの構造用合板　特類　２等以上　C－D以上

・　２等※　１等
ＪＡＳによる集成材 そ　の　他

※　ＪＡＳ集成材１等同等

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理
・防虫処理

(12.3.1)
　適用部位（　　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

薬剤の加圧注入処理を行ったのち、現場における加工、切断、孔あけ等を
を行った箇所は、現場にて薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理を行う。

防虫処理
　ラワン材　保存処理性能区分　※Ｋ１

(12.3.2)

４．防腐・防蟻

無釉施釉 標準注文なしあり
役物 色うわ薬

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・

・

タイルの見本焼き ・　行う※　行わない
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タ
　
　
イ
　
　
ル
　
　
工
　
　
事

１．陶磁器質

(mm)
形状寸法施工箇所タイルの品質

JIS A 5209のJIS表示認証製品　　　　　 　　　 (11.2.2)(11.3.2)(11.4.2)

２．タイル下地
コンクリート ・　行う（下記のいずれかとする） ・　行わない

ＭＣＲ工法
ＭＣＲ工法

目荒し工法（高圧水洗）

ポリマーセメントモルタル

下地モルタル素地表面処理の工法 適　用　箇　所

目荒し工法（高圧水洗）
ポリマーセメントモルタル

あと張り工法の下地コンクリート素地面の処理　　　　　　(11.2.7)(11.3.7)

ＭＣＲ工法はせき板面にＭＣＲ工法用シート張りとし（6.8.3(e)）による。

ポリマーセメントモルタルの調合は（15.2.3(d)）による。

内装タイルの工法
）※　改良積上げ張り 施工箇所（

３．セメントモル

外装タイルの工法
※　密着張り ）

）
施工箇所（
施工箇所（・　改良圧着張り

※　マスク張り
ユニットタイルの工法

内装タイルの工法
）施工箇所（

４．接着剤による

陶磁器質
タイル張り

陶磁器質
タイル張り

（11.3.7）(表11.3.2)

（11.2.7）(表11.2.3)

接着剤はJIS A 5548のJIS表示認証製品　　　　 　　　　　　　　　(11.3.3)

タルによる

・　接着剤張り

５．伸縮調整目地
及びひび割れ
誘発目地

　※　(表11.1.1)による　　　・図示 (11.1.3)

６．接着力試験 　※　(表11.1.2)による (11.1.5)

・　行う※　行わないタイルの試験張り
金
　
　
　
　
属
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

（15.2.5(c)）による

（15.2.5(c)）による

目荒し工法の高圧水洗は（15.2.4(c)）による。

(10.2.1)(表10.1.1)(表10.2.1)(表10.2.2)
仕上の種類産地・名称工法石材の種類 品　質 施工箇所

・　行う ・行わない (10.1.5)２．清掃

石
　
工
　
事
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ルーフィング
シート防水 ・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２
・Ｓ－Ｍ１
・Ｓ－Ｍ２
・Ｓ－Ｍ３

種　　別
※1.2 ・

※1.5
※1.5
※1.2

※2.0 ・
・
・
・

※カラー　・シルバー
保護塗料（露出）厚さ　(㎜) 施　工　箇　所

(9.4.2)(9.4.3)(表9.4.1)３．合成高分子系

・　脱気装置　　（材質：　　　　　　数量：　　　　　）

・　その他の材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・　絶縁シート　（※発泡ポリエチレンシート　　　　　）

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

・ゴムアス
ファルト系

・Ｘ－１
・Ｘ－２
・Ｙ－１
・Ｙ－２

種　別 施　工　箇　所
※カラー　・シルバー
※カラー　・シルバー

保護塗料（露出）

・　脱気装置（材質：ステンレス製又はアルミ製　　　・　　　　　　　）
（設置数量：　　　　箇所）

４. 塗膜防水

５. ケイ酸質系
　　塗布防水

　※Ｃ－ＵＩ
　・Ｃ－ＵＰ

　種　　　別 施　工　箇　所
(表9.6.1)による

(9.6.2)(9.6.3)(表9.6.2)

６．シーリング ※　被着体との組み合わせは（表9.7.1）による。　　　　　　　　(9.7.2)

７．防水保証

通常定めている期間とし、保証書を作成し提出する。
塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が

※カラー　・シルバー

・ウレタン
　ゴム系

アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー
フィングシート防水の保証期間は、引渡し日より１０年間とし、メーカー
・施工業者との連名の上、保証書を提出する。

屋
　
　
　
根
　
　
　
及
　
　
　
び
　
　
　
と
　
　
　
い
　
　
　
工
　
　
　
事

・　断熱材　※　Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板２種１号又は２号(透湿係数を
除く規格に適合するもの）　

種　　　別

・ ASI－T
・ ASI－J

・ AS－T
・ AS－J

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1～3)
シートの厚さ施　工　箇　所

２．造作用集成材

３．床張り用
合板等

(表9.3.1～3)による

ルーフィングシートの種類　JIS A6008のJIS表示認証製品

改質アスファルトシートの種類　JIS A6013のJIS表示認証製品

　・　押さえ金物　（材質及び形状：　　　　　　　　　　　）

・　脱気装置　（種類・数量：改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の指定とする）　

・　溶接金網　（規格　　　　　　　　　　　　　　　　）
・　脱気装置　（種類・数量：ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定とする）　

・　２５型

・0.5
・横葺き

鋼管製といの防露巻き工法
※　(表13.5.5)による

・ｱﾙﾐﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ樋　100角,125角

パネル工法

(5.3.5)

４
　
　
　
地
　
　
　
業
　
　
　
工
　
　
　
事

３．スランプ 基礎，基礎梁，土間スラブ　　※　１５cm　　・　１８cm
柱，梁，スラブ，壁　　　　　※　１８cm

４．打放し仕上げ
の種類

５．セメントの

・　Ａ　種
※  Ｂ　種
・　Ｃ　種

種　　　別 施　　工　　箇　　所

６
　
　
　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
工
　
事

※　普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

５
　
　
　
鉄
　
　
　
筋
　
　
　
工
　
　
　
事

杭の種類

・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種

(4.3.2)

試験杭
記号 杭径（mm） セット数 備　　考長さ(m)及び種別 設計支持力

本　杭

継　手

杭の施工法

・

・　掘削打撃併用工法　　　プレボーリングの掘削深さ

・　セメントミルク工法 
オーガー径　　杭径－５０ｍｍ程度

・　特定埋込杭工法
（旧建築基準法第３８条の規定に基づき認定された工法）

杭打機の種類

騒音・振動の測定

杭先端予定レベルの上方　　　ｍのレベルまで

ハンマーの種別
パイルドライバー

※　油圧パイルハンマー
※  三点支持式クローラークレーン

・　行う ※　行わない 

(4.3.2)(4.4.2)

(4.3.2)(4.4.2)(表4.4.2)(図4.4.1)

※　アーク溶接継手又は建築基準法の
規定に基づき認定された無溶接継手

２．場所打ちコン
クリート杭
地業

(4.5.4)
(4.5.3)(表4.5.1)

掘削工法　　　　　　・　アースドリル工法　※　安定液使用
コンクリートの種別　・　Ａ種　　　　　　　・　Ｂ種

・　リバース工法
・　オールケーシング工法　

孔内の水張り　　　※　行う　　・　行わない

・　ドロップハンマー

１．既製コンク
　　リート杭・　

(4.3.6)(4.4.5)

(4.3.3)(4.4.3)

・　プレストレストコンクリート杭（JIS表示承認製品）

５．土間スラブ
（土間コン）
下断熱材

※　設ける

３.地盤改良 工　法（・　 ）

４.床下防湿層
※　設ける 地中梁がある場合は、250㎜のみ込みとする。
・　設けない

(4.6.5)

・　設けない

６．砂利地業 (4.6.2～3)※　再生クラッシャラン　　・　（　　　　　　　　　　　　　）

１．鉄筋の種別

鉄筋コンクリート用棒鋼
規　格　名　称 種　類　の　記　号

※　ＳＤ２９５Ａ
※　ＳＤ３４５

※　Ｄ１６以下
※　Ｄ１９以上

径　　(㎜)
(5.2.1)(表5.2.1)

(5.2.2)２．溶接金網

施　工　箇　所　等

）

３．鉄筋の継手 (5.3.4)接　合　方　法
※　重ね継手 Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

径(㎜)

はり　柱の主筋

施　工　箇　所

使用箇所（
線径(㎜)　6.0　×　網目(㎜)　100

※　JIS G 3551のJIS表示認証製品

(4.3.4)(4.4.3)
(4.3.5)(4.4.4)

資料の｢各部配筋　参考図」による。
　各部の配筋は，図示による。図示がなければ，標準仕様書 末尾 (5.3.7)

(参考図 図2.2)

(5.4.9)試験方法　　※　超音波探傷試験　　　・　引張り試験

補強形式　　　※Ｈ３形以上　・Ｍ型　・ＭＨ型 (参考図 表7.1～7.3)

・　Ａ形      ※　Ｂ形 (参考図 表4.3～4.4)

４．耐久上不利な
箇所の鉄筋の
かぶり厚さ

※　ガス圧接

５．各部配筋

６．柱の帯筋

補強

抜取試験

８．はり貫通孔の

９．圧接完了後の

壁の開口部補強

７．耐震壁を除く

　　鋼杭地業

表5.3.6の値に加える寸法(㎜)

※　Ｈ形      ・　Ｗ－Ｉ形      ・ＳＰ形　　　　　

・コンクリート用骨材の品質試験を実施する。(構造体コンクリートのみ）
(アルカリシリカ反応試験(化学法)、密度試験、吸水率試験）

・コンクリート単位水量測定を実施する。

種　別　　　※　Ⅰ類　　　　・　Ⅱ類

ト
スコンクリー

１．レディーミク (6.2.1)(表6.2.1)

Ｆｃ　(Ｎ/mm２)
・　２４
※　２１
・　１８

適　　用　　箇　　所
普通コンクリート（JIS A5308のJIS表示認証製品)２．設計基準強度 (6.2.2)

(6.2.4)(表6.2.2)

(6.2.5)(表6.2.4)

(6.3.1)

地盤柱状改良

種類

規　　　　　格
JIS表示認証製品・SS400　・SSC400　・STK400　・STKR400 ・BCR295

先端部形状　・閉塞型　・開放型

Φ165.2 144 12 先端羽根付
鋼管杭

・SN400A,C　・SN400A　・SM400　・SM490A

スロープ 100×100角平 
階段 100×100角　段鼻

軒ﾄﾞｲ（塩ビ）W=120,W=100

基礎、基礎梁

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ
外部土間

6ｍ STK490

ｽｸﾘｭｰﾊﾟｲﾙ
EAZET工法
同等品

・　鋼管
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特記仕様書（3）

A-03

防火戸の指定
・　適用する（適用範囲は図示及び建具表による）

※　建築基準法第２条第九号の二ロの規定に定められたもの

防火戸との連動
・　適用する(適用箇所は建具表及び図示による)

・　自動閉鎖機構 ・　ヒューズ装置 ・　煙感知器・　熱感知器

製　作
仮　組

見本の作成等

防犯建物部品 ※　使用しない ・　使用する（建具表による）

※　行わない
※　行わない

・　行う（建具表による）
・　行う（建具表による）

(16.1.6)

(16.1.3)

(16.1.3)

※　適用しない

※　適用しない

(16.1.4)

　　又は認定を受けたもの(監督員の承認を受ける。)

16

建
　
　
　
　
　
具
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

・　Ａ　種

外部に面する建具性能等級等４．樹脂製建具 (16.3.2)(表16.3.1)
枠の見込み寸法(mm)種　　　別 耐風圧性

Ｓ－４
気密性 水密性

Ｗ－４
シャッター

・　一般シャッター ※　上部電動式
・　設けない
※　設ける

(手動併用)
・　上部手動式

(手動併用)
※　上部電動式※　設ける

・
・　防火シャッター

・　防煙シャッター

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない
障害物感知装置

(自動閉鎖型)

(自動閉鎖型)を
設ける。

種　　類
シャッター
ケース

耐風圧
開閉方式 保護装置

11．重量 (16.11.2)(表16.11.1)

・　外壁用
・　屋内用

強度

建具表
及び

による
図示

ウォールの
２．カーテン (17.1.2～3)(17.2.2～3)(17.3.2～3)

性能等
材　　種
耐風圧性
耐 震 性
水 密 性

耐 火 性
気 密 性

耐温度差性
遮 音 性
断 熱 性
材質等性能の確認方法　適切な資料により、監督員の承諾を受ける

シーリング材
構造ガスケット
ガ ラ ス

表面仕上げ

断熱材
摩擦低減材・取付金物　カーテンウォール製作所の仕様による

層間変異追従性

(18.5.2)５．クリアラッカ
ー塗り（ＣＬ）

非分散系塗料

（ＮＡＤ）
塗り(屋内)

６．アクリル樹脂 (18.6.2)

７．耐候性塗料
塗り(屋外)
（ＤＰ）

上塗りの等級
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

※１級　　・２級　　・３級
※１級　　・２級　　・３級

各部の素地ごしらえ
木　部

ボード面
コンクリート・ALC面
モルタル・プラスター面

鉄鋼面 ・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種
・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種
・Ａ種　　※Ｂ種

(18.2.2～7)

鉄鋼面

(18.1.3)

(18.3.2)

※Ａ種（不透明塗料塗）※Ｂ種（透明塗料塗）

塗料の種別

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 ※Ａ種（見え掛り）　※Ｂ種（見え隠れ）

(18.3.3)

(18.4.3～5)ペイント塗り
（ＳＯＰ）

塗料の種別

鉄鋼面

※１種　　・２種

・Ａ種　　　　　　　※Ｂ種

(18.4.2)

※Ａ種（継目処理工法）※Ｂ種（その他）

錆止め塗料塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

木部

※Ａ種　※Ｂ種（標準仕様書8節の場合）
※Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種(標準仕様書8節の場合)

※Ａ種（鋼製建具等）・Ｂ種　　※Ｃ種(その他)

※Ａ種（屋外）　　　※Ｂ種（屋内）

１．一般事項

２．素地ごしらえ

塗料塗り
３．錆止め

４．合成調合樹脂

18 屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づき指定又は
認定を受けたものとする。

・Ａ種　　※Ｂ種

(18.7.2～4)(表18.7.1～3)

樹脂エマル
ション
ペイント塗り
（ＥＰ－Ｇ）

エマルション
ペイント塗り
（ＥＰ）

（ＥＰ－Ｔ）

ルション模様

ワニス塗り

８．つや有り合成 (18.8.2～4)

９．合成樹脂 (18.9.2)

10．合成樹脂エマ (18.10.2)

11．ウレタン樹脂 (18.11.2)

（ＵＣ）

・Ａ種　　※Ｂ種12．ラッカー
　　エナメル塗り

（ＬＥ）

木部 (18.12.2)

木部

コンクリート・モルタル面 ・Ａ種　　※Ｂ種

のボード面
コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他
のボード面

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種鉄鋼面（屋内）

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種
コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

塗料塗り
のボード面(屋内)

・Ａ種　　※Ｂ種

建
　
　
　
　
　
具
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事
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・　Ｂ　種 Ｓ－５ Ａ－４ ※建具表による
・　Ｃ　種 Ｓ－６
※　適用箇所は図示による

・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　　　　　　　　　　         　(表16.3.2)

適用する場合の遮音性の等級 ・　Ｔ－Ａ種　　・　Ｔ－Ｂ種

・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない
断熱ドアセット，断熱サッシ　　　　　　　　　　　　　　　 　(表16.3.3)

適用する場合の断熱性の等級　・　Ｈ－Ａ種　　・　Ｈ－Ｂ種

・標準色（白）　　・特注色（・黒　・ブラウン　・シルバー）

表面色　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 (16.3.4)

Ｗ－５

５．鋼製建具 簡易気密型ドアセット

水密性
※　Ａ－３
※　Ｗ－１

・
・

・　使用しない

外部に面する建具の耐風圧性

気密性
※　使用する（適用箇所は図示とする）

(16.4.2)(16.4.4)(表16.4.1)(表16.4.2)

※　Ｓ－４   ・　Ｓ－５　 ・　Ｓ－６

木部 ・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート面及び押出成形セメント板面の種別
※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

※　使用する標準型鋼製建具 ・　使用しない

使用箇所

中骨
一般部分
枠，方立，無目

上記以外
戸
枠類
枠類窓

出入口

区　　分
の厚さ

2.3
2.3

厚さ　(mm)
(表16.4.2)に同じ

建具寸法が(16.4.4(a))を超える又は図示された建具に使用する鋼板類

(表16.4.2)に同じ

(16.4.6)

簡易気密型ドアセット

戸の鋼板 ※　表面処理亜鉛めっき鋼板
・　ビニル被覆鋼板
・　カラー鋼板

標準型鋼製軽量建具 ※　使用する ・　使用しない

標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり ※　鋼製 ・　アルミ製

※　使用する(適用箇所は図示による)
気密性 ※　Ａ－３ ・

・　使用しない

６．鋼製軽量建具 (16.5.2～4)(表16.5.1)

(16.5.6)

表面処理
鋼板の曲げ加工 ※　普通曲げ ・　かど出し曲げ

・

建具
※　Ａ－３ ・

水密性 ※　Ｗ－１ ・
・　使用しない

外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密型ドアセット

気密性
※　使用する（適用箇所は図示とする）

ふすまの上張り
ふすまの種類

かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度
※　新鳥の子程度又はビニル紙程度

かまち戸の樹種
建具材の加工、組立時の含水率　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

７．ステンレス製

※　Ｓ－４   ・　Ｓ－５　 ・　Ｓ－６

※　ＨＬ

８. 木製建具 (16.7.2～4)

※　戸ぶすま　工法（・　在来型　・　チップ型）

(16.6.2～5)

本締り付きモノロック

シリンダー本締り錠

金　物　の　種　類 型　　　式 製　造　所
(16.8.2)(表16.8.1)９．建具用金物

シリンダー箱錠

モノロック

ドアクローザー
フロアヒンジ
ヒンジクローザー
ピボットヒンジ
レバーハンドル 錠前類と同一製造所

JIS表示認証製品

グレモン錠

シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。

戸あたり

・　不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）
・　不要・　要マスターキーの作成 (16.8.4)

標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント取付位置は、建具表による。

開閉装置
性能 ・　スライディングドア

・　マットスイッチ式
センサーの種類

・　スイングドア

※　不要・　要
※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）
・　設けない

凍結防止装置
全半開装置

・　タッチスイッチ

10．自動ドア (16.9.2)(表16.9.1～2)

(16.9.3)(表16.9.3)・　光線（反射）スイッチ

・
※センサーの種類によらず補助センサ－併用とする

　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
・溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

鋼　　板 (16.4.3～4)
塗
　
　
　
　
装
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

シャッター

※　手動式

・　上部電動式
(手動併用)

耐風圧

※　設ける

シャッター
ケース

・　設けない

※　インター
ロッキング型

※　オーバー
ラッピング型

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない

(自動閉鎖型)

保護装置
形状
スラットの

開閉形式

12．軽量

強度

(16.12.2～4)(表16.12.1)

建具表
及び

による

図示

スラット及びシャッターケース用鋼板
　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

(16.11.3)

保護装置

収納形式開閉方式

鋼板
・　ステンレス

メッキ鋼板

耐風圧性能
※　溶融亜鉛

・１２５
・１００
・　７５
・　５０

カル形
・　バーチ

リフト形
・　ハイ

ヘッド形
・　ロー

ダード形
※　スタン

・　電動式
・　チェーン式
※　バランス式

材　　　質

グラスタイプ

タイプ

タイプ

・ファイバー

・アルミニウム

※スチール
ヘッドドア

障害物感知装置 ※　設ける ・　設けない

(JIS A4715
による強さ
の区分)

13．オーバー
ガイドレール

(16.13.2)(16.13.3)

※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を
有すること。

※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。

合わせガラスの特性
・　Ⅰ類 ・　Ⅱ－１類

強化ガラスの特性
・　Ⅰ類 ・　Ⅲ類

熱線吸収板ガラス
性能 ・　１類
色調

・　Ⅱ－２類 ・　Ⅲ類

・　２類
・　ブルー ・　グレー

複層ガラス
性能 ・　１種 ・　２種

封止の加速耐久性による区分

14．ガラス (16.14.2)(16.14.3)(表16.14.1)

・　ブロンズ

・　ブロンズ

※　Ⅲ類

日射遮へい性
耐久性
色調

反射皮膜
映像調整

・　１種
・　Ａ類
・　ブルー
・　シルバー
・　内側
・　行う

・　２種
・　Ｂ類
・　グレー

・　外側
・　行わない

・　３種

ガラスの留め材
※　シーリング ・　ガスケット（可動アルミ製建具に限る）

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材とする。

合わせガラス及び倍強度ガラスの溝幅は図示による。
ガラスの溝幅については、(表16.14.1)による。ただし強化ガラス、

複層ガラスの保証期間は引き渡し日から１０年間とし、メーカー保証書
を提出する。

（中空）

長方形

正方形

表面形状 モジュール呼び寸法
による区分（長さ×高さ）

・　　８０
・　　９５
・　１２５・　２５０×１２５ ・　３２０×１６０

品質等
ガラスの種別

・　一般ガラス
・　乳白カラス
・　カラーガラス
・　熱線反射ガラス

・　無
・　有

柄
・　白
・　グレー

・　アルミニウム製
（表面処理　　　）

・　ステンレス製
（表面仕上　　　）

金　属　枠

（　　　分間）
・　有
・　規定しない

耐火性能目地色

・　３２０×３２０
・　１６０×１６０

厚さによる区分

・　１２５×１２５
(JIS A5212)

(16.14.5)

１．カーテン
ウォールの
種別

カーテンウォール種別
・　メタルカーテンウォール
・　ＰＣカーテンウォール

・　３種　（・　Ｕ３－１　　・Ｕ３－２）
・　４種　　　　　・　５種

スラットの材質
　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)

(16.12.3)
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カー

テ
ン

高性能熱線反射ガラス

（不燃塗料）２液ｳﾚﾀﾝ

ウ
ォー

ル
工
事

仕上げ
・薄付け

仕上げ塗材

規格名称
・外装薄塗材　Ｅ
・内装薄塗材　Ｅ

種類(呼び名)
(15.5.2)(表15.5.1～2)

・砂壁状
仕上の形状 工　　法

・ローラー

上塗り材

・厚付け
仕上げ塗材

※複層仕上
塗材

・外装厚塗材　Ｃ
・内装厚塗材　Ｃ
・外装厚塗材　Ｅ
・
・複層塗材　ＣＥ

・複層塗材　ＲＳ

・複層塗材　Ｓｉ

・凸部処理
・凸凹模様

※吹付け
・こて

溶剤

外観

・溶剤系※水系
・弱溶剤系

※つやあり
・メタリック

樹脂
※アクリル系
・シリカ系
・ポリウレタン系
・アクリル

シリコン系
・フッ素系

※複層塗材　Ｅ

・複層塗材　ＲＥ

・軽量骨材
仕上塗材

・防水形

・防水形

・

複層塗材　Ｅ

複層塗材　ＲＳ

・吹付用軽量塗材
・こて塗用

軽量塗材

・吹付け

複装仕上塗材の耐候性　　　・　１種　　・　２種　　※　３種

吹付け
（耐火被覆は，

７章による）

じゅらく
・ゆず肌
・

・砂壁状

１．モルタル塗り

３．仕上げ塗材

・可とう形外装
薄塗り材　Ｅ

・吹付け

・吹付け※ゆず肌
※ローラー

・こて塗り・平たん状

・砂壁状

(15.8.3)

１．一般事項

断熱ドアセット，断熱サッシ

適用する場合の遮音性の等級 ・　Ｔ－３・　Ｔ－１

種　　　別
・　Ａ　種

耐風圧性
Ｓ－４

気密性
Ａ－３

水密性
Ｗ－４

性能が確保できない場合は、
１００）

・　Ｃ　種 Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５

Ｓ－５・　Ｂ　種

(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)(表14.2.1)
枠の見込み寸法(mm)

・　Ｃ－２種
・　Ｂ－２種※　Ｂ－１種

※　Ｃ－１種内 部 建 具
外部に面する建具表面処理 

Ｂ－２種，Ｃ－２種の場合 ・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色)
・ステンカラー

※　適用箇所は図示による

防音ドアセット，防音サッシ

・　Ｈ－２

耐震ドアセット，耐震サッシ

適用する場合の断熱性の等級

※　適用しない

※　適用しない

※　適用しない
適用する場合の面内変形
追随性の等級

・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２

・　Ｔ－２

・　Ｈ－３

・　適用する（適用範囲は図示による）

・　適用する（適用範囲は図示による）

・　適用する（適用範囲は図示による）

使用方法による区分

・ガラス繊維入り合成樹脂

(16.2.3)

※ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm

外部に面する建具性能等級等

・防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）

・防鳥網

・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316) ※合成樹脂

で複層ガラスを使用する時で
７０（引違い，片引き，上げ下げ窓

製建具
２．アルミニウム

３．網戸

１００

レベリング材
・　石こう系 ・　セメント系

・
種別
塗厚 ※　10mm

(15.4.2)(表15.4.1)２．セルフ

床目地　　　・ 設ける（押し目地工法） ・設けない　　　　　　　(15.2.5)

既製目地材　・ 設ける（施工箇所：　　　　形状：図示による） 　(15.2.2)
・ 設けない

吹付け厚さ（mm）　　　※　図示による　　　・　

９．手すり及び
タラップ

手すり

タラップ

・　ステンレスSUS304
・　鋼　製

ステンレスSUS304

材 料 の 種 別

外部HL仕上程度，内部No.2B仕上程度

HL仕上程度
亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種

表 面 処 理 の 種 別
(14.8.2)(14.8.3)

鋼製床下地材
10．体育館の ※　JIS A 6519のJIS表示認証製品

８．アルミニウム
製笠木

表面処理 ※　Ｂ-1種 ・　Ｂ-2種 (14.7.2)(表14.7.1)
隅角部及び突当り部の役物の使用

※　使用する（笠木本体製作所の仕様による。）

４．ロックウール

・外面納まりの可動式
・内部納まりの可動式・内部納まりの固定式

建
　
　
　
　
　
具
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事
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左
　
　
　
　
官
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

15

・視線制御フィルム　 3M ｽｺｯﾁﾃｨﾝﾄ SH2MLCRX 同等品

15.ブロック

・　１９０×１９０

30mm

※熱溶接

１．ビニル床
シート

(19.2.2)(19.2.3)
記号

・突付け
※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)
※無地
・マーブル
・ ・ ・ ・

２．化粧ビニル
床シート

※熱溶接
・突付け

特殊機能
※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)

工法

種類の記号
※　木目調
・　石目調

色 　柄

上記以外はすべてビニル床シートに同じ

３．ビニル床
タイル

・帯電防止

※　コンポジション
ビニル床タイル

※300×300

・300×300
・450×450

※　2.0
記号 寸法 暑さ(mm)

・帯電防止

・帯電防止

・帯電防止

特殊機能

特殊機能

・　発泡層の
あるもの

ないもの
※　発泡層の

(19.2.2)(19.2.3)

工　　法

色　柄

・

・

種　　　類

種　　類
JIS A5705のJIS表示認証製品

目又は石目調のもの
JIS Ａ5705のJIS表示認証製品で，表面は印刷シートに透明表層を有した木

JIS A5705のJIS表示認証製品

・ＨＳ
・ＴＳ
※ＦＳ

・ＫＳ

　　ＦＳ

※ＫＴ

・ＦＴ
・耐動荷重

・耐動荷重
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・耐動荷重

・耐動荷重

内
　
　
　
　
　
装
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

・　3.0・　複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

※床仕上げ品番の決定に際しては、メーカー等による貼り分けデザイン図を
作成し、監督員の承諾を受けること。

13. オイルステ

・Ａ種　　※Ｂ種
　　塗り（ＷＰ）

(18.14.2)木部14．木材保護塗料

イン塗り（ＯＳ)

・Ａ種　　※Ｂ種 (18.14.2)木部



・　Ｄ種（畳床KT-Ⅲ）

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

特記仕様書（4）

A-04

６．床目地棒

17．玄関マット

ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ　4

厚さ(mm)種　　　類
断熱材の打込み及び現場発泡工法

箇　所 備　　考
(19.9.2)(19.9.3)

・Ａ種ビーズ法

２種ｂ
※Ａ種押出法

JIS A 9511の
JIS表示認証製品

ーム保温材
スチレンフォ

　　チレンフォー

・　ビーズ法ポリ

※　押出法ポリス

　　ム保温材
（Ａ種）

下記以外・２種ｂ
・３種ｂ 接地部分及び

屋根防水部分
ピット内部

※　25
・

・　25
・

フォーム保温材

ウレタン
フォーム保温材

・

・　フェノール

・　吹付け硬質
フォーム保温材

・　硬質ウレタン
・
※Ａ種

※Ａ種
・

・
・

・

・

・・

JIS A 9526
による難燃性
・２級　※３級

※Ａ種１

※　施工範囲は建築工事標準詳細図(図7-01-1)による。

JIS表示認証製品
JIS A 9511の

・

・

※　20
・

・

(スキン層
　　 あり)

※　ジョイントコンパウンド・　アクリル系シーリング材 (19.7.2)

品質は参考商品名である。

(19.8.2)
施　工　箇　所

・不燃
・その他
・その他

・その他
・その他

・準不燃
・準不燃

・準不燃
・準不燃・不燃

・不燃

品　　　質 防　火　種　別

・不燃
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内
　
　
　
　
　
装
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

12．遮音シール材

13．壁紙張り

14．断　熱　材

厚さ(mm)種　　　類 箇　所 備　　考

上記以外に用いる断熱材

※　被覆品　　・防湿層ポリエチレンフィルム(t0.15)張り　(重ね100)
※　グラスウール使用部分の室内側防湿シート

保温材
・　グラスウール

・　ＪＩＳＡ発泡
プラスチック
保温材

・Ａ種ビーズ法
※Ａ種押出法

２種ｂ
※Ａ種押出法

３種ｂ 屋根防水部分
ピット内部

接地部分及び

※　25

※　100
・

JIS表示認証製品

JIS表示認証製品

※24Ｋ品
　　 あり)
(スキン層

下記以外

20

ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト
　
　
及
　
　
び
　
　
そ
　
　
の
　
　
他
　
　
の
　
　
工
　
　
事

フロア

１．フリー
アクセス 工法 仕上り高

(mm)
適用地震時
水平力(Ks)

耐荷重性能
（N)

施工場所

・　1.0G
※　0.6G

・　3,000
・　5,000
・

表面仕上げ

・帯電防止
床タイル

(20.2.2)

ボーダー部 ※　一般部分の仕様に準ずる ・　図示による

空調用吹き出し(吸い込み）パネル ※　なし
・　有り（※固定式　　・可変式）

施工箇所は図示

２．可動間仕切
（パーテー

ション）

(20.2.3)
構造形式による種類
構成材の種類
パネル表面材
遮音性
防火性能

グドア）
（スライディン

３．移動間仕切
パネルの操作方法による種類
パネル表面材の材質及び仕上げ

規定しない

取り付け用あと施工アンカー
防火性能
遮音性
パネル圧接装置の操作方法

製造所仕様の化粧鋼板（標準色）
ｔ＝０.５以上
ハンドル回転式又はワンタッチ上下式

不燃
材質，寸法等は図示又は製造所の
仕様による

(20.2.4)

４．トイレブース
表面材
幅　木
フレーム
扉

メラミン化粧板（標準色）
ステンレス製 H＝６０
アルミ製
厚４０中心吊りアール形アルミ製エッジ，
帽子掛け戸当たり付き

(20.2.5)

（ノンスリップ）
５．階段滑り止め

・　埋込み工法※　接着工法
ビニールタイヤ入り（幅約35mm)

材　種

取り付け方法

（床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）

・溝工法

・支柱一体型
パネル工法

（置敷工法）

（置敷工法）
・支柱分離型

パネル工法
（独立支柱工法）

ステンレス（SUS304）

(20.2.7)

(20.2.6)

配線取出し用切り欠きパネルは１枚／㎡以上とする。

ステンレスＦＢ（SUS304）　t５～６×Ｈ１２

床表面仕上げ材の品質は標準仕様書19章による。

スタッド式（内蔵）
アルミニウム合金系又はスチール系
焼付塗装鋼板（標準色）ｔ＝０.５以上

不燃
３６dB/500Hz以上

３６dB/500Hz以上

７．黒板及び
ホワイトボード 形式 ・　平面 ・　曲面

８．鏡 (20.2.9)

(20.2.8)

耐湿鏡　ｔ＝５　　　ステンレスフレーム付き

９．表　示
衝突防止表示
誘導標識

ステンレス製　ＨＬ仕上げ　Φ３０程度　市販品
市販品

(20.2.10) １．グレーチング

２．鋳鉄製
マンホール
ふた

※　鋼製 ・　ステンレス製

簡易密閉式とし，表面には用途別の標準文字付きとする。

(21.2.2)

(21.2.2)
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排
水
工
事

地業の材料　　　・再生クラッシャラン　 ・３．縁石及び側溝 (21.4.2)

１．再　生　材22

２．盛土材料

※　使用する

３．遮断層及び
凍上抑制層

遮　断　層
凍上抑制層

※　川砂・海砂又は良質な山砂
※　再生クラッシャラン

用材料
・　切込砂利又は切込砕石

４．路床安定処理 路床安定処理添加材料 (22.2.2)(22.2.3)(表22.2.2)

路床の盛土材料

８．路盤材料 ※　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０
（透水性舗装の場合を除く）

・　クラッシャラン　Ｃ－４０
・　クラッシャランスラグ　ＣＳ－４０

10．アスファルト
舗装

加熱アスファルト混合物の種類
表　層 ※　再生密粒度アスファルト混合物（１３）

・　密粒度アスファルト混合物（１３）
・　細粒度アスファルト混合物（１３）
・

基　層 ※　再生粗粒度アスファルト混合物（２０）
・　粗粒度アスファルト混合物（２０）
・

※　普通ポルトランドセメント

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (22.2.3)

(22.2.2)(22.2.3)

・　高炉セメントＢ種
・　フライアッシュセメントＢ種
・　生石灰（・特号　・１号） ・　消石灰(・特号　・１号)

舗
　
　
　
　
装
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

・　使用しない　　　　　　　 　　　　　　　　(22.1.3)

※　行わない ・　行う (22.2.3)５．砂の粒度試験

支持力比
(22.2.5)※　行わない ・　行う（※　乱した土　　・　乱さない土）６．路床土の

(ＣＢＲ)試験

度の試験
７．路床の締固め (22.2.5)・　行わない

(22.3.3)(表22.3.2)

度の試験
９．路盤の締固め (22.3.5)※　行う

舗装の厚さは
図示による

(22.4.2)(22.4.4)(表22.4.5)

舗装の平坦性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする

(22.4.6)アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　・行う

(22.5.3)11．コンクリート
舗装

早強セメント
溶接金網
コンクリート版の厚さの試験

・　使用する
※　あり
・　行う

※　使用しない
・　なし
※　行わない (22.5.6)

(22.6.2)12．カラー舗装

(22.6.3)着色骨材・自然石（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

部　　　位
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部

種　　　類
※　アスファルト混合物
・　石油樹脂系混合物

加熱系

・　樹脂系混合物
常温系 ・　ニート工法

・　塗布工法

図示による

厚　さ(mm)

５～１０
３～５
１程度以下

・　コンクリート平板舗装 ※　砂目地

・　インターロッキングブロック舗装
※　コンクリート舗装

・　モルタル目地舗装

・　アスファルト舗装

13．ブロック系

・　舗石舗装　　基　層

(22.9.2)(表22.9.1)

※　Ｂ種 ・・　Ａ種14．砂利敷き (22.10.2)

※　ＪＩＳＫ５６６５　３種１号15．区　画　線
・

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
の
　
工
　
事
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※　行う（箇所:埋戻し及び盛土部）

　60

・タイル
カーペット

ステンレス W154×H150×D15.5（突出型）・ピクトサイン

W154×H150×D 8　（平付型）

・室名札 ステンレス

視覚障がい者用

誘導ブロック

30．郵便受

11．ブラインド

18．ステンレス

・

・

19．コンロ台

20．つり戸棚

・

・
）

）バックガード（※有　・無）

・
※　１段　　　・　２段21．水切棚

22．旗竿受金物 ※　ステンレス製（SUS 304）既製品　彫り込みタイプ既製品

23．旗　竿 形　式
材　種
操作方式

※　テーパー式
※  アルミニウム合金
※　ハンドル式

・　同一断面式　　Ｈ＝
・
・　ロープ式

ｍ

24．屋内掲示板 ※　既製品 アルミニウム製枠 表面発泡シート張り

屋　外 ※　コンクリート製 ・　磁器質タイル

26．出隅面取材 材　種
高　さ

※　アルミニウム合金製
※　天井まで

・
・　１.８ｍ程度

27．かぎ箱 市販品　　フック数（本） ・　３０ ・　４０
・　６０ ・　１００ ・

10．煙突
ライニング材 煙突用成形ライニング材 安全使用温度　４００℃

スラットの成形（mm）

※　アルミニウム合金

※　２５ ・

※　横型ブラインド形　　　　　式
スラット
開閉方式

12．ロール
スクリーン 操作方式

スクリーンの生地

(20.2.13)

無地で製造所仕様の標準タイプ

・　８０
※　２本操作コード方式
※　クロススラット
・　縦型ブラインド

・　１００
・コード式

13．カーテン

・電動
※手引　・ひも引　
・電動

引分け装置形　　式ひ　だ　の　種　類
※箱ひだ、つまひだ

※箱ひだ、つまひだ

名称・品質など

・

・

・片引き
・引分け
・片引き
・引分け

(20.2.14)(表20.2.1)

14．カーテン
レール 材　質

形　状
※　ステンレス製
※　Ｄ型又は角型

・　アルミニウム製
・　Ｃ型

15．アルミニウム
製カーテン
ボックス

16．点　検　口

※　塩化ビニール製又は塩化ゴム製
・　硬質アルミニウム合金製
・　ステンレス製（SUS 304）

材　　　　　　種
※　ステンレス製（SUS 304）
・　硬質アルミニウム合金製

受　　　わ　　　く

流し台 ・
）トラップ付

※手引　・ひも引　

※　チェーン式

(20.2.12)

(20.2.14)

・　スプリング式 ・電動式

※　ギヤ式

表面処理 ※　Ｃ－１種　　・　Ｃ－２種　　　　　　　　　　　(表14.2.1)

※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型

※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型

※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型

ボックス

レール
アルミ製　　既製品：ﾜｲﾔｰ，ﾌｯｸ等の吊り金物(4ｾｯﾄ／ｍ）共

28．消火器

29．ピクチャー

（※　１００角　・　３００角）

1,800×600　ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（ﾃﾞﾙﾀ模様）　ﾋﾟｯﾁ13mm　すきま7mm

施工箇所
※　アルミニウム製

※　アルミニウム製
・

・

材　　　　種
天　井

床

※　４５０×４５０
・　６００×６００
・　４５０×４５０
※　６００×６００

寸　　　　法
※　目地タイプ
・　額縁タイプ
※　一般形貼物用
・　一般形充填用

形　　式

25．

(20.2.11)

W254×H 80×D 8　（平付型）

AIGAﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ　1,2

31．ﾄｲﾚｶｳﾝﾀｰ

32．その他

33．ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ塀 NEGｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　190×190×95　ｵﾊﾟﾘｰﾝ・ﾐﾙｷｰ　同等品

床置き　ｽﾃﾝﾚｽ ﾍｱﾗｲﾝ　  ﾕﾆｵﾝ UFB-3S-2760　同等品

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し保護塗料塗り

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ塀：ﾀｷﾛﾝ　ﾙﾒｳｫｰﾙ　同等品

35．ﾌｪﾝｽ付戸

ｱﾙﾐ門扉

床タイル
５．視覚障害者用

・　 8(不燃)

塗装

敷き
７．カーペット ・　タフテッドカーペット (19.3.3)(19.3.4)(表19.3.2)

品質は参考商品名である

施工箇所 パイル
形状

パイル
長さ(mm)

工　　法

※　全面接着工法
・　グリッパー工法

帯電性

による

品　質

・　タイルカーペット (19.3.3)(19.3.4)(表19.3.2)

仕様による
製造所の

帯電性パイル形状施工箇所 種　類
※第１種
・第２種 ・カットパイル

※ループパイル
総厚さ

※　6.5
・・

※500×500
寸　法

(19.3.3)

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の

特殊機能

帯電防止

JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

４．ビニル床
シート･ビニル
床タイルの

材　　　　　　　　　質
・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系 ３００×３００

寸　法（mm）
(19.2.2)

材　種
高　さ（mm）
厚　さ（mm）

※　軟質
・　６０
・　１．５

(19.2.2)・　硬質
※　７５
※　２.０

・　溶接
・　１００

試験後異常がないこと。

耐動荷重

・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）1.2～3.1程度
又は耐電圧（JIS L 1023)3kV以下

・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）3.2～5.1程度
又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^10オーム未満

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^7オーム未満
・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）5.2以上

(19.6.2)(表19.6.1)

フローリング
・　大型積層

種類又は記号

※　複合１種
フローリング

・　複合２種
フローリング

・　複合３種
フローリング

・釘止め工法
ワニス塗り

・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品
・特殊張り

工法
(体育館床)

種　別 樹種 工法種別 防湿処理

・

・サクラ
※ナラ

・ヒノキ

・行う
※行わ

ない

・Ａ種
・Ｂ種
※Ｃ種

・接着工法
※ウレタン樹脂

・ナラ ・行う
・サクラ
・

・
・行わ

ない

けい酸カルシウム板
(繊維強化セメント板)
0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

グラスウール
吸音ボード

ガラスクロス

せっこうボード
(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｒ

(吸音材料) ＤＲ

ロックウール
化粧吸音板

※ 内部用
・ 軒天用

(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｓ

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－ＮＣ

シージング
せっこうボード

額縁張り品

(JIS A 3414 
EP18程度)

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｄ

木目模様

特殊模様

木目模様
（裏桟付き）

・黄
色　　※白

トラバー
チン模様

壁

普通

壁

天井

壁
天井

壁

天井

立体
模様

・　12(不燃)
・　 6(不燃）
・　12(不燃)

・　12(不燃)
・　12(不燃)
・　15(不燃）
・　19(不燃）
・ 9.5(準不燃）

※　 9(不燃）

※12.5(不燃）
・　15(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
　12.5(準不燃）

　　25(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(準不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）

種別など 厚　　さ（mm） 規格番号
JIS A 5430
(タイプ2)

JIS A 6301
(32K)

JIS A 6301

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

その他ボード
及び合板張り

畳の種別 ・　Ａ種 ・　Ｂ種
※　Ｃ種

(19.7.2～3)(表19.7.1)(表19.7.5)

８．合成樹脂塗床
　・　厚膜型塗床材
　　　・　弾性ウレタン樹脂系塗床材
　　　・　エポキシ樹脂系塗床材
　・　薄膜型塗床材（エポキシ樹脂系塗床材）

・　フローリング
ボード

・　フローリング
ブロック

ワニス塗り
・オイルステン

塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品

・単層フローリング
種　別 樹種 厚さ(mm) 工法 塗装

※ナラ

※ナラ
・

※ウレタン樹脂

※１５
・

・

・

(19.5.2～3)(19.5.5～7)(表19.5.3～4)
張り

パーケット
・　モザイク

・
※ナラ ・６ ・９

・モルタル

・接着工法
埋込み工法

・接着工法

※１５
・

幅　７５
長さ500以上
303×303

・８

・接着工法
・釘止め工法

・

材料の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19.4.2)

　・　平滑仕上げ　　・　防滑仕上げ
仕上の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19.4.3)

９．フローリング

・複合フローリング

10．畳　敷　き

11．石こうボード

せっこうボードの目地処理

内
　
　
　
　
　
装
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

19

・　突き付け工法　　・　目透し工法
※　継目処理工法　　・　突き付けＶ目地工法

・　 6(不燃）

・ 9.5(不燃）
・12.5(不燃）

天井
壁化粧けい酸カルシウム板

６．ソフト幅木

36．ﾐﾆｷｯﾁﾝ

34．目隠しﾌｪﾝｽ
（別途設備工事）

25

片開きﾌｪﾝｽ戸（H=1500,W=1000）１ヶ所

ﾐﾆｷｯﾁﾝ（W=1800型）：APISKA　ﾀｶﾗｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ株式会社　同等品

（緩衝材付）
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登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

1/600

Ｎ

体育用具庫

公民館

体育館

公道

プール

付属棟

鳥小屋

校舎

公道

プロパン庫

受水層

体育小屋

12
,1

60

津市立村主幼稚園

津市立村主小学校

Ｎ

用途地域：非線引都計（用途指定なし）区域

防火地域・その他の地区・地域：22条地域

建築場所

敷地面積

建ぺい率

容積率

構造

延べ床面積

建築面積

(  70　％)

( 200　％)

プール

駐車場

接道3,000

22,470

敷
地

境
界

線

計画建物

 19.04　％

公道
(5.7M)

三重県津市安濃町連部68番地

 21.71　％

+100

-100

-100

ガードフェンス　H＝1,800

仮囲い：ガードフェンス　H＝1,800

凡例

敷地境界線

門

☆

鉄棒

位 置 図

工 事 場 所

鉄骨造　平家建

配 置 図 兼 仮 設 計 画 図 　 1/600

☆

工事車両進入路

経路を示す

ガードフェンス　H＝1,800
資材置場

キャスターゲート

W=3000

交通誘導員（常時）

ガードフェンス　H＝1,800

臨時工事車両進入路
現場事務所

交通誘導員（臨時）

敷
地

境
界

線

敷地境界線

仮設トイレ

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　W=3,000

敷鉄板t=22 を示す

※大型車両進入時、埋設配管の掘削時

コーンバーで区画すること。

ガードフェンス　H＝1,800

A-05

工事概要

工事概要・位置図・配置図兼仮設計画図

防球ネット

防球ネット支柱@10,000

519　㎡

 98.8　㎡

112.6　㎡
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村主放課後児童クラブ新築工事

外部仕上表

屋　根
アスファルトシングル葺き

母屋：C-100*50*2.3

ケラバ包み：ガルバリウム鋼板t=0.5折り曲げ加工

ポーチ庇

：

ポリカーボネイト t=5

外　壁
通気工法（透湿防水シート）

縦　樋

軒　樋

玄関ポーチ
木製スノコ　OSCL

モルタル金こて仕上げ

モルタル金こて仕上げ

スロープ 100角スロープタイル張り

防球ネット

側　溝

敷 地 求 積 図 　 1/200

仕上表・求積図・求積表

耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地の上ビニールクロス貼り

内部仕上表

室 　 名 床 巾 木床 高 廻 り 縁 天 井 高 備 　 考天 　 井壁 （ 腰 壁 ）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り FL+2800

H=60

木製 CL

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地の上ビニールクロス貼り

△ △ △ 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地の上ビニールクロス貼り 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ビニールクロス張り FL+2500
事務スペース

遊戯スペース

学習コーナー

畳コーナー

キッチン

便　所

廊　下

△

△ △ △ FL+2500△ △

△

畳寄せ △ △ FL+2400

塩ビ製 △ FL+2500

H=60

△ 塩ビ製 △ △ FL+2500

△ H=60

塩ビ製 FL+2500

H=60

大型収納
塩ビ製

H=60

△

備　考

FL+2600

アルミ製

目透かし

框：タモ 60×150 CL

ビニール床シート張り t=2.5

軒先包み：ガルバリウム鋼板t=0.5折り曲げ加工

22,470

12
,3

20

22,470

12
,1

60

25,5
49.3

10,834.9

10,694.4

A

B

延長敷地
（別図参照）

防火構造(PC030BE9202)裏張：石膏ボード t=9.5

石膏ボードt=12.5　不燃(NM-8619)

石膏ボードt=9.5 準不燃(QM-9828)

化粧石膏ボードt=12.5　不燃(NM-1864)

化粧石膏ボードt=9.5 準不燃(QM-0524)

屋根飛び火認定(DR-0402)

化粧ケイ酸カルシウム板t=6　不燃(NM-1217)

北側敷地境界部分の既設側溝蓋撤去の上コンクリート嵩上げ（既設蓋再利用）

カラー硬質塩ビ製　VP100φ（屋根）

カラー角型硬質塩ビ製　W=120 前高型（屋根）

8,
10

0

1

12,200

建 物 求 積 図 　 1/200

符号 算定式

A

B

25.5493 10.8349

25.5493 10.6944

×

×

合　計

×

× 0.5

0.5

求積表

 98.82 ㎡

㎡

㎡

%

%

C

D

E

F

G

H

延 長 敷 地 求 積 図 　 1/600

I

× × 0.5

× × 0.5

× × 0.5

× × 0.5

× × 0.5

× × 0.5

× × 0.5

延床面積

建築面積

①

敷地面積 A

建ぺい率(70%)

容積率(200%)

I～Σ(        ) + G

2
3 3

100 12,000 100

2,850 6,300 2,850

1,
54

0

73
0

①

②

12.2 8.1×

×

× 0.73③

 6.3 1.54

 2.85

① + ② + ③×2

 3.718  3.000

 3.000  1.800

45,
200

44,
930

16
,0
00

16
,0
00

16,000

19,000

1,800

3,718

3,000

3,
00
0

計画地

IH

G

G

F

C

E

D

44.930  3.000

45.200  3.000

16.000

19.000

16.000  3.000

 3.000

 3.000

138.412

136.617

5.577

2.700

67.395

67.800

24.000

28.500

24.000

 9.702

 2.0805

98.82

519.00

 19.04

鉄骨下地　DP塗

GL+450

GL+600

GL+450

△

△

△

キッチンパネル：メラミン不燃化粧板t=3　不燃(NM-2183)

内装使用建材　：F☆☆☆☆又は規制対象外の建材をすべて使用する

天井裏等の措置：F☆☆☆☆又は規制対象外の建材をすべて使用する

112.68

 21.71

ポリカーボネイト：DW-9054

3,000

3,000

3,000

石綿・クロルピリホス使用不可

一部撤去の上可動ネット設置（3スパン、出入口3箇所）

一部暗渠

掲示板900×1200（アルミ枠）

巾　木
モルタル金こて仕上げ

モルタル金こて仕上げ洗濯機置場

天井点検口　450角ｱﾙﾐ枠

天井点検口　450角ｱﾙﾐ枠
消火器ABC10型1ヶ所

カラー角型硬質塩ビ製　W=120（庇）

カラー硬質塩ビ製　VP65φ（庇）

カーテンレール(S)、ロールスクリーン（入口）、造り付け収納

造り付け食器棚、流し台(IH)L=1800 レンジフード（離隔距離800以上）

床下収納（深型３連可動式600ﾀｲﾌﾟ）

メッシュフェンス

運動場との境界フェンス一部撤去

※大建600ﾀｲﾌﾟ同等

郵便受：390*390*280 ※ﾀｼﾞﾏMX-303Ｆ同等

△

△

窯業系サイディング横張り　t=16（コーナー役物同材）

勝手口

コンクリート直均し仕上げ

耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地の上メラミン化粧板張り t=3（流し台廻り）

石膏ボードt=12.5下地の上ビニールクロス貼り

水切り：カラーガルバリウム鋼板t=0.5

造り付け収納

扇風機（4台）ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ600×900
（設備工事）

カーテンレール(S)、造り付け収納、天井点検口

カーテンレール(S)、造り付け収納、天井点検口

カーテンレール(S)、造り付け収納、天井点検口

カウンター：タモ積層材 CL、天井点検口

天井点検口

上げ裏　　：化粧ケイカル板 t=6

段鼻タイル（垂付）

土間

土間コンクリート+ころばし床組

A-06

スロープ手摺

土間コンクリート

土間コンクリート+セルフレベリングt=10

土間コンクリート 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地の上ビニールクロス貼り

天板：ポストフォーム t=30

メッシュフェンス H=1500（扉付）　幼稚園側外部ハンドル無

メッシュフェンスH=1200

合板t=9下地の上木製羽目板t=12 CL

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

耐水合板t=12下地の上ビニールクロス貼り

合板t=12の上スタイロ畳 t=55

合板t=12

複合フローリング張り t=15　ナラ（緩衝材付）

アスファルトルーフィング940

野地板　硬質木片セメント板 t=25
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Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

1/100

村主放課後児童クラブ新築工事

平面図・屋根伏図

Ｎ

2,200

6,100 6,100

12,200

3,
00

0

学習コーナー

棚

本
棚

収納 収納

2,
20

0

食
器

棚

手洗い

3,
70

0
1,

50
0

2,
90

0

8,
10

0

畳コーナー

X1 X2 X3

Y1

Y2
▼

1,000 12,200 1,000

50
0

8,
10

0
50

0

X1 X2 X3

Y1

Y2

屋根伏図　1/100

ポンプ槽

児童ロッカー（13列×3段）

2,000

1,
50

0

1,
50

0

7,300 2,700

収
納

A

A

B

鉄骨下地の上ポリカーボネイト t=5

アスファルトシングル葺き

母屋：C-100*50*2.3

12
,1

60
敷

地
境

界
線

22,470敷地境界線

敷
地

境
界

線
12

,3
20

B

庇ライン

足洗い

延焼ライン

1,
23

0

12,000

2,850 6,300 2,850

1,
54

0

1,
73

0

庇柱位置
敷地境界線 22,470 側溝

雨水：側溝放流

採光・換気・排煙検討

採光検討

D/H×10-1（H=棟ﾄｯﾌﾟにて算定）

必要採光面積

98.82/7＝14.1㎡

有効採光面積

換気検討

有効換気面積

必要換気面積

排煙検討

98.82/20＝4.94㎡

居室の床面積（延床面積にて検討）：98.82㎡

南面AW-1にて検討 南面AW-1にて検討

1.0/3.825×10-1＝1.6

汚水・雑排水：既設桝より下水管放流

+450

±0

±0

-50

+50

消火器

無窓階有窓階の判定

床面積：98.82㎡

AD-1:0.765×1.9=1.4535

収容人員の算定

遊戯スペース：59.13　㎡

学習コーナー： 6.38　㎡

畳コーナー　： 8.14　㎡

事務スペース： 5.94　㎡

合計　　　　　79.59　㎡

79.59/3＝26.53 ＜ 50人 

大型開口部：AW-2及びAD-1にて算定

95
0

1,
95

0

-200

平面図　1/100

-200※　　　　は、設計GLからの高低差を示す　

AW-2:0.9×2.205=1.9845

5.27×1.0×2×1.6＝16.8＞14.1・・・・・OK

従業員数：4人

3,000

-200

手洗い 下足入

1,
65

0

98.82/30=3.294＜3.438・・・・OK

5.27×1.0×2×1/2＝5.27＞4.94・・・・・OK

98.82/50＝1.98㎡

有効換気面積

必要排煙面積

5.27×0.205×3×1/2＝1.62
2.286×0.205×2×1/2＝0.46
1.62+0.46＝2.08＞1.98・・・・・OK

南面AW-1,3にて検討

洗濯機置場

床下収納

男女便所

男子便所

男女便所

出入口

キッチン

遊戯スペース

事務スペース

大型収納

A-07

ポーチ

踊り場
スロープ 1/12

アスファルトルーフィング940

野地板　硬質木片セメント板 t=25
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Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

1/100

村主放課後児童クラブ新築工事

立面図・断面図

鉄骨下地の上ポリカーボネイト t=5

サイディング張り t=16 横張り

東立面図　1/100

西立面図　1/100

南立面図　1/100

北立面図　1/100

1,
80

0
3,

50
0

FL

2,200

12,200

2,
80

0

2,
50

0

GL

TOP梁天

7,300 2,700

15
0

2,
15

0

事務スペース

遊戯スペース

A-A断面図　1/100 B-B断面図　1/100

最高の高さ

2,000

敷地境界線
12,200 1,0001,000

15075 5,875

1,
64

0

1,000

2,
80

0

2,
20

5

1,
20

5
1,

00
0

敷地境界線

3,
82

5

500 8,100 500 1,000

遊戯スペース
ポーチ

45
0

5,
98

0

5,
98

0

アスファルトシングル葺き

鉄骨下地の上ポリカーボネイト t=5

サイディング張り t=16 横張り

巾木：モルタル金こて

2,
18

5

鉄骨下地の上ポリカーボネイト t=5

2,
00

02,
60

0
45

0

1,730

1,540

縦樋：カラーVP100φ

鉄部DP塗

鉄部DP塗

巾木：モルタル金こて

軒高

3,
95

0

2,
40

0

畳コーナー

1,
00

0
1,

05
5

縦樋　カラーVP65

2,300 8,100 1,500

A-08

スロープ手摺

複層塗材E吹付

複層塗材E吹付
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Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

200

▽

▽柱芯

柱面

1,000 75
1,000

アスファルトシングル葺き

2,
50

02,
80

0

6,100 6,100

12,200

3,
50

0
1,

80
0

最高の高さ

▽TOP梁天

▽軒高

▽FL

2,
60

0

2,
00

0 2,
30

0

9012.5 9.5 12

塩ビ角樋（前高）W=120

カラー塩ビ縦樋（VP100)

軒先水切り

窒素系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16（横張）
通気工法（透湿防水シート）

（縦取付金物共）

1,
90

0
25

20

モルタル金こて仕上げ

2,200 7,300 2,700

化粧石膏ボード t=9.5

木製巾木H=60 CL
水切り

カラーガルバリウム鋼板t=0.5

可動棚板：ポリ合板t=25

アルミ天井廻り縁（目透し）

軽量天井下地19形
水平つなぎ：1.8ｍ以下タテヨコ

ブレース：3.6ｍ以下タテヨコ

LGS下地（W=90)

母屋：C-100*50*2.3

巾木：モルタル金こて

10
0

100

100

現場発泡ウレタン吹付け

（立上り部共通）

（ダボレール）

上段固定：ポリ合板t=30

30

塩ビ巾木H=60

80
0

30

5,
98

0

45
0

▽GL

30
10

0
32

0

80 60
140

870 200

17
5

17
5

10
0

10
0
12

0

10
0

1/30

化粧ケイカル板t=6

グラスウール24kg充填
t=100

グラスウール24kg充填
t=100

X1 X2 X3

開口補強C-100*50*20*2.3(W)ﾀﾃﾖｺ共

開口部廻りシーリングMS-2(四方）

ポリエチレンフィルム t=0.15+スタイロフォームt=25

ロールスクリーン

D10@200(ﾀﾃﾖｺ)

間柱 C-100*50*20*2.3
@606

複合フローリング張り t=15(緩衝材付）

廊下

135

胴縁(LGS19)＠455

矩計図

砕石 t=100

土間コンクリート t=150(D10@250S)

木製額縁 CL

大型収納

壁：耐水合板t=12.5下地の上ビニールクロス貼り

矩 計 図 　 1/30

A-09

天井：石膏ボードt=12.5下地の上ビニールクロス貼り

羽目板見切：タモ積層材t=30 CL

カウンター

合板t=9下地の上木製羽目板t=12 CL

合板t=9下地の上木製羽目板t=12 CL

遊戯スペース

アスファルトルーフィング940

野地板　硬質木片セメント板 t=25

ビニール床シート t=2.5

セルフレべリング t=30
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男女便所

男女便所
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Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

平面詳細図
1/50

平 面 詳 細 図 　 1/50

展開方向

A

B

C

D

学習コーナー

事務スペース

棚

本
棚

収納

遊戯スペース

▼

出入口
ポーチ

食
器
棚

1200×1900

大型収納

可動棚板（4段×2列）

70
0

1,588

上部カーテンレール(S)

2,200

90

100

2,
05

0
95

0

カウンター：タモ積層材t=30(CL)
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0
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5
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0
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0
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0
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△壁芯
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2,
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6
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6
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9

2,200 7,300 400 2,300

445 5,410 245 245 5,410 445

12,200

X1 X2 X3

6,100 6,100

200200

△ 柱芯

△

壁芯 △ 柱芯

△

壁芯

445 5,410 245 245 2,900 2,955

1,000 1,300

300 300 100

50
0R

4,300

1,
46

0

40
0

1,
50

0

20
0

1,
06

0

モルタル金こて仕上げt=30
床：ビニル床シートt=2.5

床：ビニル床シートt=2.5

床下収納

（家具図参照） 収納 （家具図参照）

（家具図参照）

（家具図参照）

（家具図参照）

児童用ロッカー（13列3段）（家具図参照）

+450

300

200870

55
0

洗濯機置場

150

315

F-* 家具詳細番号を示す

F-2

F-6

F-7

F-5aF-5b

F-4

F-3

10
00
R

16
0

足洗い 手洗い

1,100 1,280

64
0

F-1下足入

段鼻タイル

1,
20

0

2,700

2,
22

0

スロープタイル張り100角

+600

畳コーナー

3,940 2,460 2,560

3,000

+430
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石膏ボード t=12.5 ビニールクロス貼り
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カウンター
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カーテンレール(S)
取付け下地　合板t=12.5

羽目板見切：タモ積層材t=30 CL

耐水石膏ボード t=12.5　ビニールクロス貼り

石膏ボード t=12.5　ビニールクロス貼り

取付け下地　合板t=12

合板t=9下地の上木製羽目板t=12 CL（スギ）

合板t=9下地の上木製羽目板t=12 CL（スギ）

取付け下地　合板t=12取付け下地　合板t=12 取付け下地　合板t=12
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建具表
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記号・数量

（改修前）

位置

形式

見込

材質・仕上

ガラス

金物
その他必要金物一式

備考

記号・数量

位置

形式

見込

材質・仕上

ガラス

金物

備考

形状

形状

AW
1

遊戯スペース

３連引き違いアルミサッシ

70

カラーアルミ

1,
20

5
1,

00
0

FIX

701,756 1,758 70 1,756

5,410

2,000 70 830

2,900

2,
20

5

3
AW

その他必要金物一式

遊戯スペース

70

カラーアルミ

FIX付引き違いアルミサッシ

1

その他必要金物一式
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カラーアルミ

AW

２連引き違いアルミサッシ

畳コーナー、学習コーナー

1
AD

▽FL

1,
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0

裏出口

額入アルミフラッシュドア

70

カラーアルミ

シリンダー錠、サムターン、その他必要金物一式

1
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0
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0

透明強化ガラス　t＝5

2 3

(有効開口750以上）

2

透明強化ガラス　t＝5 透明強化ガラス　t＝5

レバーハンドル、ドアクローザー、水切り、沓ずり：SUS

クレセント、水切り、SUS網戸 クレセント、水切り、SUS網戸

775

FIX

500

1,
30

0
60

0

その他必要金物一式

70

カラーアルミ

クレセント、水切り、網戸

便所

引き違いアルミサッシ

3
AW
4

型板強化ガラス　t＝5

位置

形式

見込

材質・仕上

ガラス

金物
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記号・数量

形状

1
WD
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▽FL
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0
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片引きフラッシュ戸

1WD
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1,
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0
20▽FL
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15
0

550

30 30

835

丁番、レバーハンドル、表示錠（非常時開放）、サムターン

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

引き手、戸車、表示錠（非常時開放）、サムターン、戸当りゴム

50
0

120

120100 150120

1,
00

0

ドアクローザー その他必要金物一式 その他必要金物一式

木製ガラリ 樹脂製引き棒、木製ガラリ

木目メラミン合板フラッシュ 木目メラミン合板フラッシュ

枠25×135CL塗り 枠25×135CL塗り

その他必要金物一式

大型収納

25

引き手

CD
1

木製クローセットドア

2,
34

5

1,588

1

内：木製額縁25×140CL塗り 内：木製額縁25×140CL塗り 内：木製額縁25×140CL塗り 内：木製額縁25×140CL塗り

内：木製額縁25×140CL塗り

引き手、クレセント、沓ずり：SUSフラットレール

A-13

木目メラミン合板フラッシュ

型板ガラス　t＝4

型板ガラスt=4 型板ガラスt=4
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コンクリート杭

コンクリート杭 金属プレート

既設ネットフェンス

既設ネットフェンス（既存のまま）

既設防球ネット

既設ネットフェンス
（既存のまま）

既設ネットフェンス
（既存のまま）

敷地境界線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

KBM±0

-52

-217
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A
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7
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村主幼稚園

建物計画地

1,800

現況図

現 況 平 面 図 　 1/00

1/50

敷地境界線 敷地境界線

▽KBM±0

△設計GL

既設ネットフェンス(既存のまま）

側溝(W=200)

村主小学校グランド

既設ネットフェンス撤去

（CB2段積共）

CB2段積

既設防球ネット

A-A 断 面 図 　 1/50

＠10,000

既設防球ネット支柱

コンクリート蓋天端

鉄棒 鉄棒

(H=1500)
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（既存のまま）

17,200

幼稚園の畑として利用

既設側溝(W=200)既存のまま

既設ネットフェンス撤去

CB1002段積

既設側溝(W=450 H=800)

側溝(W=450 H=800)

CB100 ２段積みの上ネットフェンス（H=1200)撤去

防球ネット一時取り外し（3スパン分）

A-14

樹木撤去

既設ネットフェンス
（既存のまま）(H=1200)

幹周250程度

幹周250程度

幹周400程度
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ホ
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既存のまま

蓋嵩上げ

1100

既設ネットフェンス

歩車道境界ブロック
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100 100 450

10
01

00
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0
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土間コンクリート t=120 ワイヤーメッシュ6φ 150×150

Ｎ

コンクリート打ち放し補修の上複層塗材E

排水目皿(設備工事）
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1-D13
イ 部 　 断 面 図 　 1/30

排水目皿（設備工事）

コンクリート打ち放し補修の上複層塗材E
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

各部詳細図(2)
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1

Ｄ＝200

4

2

1,200

5

6

10
0

50 345 30

1

4

4

R20

R20 100

10
0

52
5

1

25φ 25φ 25φ

化粧板（三方）

20
0

3

4040 1,120

40
35

5

825

16
5

412.5412.5
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原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

各部詳細図(2)
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村主放課後児童クラブ新築工事

原図:A2

Ｕ 建 築 設 計

登録番号（１）第２１１８号

FAX:059-231-8897TEL:059-231-8893三重県津市白塚町5188

ＮO．縮尺年　月　日設計番号

設計

特記 日月

内 田 　 貴 之

一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

３
４

０

セフティーエッジ

１
１

８
０

１
１

０
０

２
０

１０

６
０

３９７.５

ネームプレート

１６９０

３９７.５

２１０７.５

１３列ｘ３段　３９人用

１６９０

５４８７.５

ランドセル参考寸法：

Ｗ２７０×Ｄ３３５×Ｈ２００

φ８穴加工（外側）

アジャスター
高さ調整範囲０～２１ｍｍ

固定棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０
水性／粉体焼付塗装
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φ１９穴加工（内側）
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０
０
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３５０
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５００
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６
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０
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６
０

２
３

０
０

固定棚
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各部詳細図（3）
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縮尺年　月　日 ＮO．設計番号月 日特記 Ｕ 建 築 設 計 村主放課後児童クラブ新築工事
TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897三重県津市白塚町5188

設計一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

内 田 　 貴 之登録番号（１）第２１１８号 原図:A2

1．建物概要

仕 様 書（構造関係）

Ⅰ　建築構造概要等

章 項　　目 特　　記　　事　　項

4

　・杭基礎（基礎杭の先端の位置含む）

　　・図示による（　　　　　　）　・ 

(4.2.1)(4.2.3)(4.2.5)

本　杭

鋼管巻き材料

軸径

試験杭

備　考ｾｯﾄ数
長期設計支持力

(4.5.1)(4.5.5)

1 支持力又は支持地盤

杭断面、長期許容支持力等

耐震安全性の分類

構造種別

増築計画

架構形式

建物高さ

階数

延べ面積

主要用途

工事名称

工事場所

X方向

耐震構造方式

工事種別

・ Ⅰ類（Ⅰ=1.50）　　

Y方向

　・ Ⅱ類（Ⅰ=1.25）　　　・ Ⅲ類（Ⅰ=1.00）　　

　・ 耐震構造　　　・　免震構造　　　・制振構造

　地上　　　階　　　　地下　　階　　　　　塔屋　　階

　・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転

　・ あり　　・ なし　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　m

軒高　　　　　　　　　　　　　　　　m m

2．構造計算条件

設計層間変形角

計算ルート

地震荷重

　※保有水平耐力計算（ルート　　　　　　）

ａ　耐震設計条件

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

X方向

Y方向

X方向

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

　・その他

　・ 

　※保有水平耐力計算（ルート　　　　　　）

　・その他

　・ 

基準風速　（Vo）

ｂ　耐風設計条件

　・Ⅰ　　　・Ⅱ　　　・Ⅲ　　　・Ⅳ　　　　　　地表面粗度区分

建設地の標高

ｃ　耐積雪設計条件

　　（　　　　　　）m

　・あり　　　・なし　　　　　　多雪区域の指定

設計垂直積雪量

Ⅱ　建築工事仕様（構造関係）

1．共通仕様

　 築工事編)(平成25年版)」(以下「標仕」という。）による。

2．特記仕様

　　　 　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　 　　　印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。

　 (2) 特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　 (1) 項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

　 (4) 　  印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

　 (3) 特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

Ｇ

・
 
・

 

・
 

※

(4.3.4)(4.3.5)(4.5.4)

　　長期設計支持力度

　・直接基礎（基礎底部の位置含む）

　　・図示による（　　　　　）　　・ 

　杭の載荷試験　　

　　・行わない

　　・行う

　地盤の載荷試験（平板載荷試験）

　　　・図示による（　　　　　）　　・ 

3 既製コンクリート杭

　地業

本  杭

杭先端部形状　　

施工方法

種類　　

杭長（m）及び種類等杭径
備考ｾｯﾄ数

（4.3.2)

（4.3.2)

寸法、継手、性能等（種別：種類、性能及び曲げ強度区分）

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

試験杭

2

(mm)

コンクリート

強度(N/mm )

長期設計支持力

(kN/本)2

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・ 

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

　・打込み工法　（・油圧ハンマー　・ディーゼルハンマー　・　　　　　　　　　）　　　　

（4.3.3～4.3.5)

　　　プレボーリングの併用

　　　　・行わない

　　　　・行う

　　　　　　掘削深さ及び径

　　　　　　　・図示による（　　　　　　）　・ 

　・セメントミルク工法　　　　 （4.3.4)

　　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ

　　　　・1.0m以上　　  ・ 

　　　杭の精度

　　　　・水平方向の位置ずれ

　　　　・1.5m程度　　　・ 

　　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　　・ 

　　　　・杭の傾斜

　　　　　・1/100以内　　　・ 

（4.3.4)

　・特定埋込杭工法　　　　 （4.3.5)

（4.3.5)

　　・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　　・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが下記の値を採用

　　　　α=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

　　　工法

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

　　　・中掘り拡大根固め工法

　　　・ 

　　杭周固定液

　　　・使用する    ・使用しない

　　杭の精度

　　　・水平方向の位置ずれ

　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　　・ 

　　　・杭の傾斜

　　　　・1/100以内　　　・ 

寸法、継手、性能等 （4.4.2)(表4.4.1)4 鋼杭地業

杭先端部形状　　

施工方法

（4.4.2)

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・ 

　・打込み工法　（・油圧ハンマー　・ディーゼルハンマー　・　　　　　　　　　）　　　　

（4.3.3)(4.4.3)

　　　プレボーリングの併用

　　　　・行わない

　　　　・行う

　　　　　　掘削深さ及び径

　　　　　　　・図示による（　　　　　　）　・ 

先端部の補強　　 （4.4.2)

　・標仕 図4.4.1、表4.4.2による　　・ 

先端部の補強（補強バンド等）及びその他付属品の材質　　

　・SS400と同等又はそれ以上　　・ 

　・特定埋込杭工法　　　　 (4.3.5)(4.4.4)

(4.4.3）

　　・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　　・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが下記の値を採用

　　　　α=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

　　　工法

　　　　・中掘り拡大根固め工法

　　　　・ 

　　　杭の精度

　　　　・水平方向の位置ずれ

　　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　　・ 

　　　　・杭の傾斜

　　　　　・1/100以内　　　・ 

杭の現場継手　　　 (4.4.2)(4.4.4)(7.2.5）

　・溶接継手

　　　　・標仕 7.2.5(a)(b)による　　　・標仕 7.2.5(a)(b)以外（　　　　　）

　・無溶接継手

（4.3.7)(4.4.6）

　　　工法

　　　　※審査（評定又は大臣認定）を受けた工法

　　　検査

　　　　※審査（評定又は大臣認定）により定められた項目

　　　施工

　　　　※審査（評定又は大臣認定）された施工管理基準による

杭頭の処理

　・処理しない

　・処理する

　　　杭頭の中詰め材料

　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　　　　・図示による（　　　　　　）　・ 

　　　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・ 

　　　形状

　　　　・JIS A 5525による　　　　・ 

　　　溶接材料 (7.2.5）

　　　　・標仕 7.6.10による　　 ・ 

　　　溶接部の確認方法

　　　　・全数　　 ・ 

　　　抜き取り率

(7.6.10）

　・SKK400　　　　・SKK490　　　　・ 

掘削工法 (4.5.1)(4.5.4)(4.5.5)

　・拡底杭工法（安定液　・使用する　・使用しない）

併用する工法

　・場所打ち鋼管コンクリート抗工法

(mm) (kN/本)

　・ 

　・リバース工法

　・オールケーシング工法（孔内の水張り　・行う　・行わない）

　・アースドリル工法（安定液  ・使用する　・使用しない）

　・図示による（　　　　　　　）

帯筋

　・構造関係共通図（配筋標準図）6.2(a)④丸形（口）による

　・ 

鉄筋かごの補強

　・標仕 4.5.3(a)(2)(ⅲ)による

鉄筋の最小かぶり厚さ

　・100mm 　　　　　・ 

　・ 

鉄筋の重ね継手長さ

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)

　・行わない

　・行う

　　　測定方法

　　　　・超音波測定器　　　・ 

孔壁測定

　　　測定箇所

6 砂利地業 材料

　・再生クラッシャラン　　　　　・切込砂利及び切込砕石

砂利厚さ

　・60mm　　　・ 

適用箇所

　・基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

Ｇ

(4.5.4)(4.5.5)

(4.6.2)

(4.6.3)

7 捨コンクリート地業 捨コンクリートの厚さ

  ・50mm　　　　・ 

施工範囲

　・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

設計基準強度

　・18N/mm           ・ 

　・図示による（　　　　　　）　・ 

(4.6.4)

(6.14.1)

2

スランプ

　・15cm      ・18cm　　　・ 

(6.14.3)

(6.14.3)

8 床下防湿層 施工範囲

防湿工法

　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上         ・ 

　・ 

防湿層の位置

　・図示による（　　　　　　） 　　・土間スラブの直下　　・断熱材の直下

(4.6.5)

(4.6.5)

(4.6.5)

（4.3.2)

杭継手工法　　　　 (4.3.2)(4.3.6)(7.2.5)

　・アーク溶接継手

　　・標仕 4.3.6による　　　　　・標仕 4.3.6以外（　　　　　）

　・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

　　　工法

　　　　※審査（評定又は大臣認定）を受けた工法　　　・ 

　　　検査

　　　　※審査（評定又は大臣認定）により定められた項目　　　・ 

　　　施工

　　　　※審査（評定又は大臣認定）された施工管理基準による　　　・ 

（4.3.7)杭頭の処理

　・処理しない

　・処理する

　　　杭頭の中詰め材料

　　　処理方法（切断に伴う補強方法含む）

　　　　・図示による（　　　　　　）　・ 

　　　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・ 

　　　できる工法

　　  できる工法

セメントの種類 (4.5.3)(6.3.2）

　・高炉セメントB種　 　　　　・ 

コンクリートの種別

　・A種　　　　・B種　　　　・審査（評定又は大臣認定）された内容による

コンクリートの設計基準強度　　　(          )N/mm

　構造体コンクリート強度と供試体の強度の差を考慮した割増し

　　・行わない

　　・行う

(4.5.3)(表4.5.1）

(4.5.3）

(4.5.3）

Ｇ

2

　・構造関係共通図（配筋標準図）3.1表3.1のＬ による1

　・図示による（　　　　　　）　・ 

3．適用範囲

　 仕様書（構造関係）の適用範囲は下記の工事種目とする。

 　　・○印のついた工事種目のすべて

 　　・ 

杭の精度

　水平方向の位置ずれ

　　・100mm以下　　　・ 

　杭の傾斜

　　・1/100以内　　　・ 

　杭径

　　・設計径以上　　　・ 

(4.5.4)(4.5.5)

　　　　・試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　・ 

　　　　・試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　・ 

　の確認

支持地盤の位置及び種類　

　　　・（　　　　　）kN/m 　　・ 

試験

　　・行わない

　　・行う

　　　　載荷荷重等仕様

　　　　　・図示による（　　　　　）　　・ 

(4.2.4)(4.2.5)

　・ (4.2.1)

2 液状化対策 ・行う（工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は構造図による）

・行わない

　　　SC杭の鋼管材料　　・SKK400　・SKK490　・ 

　・ 

杭長（m）板厚(mm)種類の記号

試験杭

　試験杭の位置、本数及び寸法

　　・図示による（　　　　　　）　・ 

　試験杭の施工

　　※本杭の施工に先立ち行う　　　・ 

　打込杭推定支持力の算定

　　・図示による（　　　　　　）　・ 

(4.2.2)(4.3.3～5)

(4.3.3)

本  杭

杭長（m）及び種類等杭径
備  考ｾｯﾄ数

試験杭

(mm)

長期設計支持力

(kN/本)

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

杭長（m）板厚(mm)種類の記号

試験杭

　試験杭の位置、本数及び寸法

　　・図示による（　　　　　　）　・ 

　試験杭の施工

　　※本杭の施工に先立ち行う　　　・ 

　打込杭推定支持力の算定

　　・図示による（　　　　　　）　・ 

(4.2.2)(4.4.3、4)

(4.3.3)(4.4.3)

9 地盤改良 工法

　・浅層混合処理工法

　・深層混合処理工法

　　　改良範囲、仕様（計測、試験等含む）は図示による（　平13国交告第1113号に準拠　）

　　　改良範囲、仕様（計測、試験等含む）は図示による（　　　　　）

　（セメント系固化材

　　を用いた工法によ

　　る改良）

10 置換コンクリート地業 形状等

　・図示による（　　　　　）　　・ 

　（　　　　　）kN/m

支持地盤

支持地盤の長期設計支持力

　（ラップルコンクリ

　  ート地業）

　・図示による（　　　　　）　　・ 

　・なし

型枠使用の有無

　・あり

2

2

試験杭 （4.2.2)(4.5.4)(4.5.5)

　試験杭の位置

　　・図示による（　　　　　　）　・ 

　試験杭の施工

　　※本杭の施工に先立ち行う　・ 

拡底径

(mm)

杭長

(m)

規格の名称

5 場所打ち

　コンクリート杭地業

鉄筋の種類

種類の記号 呼び径（mm） 適用箇所 備　考

鉄筋コンクリート

用棒鋼

（異形鉄筋）

・SD295A

・SD345

・ 

・D16以下　・ 

・D19以上　・ 

　　　・図示による（　　　　　）　　・審査（評定又は大臣認定）された内容による

　(4.5.3)(5.2.1)(表5.2.1)

村主放課後児童クラブ

構造特記仕様書(1) 

地
業
工
事

三重県津市安濃連部68番地

放課後児童クラブ

1

5.98 3.95

鉄骨造

ラーメン構造

ラーメン構造

100mm

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

126m

        (    0.19    ) 秒

 　第   (    2       ) 　種地盤

　Z =1.0

ルート1-2

ルート1-2

　　　1/265

　　　1/222

　　（　　34　　）m/秒

　　（　　　30　　）cm

165.2 7.1 144

C-01

98.8

先端羽根付鋼管杭

（同等品）

ｽｸﾘｭｰﾊﾟｲﾙEAZET工法

羽根径350φ



縮尺年　月　日 ＮO．設計番号月 日特記 Ｕ 建 築 設 計 村主放課後児童クラブ新築工事
TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897三重県津市白塚町5188

設計一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

内 田 　 貴 之登録番号（１）第２１１８号 原図:A2

6

7 アンカーボルト

3 セメント

　・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）　　　　

(6.9.2)

　　・20mm　 　・図示

（6.9.3)(表6.9.1)

断熱材の兼用

　・行わない　　　・行う

　・用いる

スリーブの材種

　　　打増し厚さ

　　　　・図示による（　　　　　　）　・ 

　・標仕 6.9.3(ⅰ)(2)及び標仕 表6.9.1による　　・ 

・行わない

実施要領

17 コンクリートの

5
1 鉄筋

2 溶接金網

3 鉄筋の継手

4 鉄筋の定着の方法

5 鉄筋のかぶり厚さ

  及び長さ

  及び間隔

  (溶接金網含む)

鉄筋コンクリート

規格の名称 備　考

鉄筋の種類

呼び径(mm)

用棒鋼

 ・溶接金網

種 類 適用箇所

形状等

網目の形状、寸法、鉄線の径(mm)

 ・鉄筋格子

種類の記号

・柱主筋

適用箇所

継手方法等

継手方法と適用径の範囲

・梁主筋

・耐力壁

・ガス圧接（D19 以上）　・ 

・ガス圧接（D19 以上）　・ 

・重ね継手　・ 

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

　・構造関係共通図（配筋標準図） 3.1(a)［鉄筋の重ね継手］による

　・図示による（　　　　　　）

　・ 

鉄筋の定着方法

　・構造関係共通図（配筋標準図） 3.1(b)［鉄筋の定着］による

　・図示による（　　　　　　）

　・ 

鉄筋の定着の長さ

　・構造関係共通図（配筋標準図） 3.1(b)による

　・図示による（　　　　　　）

　・ 

継手位置図

　　6.1［柱主筋の継手、定着及び余長］、7.1［大梁主筋の継手、定着及び余長］、

　　7.3［小梁主筋の継手、定着及び余長］、8.2［壁の継手及び定着］による

　・ 

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

　・構造関係共通図（配筋標準図） 表4.1［鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ］による

　・図示による（　　　　　　）

　・ 

　　　柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　　　　・なし

　　　　・あり　　　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　　最小かぶり厚さ

　　　　　　　・鉄筋径の1.5倍以上

　　　　　  　・ 

　　　軽量コンクリートで土に接する部分

　　　　・なし

　　　　・あり　　　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　・構造関係共通図（配筋標準図） 表4.1に加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　・ 

　　　耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　　・なし

　　　　・あり　　　適用箇所（外周部庇軒裏及び屋根軒裏）

　　　　　・構造関係共通図（配筋標準図） 表4.1に加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　・ 

鉄筋相互のあき（特殊な鉄筋を除く）

　・構造関係共通図（配筋標準図） 図4.1［鉄筋相互のあき］による

　・図示による（　　　　　　）

　・ 

(5.2.1)(表5.2.1)

(5.2.2)

(5.3.4)(5.5.2)

(5.3.5)(図5.3.5)

(5.3.5)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

6 特殊な鉄筋継手 使用箇所

　※図示による（　　　　　　）　　　・ 

性能（平12建告第1463号に適合するもの）

　・A級　　　　・ 

機械式継手の種類（ねじ節継手（トルク方式）　　　　）

鉄筋相互のあき

　・図示による（　　　　　　）　　　・標仕 5.3.5(d)による

品質の確認方法

　・図示による（　　　　　　）　

不良となった継手の修正方法等

　・図示による（　　　　　　）　

各部配筋

　・構造関係共通図（配筋標準図） による

　・図示による（　　　　　　）

7 各部配筋

　・ 

8 圧接完了後の試験 外観試験

　※行う（全数）

抜取試験

　※超音波探傷試験

　　　試験の箇所数等

　　　　・標仕 5.4.9、5.4.10 による　　 ・ 

　・引張試験

　　　試験片の採取数は、１ロットに対して（※３本　・　　　　）とする

　　　試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。

　　　試験片を採取した箇所の処置：ガス圧接

　　　　　　　　　なお、200箇所を超えるときは200箇所ごととする。

(5.5.2)

(5.5.2)

(5.3.5)

(5.5.2)

(5.5.2)

(5.5.2)

(5.3.7)

(5.4.9)

1 コンクリートの

  使用骨材による

  種類及び強度

・21

適用箇所

・普通コンクリート

スランプ

・24

(6.1.3、4)(6.2.2、3)(表6.2.1)

・ 

・15

・18

・ 

適用箇所

・軽量コンクリート (6.1.3、4)(6.2.3)(表6.2.1)(6.11.1)(表6.11.1)(6.11.3)

類別

　※Ⅰ類 (JIS A 5308 への適合を認証されたもの）

セメントの種類

4 骨材 アルカリシリカ反応性による区分

　※A

5 混和材料 混和材料の種類

　・混和剤（JIS A 6204に適合するAE剤、AE減水剤とし、

　　　　　　化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする）

　　　　　　高性能AE減水剤は呼び強度30N/㎜ 以上の場合に適用

　・混和材（JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、

　　　　　　JIS A 6206に適合する高炉スラグ微粉末又は

(6.1.5)(表6.1.1)

(6.3.2)(表6.3.1)(6.13.2)

(6.3.3)

(6.3.5)

6 マスコンクリート セメントの種類

　・高炉セメントB種

　・普通ポルトランドセメントにJIS A 6206に適合するコンクリート用高炉スラグ微粉末の

(6.13.2)

　　4000を混合したもの

　・中庸熱ポルトランドセメント

　・低熱ポルトランドセメント

　・フライアッシュセメントB種

適用箇所

　※図示による（　　　　　　）　　・ 

・混和剤

　　混和剤の種類

・混和材

　　混和材の種類

　　　・JIS A 6206に適合するコンクリート用高炉スラグ微粉末の4000

　　　・ 

　　　・JIS A 6204に適合するAE減水剤又は高性能AE減水剤

スランプ

　・15cm     ・　

7 無筋コンクリート コンクリートの種類　　※普通コンクリート　　・ 

8 高い強度の

  コンクリート

混和材料

　・標仕 6.15.3(b)(1)による

　・標仕 6.15.3(b)(1)以外の混和材料の使用

　　　種類　　　　（　　　　　　　　　）　

　　　適用箇所　　（　　　　　　　　　）　

湿潤養生期間

　・標仕 表6.15.1による　　 　　・ 

(6.13.2)

(6.13.2)

(6.14.1～3)

(6.15.3)

(6.15.7)(表6.15.1)

型枠の存置期間

　・標仕 6.9.5による　　　　　　・ 

(6.15.8)

9 流動化コンクリート 適用箇所

  ・図示による（　　　　　　　　）

2 レディーミクスト

  コンクリートの類別

目地寸法

　・標仕 9.6.3による　　　・ 

(6.16.1)

10 ひび割れ誘発目地

   打継目地

間隔、位置、形状

　・図示による（　　　　　　　　）

(6.6.3)(6.9.2)(6.9.3)

(6.9.2)

11 コンクリートの仕上り 部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

　・標仕 表6.2.2による　　　・ 

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

 ・A種

種　別 適用箇所

 ・B種

 ・C種

(6.2.5)(表6.2.2)

(6.2.5)(6.6.6)(6.9.3)(表6.2.3)

12 打増し厚さ

　・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）　　　　

　　・10mm　 　・20mm    ・図示

13 型枠 せき板の材料及び厚さ

　・合板（・12mm　・　　　　　　）

　・ 

MCR工法用シート

　　　　・20mm　　　・ 

　　　打増し範囲

　・用いない

(6.9.3)

(6.9.3)

(6.9.3)

   単位水量測定

適用

　　　材質

　・建方用

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格、仕上げの程度

　・構造用

　　・JSS Ⅱ 13-2004（(社)日本鋼構造協会規格／建築構造用転造ねじアンカーボルト・ 

　　　ナット・座金のセット）

(7.2.4)(7.10.3)

(7.2.4)(表7.2.3)

　　・標仕7.2.3［普通ボルト］による

　　・ 

　・建方用

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　）　　　・ 

　・Ⅱ類（Ⅰ類以外のJIS A 5308 に適合したもの）

(異形鉄筋)

　・ 

7 鉄骨製作工場の加工能力

　※建築基準法 第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた(株)日本

　　鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の

　　性能評価基準」に定める(　　　　　)グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又

　　は同等以上の能力のある工場

　・監督職員の承諾する工場(標仕 7.1.1 以外の適用範囲に限る)　　　

1 鉄骨製作工場

2 施工管理技術者 ・適用する

・適用しない

(7.1.3)

(7.1.3)(7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)

種類の記号 規格等

材質等

適用箇所（主要な部分）

(7.2.1)(表7.2.1)

・JIS規格による　・ 

・JIS規格による　・ 

・JIS規格による　・ 

・JIS規格による　・大臣認定

4 高力ボルト

3 鋼材

有効細長比（圧縮材に限る）

　※図示による（　　　　　　）　　・ 

ボルトの区分

　・トルシア形高力ボルト

　　　セットの種類

　　　　・2種(S10T)　　　・ 

　　　セットの種類

　　　　・2種(F10T)　　　・ 

　・JIS形高力ボルト

(7.2.2)(7.3.2)

(7.4.2)すべり係数試験

　※行わない

　　　試験方法等

　　　　・図示による（　　　　　　）　　・ 

　・行う

5 普通ボルト ボルト及びナットの材料

　・標仕 表7.2.3による　　・ 

座金

　・標仕 7.2.3(d)による　 ・ 

ボルトの径

　・図示による（　　　　　　）　　・ 

高力ボルトの径

　・図示による（　　　　　　）　　・ 

(7.2.3)

(7.2.3)

(7.2.3)

6 溶融亜鉛めっき

　高力ボルト

セットの種類

　・1種(F8T相当)　　　・ 

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

　・図示による（　　　　　　）　　・ 

溶融亜鉛めっき高力ボルトのボルト孔の径

　・審査（評定又は大臣認定）を受けた内容による

　・ 

摩擦面の処理

　・ブラスト処理（表面粗度50μmRz 以上）

　・りん酸塩処理

　　　すべり耐力等の確認方法

　　　　　　試験方法等

　　　　　　　・図示による（　　　　　　）　　・ 

　　　　※すべり耐力試験

(7.2.2)(7.12.3)(7.12.4)

(7.12.4)

　　　処理方法

　　　　・図示による（　　　　　　）　　・ 

　・ 

・行う

 ・ SD295A

種類の記号

 ・ SD345

 ・ 

 ・ 

 ・ D16以下　・ 

 ・ D19以上　・ 

適用箇所

・基礎スラブ、耐圧スラブ、

　土圧壁等

・杭主筋

・ガス圧接（　　　　　）

・重ね継手（　　　　　）

・重ね継手　・ 

9 帯筋 組立の形の種別

　・構造関係共通図（配筋標準図） 6.2[帯筋組立の形及び割付け]（　　　　　　）による

　・図示による（　　　　　　）

10 壁開口部の補強 一般壁

　・構造関係共通図（配筋標準図） 8.4[壁の開口部補強]（　　　　　　）による

　・図示による（　　　　　　）

　・ 

耐震壁

　・ 

11 梁貫通孔の補強 補強形式

　・構造関係共通図（配筋標準図） 11.2[梁貫通孔の補強形式]（　　　　　　）による

　・図示による（　　　　　　）

梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト

　・図示による（　図示なき場合は監督員と協議による　）

　・図示による（　　　　　　）

　・ 　・ 

・2.3程度

・ 

　・B（コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0Kg/m 以下）3

設計基準強度Fc（N/mm ）

　・27　・30　・33　・36　  適用箇所（　　　　　　　　　）

2
(6.15.1)

設計基準強度

Fc（N/mm ）2
気乾単位容積

質量（t/m ）3 （cm）

・ 

・18

スランプ

・ 

・15

・ 

・1.7程度　・ 

・ 

設計基準強度

Fc（N/mm ）2
気乾単位容積

質量（t/m ）3 （cm）
種　別

・1種

・1種

・2種

・2種

種　類

※普通ポルトランドセメント又は

　混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・ 

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

Ｇ

Ｇ

　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定のほか、水和熱が７日目で

　352J/g以下、かつ、28日目で402 J/g以下のものとする。ただし，無筋コンクリートに用いる場

　合を除く（平成2年2月20日 建設省技調発第45号より）。

　　　　　　JIS A 6202に適合する膨張材）

混和材料の使用量　　※標仕6.4.8(a)、(b)、(c)による　 (6.4.8)

セメントの種類

・普通ポルトランドセメント

  又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

Ｇ

※18

スランプ

・ 

※15

  又は18

設計基準強度

Fc（N/mm ）2 （cm）

・ 

打増し厚さ

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打増し厚さ部で処理する

　・外装タイルあと張り面の打増し処理

　　・20mm　 　・ 

　・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

　　プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

　　・10mm　 　・20mm    ・ 

打増し範囲

　・図示による（　　　　　）　　・ 

14 型枠の存置期間 標仕6.9.5による (6.9.5)

   及び取外し

15 コンクリートの 標仕6章7節による (6.7.1～3)

   養生方法

16 コンクリート強度 標仕6.5.5、6.10.3、6.10.4、6.10.5による (6.5.5)(6.10.3～5)

   及び試験方法

(1) 単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷卸し時に品質の異状が認められたときに実施す

  る。

(3) 単位水量の管理目標値は次のとおりとして、施工する。

　 1) 測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、「設計値」という。）±15kg/m の

　  因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。

(2) 単位水量の上限値は、標仕6.2.4(1)による。

　  範囲にある場合はそのまま施工する。

　 2) 測定した単位水量が、設計値±15 を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原

　  その後､設計値±15kg/m 以内で安定するまで､運搬車の３台ごとに1回、単位水量の測定を

　  行う。

　 3) 設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打ち込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因

　  を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の

　  測定を行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg/m 以内で安

　  定するまで、運搬車の３台ごとに1回､単位水量の測定を行う。

　 4) 3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　ンクリート温度等）と写真により提出する。

(5) 単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法（電子レンジ法）、エアメータ法又は静電

(4) 単位水量管理についての記録を書面（計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コ

　容量測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

　・構造用

　　　　・SNR400B　  ・ 

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　　）　　　・ 

　　　材質

　　　　・SS400　　　・ 

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　　）　　　・ 

構造用アンカーフレームの形状及び寸法 

　・図示による（　　　　　）　　・ 

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 

　種別

　　・A種　　・B種　　・C種

　柱底均しモルタルの厚さ

　　・50㎜　 ・30㎜

(7.10.3)

(表7.10.1)

(7.10.3)

3

3

3

3

3 3

3

Ｇ

　・構造関係共通図（配筋標準図）5.1［基礎梁主筋の継手、定着及び余長］、

　・図示による（　　　　　　）

2

　・床型枠用鋼製デッキプレート

　　　使用箇所等　　※図示による（　　　　　）　　・ 

(7.10.3)

　構造用

　　・図示による（　　　　　　）　　　・ 

形状、寸法

　建方用

　　・図示による（　　　　　　）　　　・ 

　　・ 

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　）　　　・ 

　基礎及び地下部躯体

　地上部躯体及びその他の構造部材

塗装下地面、又は図示する範囲

塗装下地面以外、又は図示する範囲

図示する範囲

SS400

構造特記仕様書(2) 

鉄
筋
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

鉄
骨
工
事

土間下

STKR400 柱

柱以外

SSC400 母屋

・ベースパック　25-09V

13φ　250×2506φ　150×150

R

C-02
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内 田 　 貴 之登録番号（１）第２１１８号 原図:A2

23 耐火被覆17 溶接作業における

18 溶接接合

20 入熱、パス間温度の

21 溶接部の試験

22 錆止め塗装

・耐火材吹付け

種　類 適用箇所（部位・部分）

種類

材料・工法

・耐火板張り 

(7.9.2～7.9.7)

・耐火材巻付け 

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール 

・湿式ロックウール 

24 建方精度 ※JASS6 付則6「鉄骨精度検査基準」 付表5「工事現場」による

27 梁貫通孔の補強

   技能資格者

溶接作業者の技量付加試験

　・行わない

　・行う

　　　試験の要領

　　　　・図示による（　　　　　　）　　・ 

(7.6.3)

開先の形状

　・図示による（　　　　　　）　　・ 

　・構造関係共通図（鉄骨標準図） 3[溶接継手の種類別開先標準]による

　・ 

スカラップの形状

　・図示による（　　　　　　）　　・ 

　・構造関係共通図（鉄骨標準図） 5(3)[スカラップ]による

　・ 

エンドタブの切除する部分

　　・図示による（　　　　　　）　　・すべて

　・見え掛り部となる部分

　　・図示による（　　　　　　）　　・すべて

　・見え隠れ部となる部分

　・切除する部分なし

19 現場溶接の有無 ・なし

・あり

溶接部の余盛り高さ

　・(社)日本建築学会「JASS6 鉄骨工事」付則6「鉄骨精度検査基準」付表3「溶接」による

　・ 

(7.6.4)

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.7)

   溶接条件

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

　・図示による（　　　　　　）　

　・構造関係共通図（鉄骨標準図） 5(7)[鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件]による

　・ 

適用箇所

　・図示による（　　　　　　）　

　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

浸透探傷試験又は磁粉探傷試験

　・行わない

　・行う

　　　適用部位

　　　　※割れの疑いのある表面欠陥　　・ 

完全溶込み部の超音波探傷試験

　・行わない

　・行う

　　・工場溶接の場合

　　　　AOQL (%)

　　　　　・4.0      ・2.5   　

節

検査水準

・すべて

・第6水準

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

　　・工事現場溶接の場合

　　　　AOQL (%)

　　　　　・4.0      ・2.5   　

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強 マニュアル」による

　　・抜き取り検査①

　　・抜き取り検査②

(7.6.11)

(7.6.11)(表7.6.2)(表7.6.3)

塗料の種別

　　　屋外

　　　　・標仕 18.3.2 表18.3.1 A種

　　　　・ 

　・鉄鋼面の錆止め塗料

　　　屋内

　　　　・標仕 18.3.2 表18.3.1 A種

　　・ 

　・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

　　・標仕 18.3.2 表18.3.2 (・A種　・B種 ）

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

　　　　・ 

　・標仕 18.3.2 表18.3.1 A種

　・ 

耐火被覆材の接着する面への塗装

　・行わない

　・行う

　　　適用箇所

　　　　・図示による（　　　　　　　　）　　　・ 

　　　塗料の種別

　　　　・標仕 18.3.2 表18.3.1（　　　）種

　　　　・標仕 18.3.2 表18.3.2（　　　）種

(7.8.3)(18.3.2)

・ラス張りモルタル塗り 

・ 

・繊維混入けい酸カルシウム板 

・高断熱ロックウール 

・ 

・ 

・ 

　材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

・30分耐火

性　能 適用箇所（部位・部分）

性能

・1時間耐火

・2時間耐火

・3時間耐火

25 軽量形鋼構造 接合部（ボルト接合の場合）

　・普通ボルト接合　　　　・ 

26 溶融亜鉛めっき

 (基礎、主要構造部及び

 その他の構造耐力上主要

 な部分に限る。）

A種(HDZ55)

亜鉛めっきの種別 適用部位

種別等

B種(HDZ45)

C種(HDZ35)

材　料

最小板厚 6.0mm以上の形鋼、鋼板

最小板厚 3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

最小板厚 2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

補強方法

　・補強プレート法

　・補強トラス法

　・ 

適用箇所

　・図示による（　　　　　　　　）　　・ 

(7.11.2)

(7.12.3)(表14.2.2)

(7.10.2)

11 レール及びその付属品

12 スタッド

13 柱底均しモルタル

8 溶接材料 溶接材料

　・標仕 7.2.5(a)(b)による

　　　材料及び使用箇所

　　　　・図示による（　　　　　　）　　　・ 

　・標仕 7.2.5(a)(b)以外の溶接材料

(7.2.5)

9 ターンバックル

　建築用ターンバックル胴

　　・割枠式　　　・ 

種類

　建築用ターンバックルボルト

　　・羽子板ボルト　　　・ 

　ねじの呼び

　　・図示による（　　　　　　）　　　・ 

(7.2.6)

(7.2.6)

・構造床

備　考

材質、形状及び寸法

適用箇所

(7.2.7)

材質・形状・寸法

10 デッキプレート

・合成スラブ

・床型枠用

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

　・図示による（　　　　　　）　　・ 

鉄骨部材への溶接方法

　・図示による（　　　　　　）　　・ 

耐火認定

　　　　・図示による（　　　　　　）　　・２時間

　・なし

　・あり

　　　耐火時間

形状及び寸法等

　・図示による（　　　　　　）　　・ 

材質、形状及び寸法

　※頭付きスタッド JIS B 1198　　・ 

・ 

・16

適用箇所

呼び名等

呼び名

(7.2.8)

呼び長さ  (mm)

・19

・22

(7.2.8)

モルタルの種類

　※無収縮モルタル　　　・ 

無収縮モルタルの材料及び調合 (7.2.9)

　材料、調合等

　　・標仕 7.2.9による　　　・ 

　品質及び試験方法

　　・標仕 表7.2.6による　　　・ 

工法の種別

　※標仕 表7.10.2（※A種[モルタル厚さ50]　　・B種[モルタル厚さ30]）による

(7.2.9)

(7.10.3)(表7.6.2)

14 工作図 監督職員による現寸検査

　・行わない

　・行う

増築工事等を含め、既存建築物との取り合う箇所がある場合は現場実測の上作成を行う。

(7.3.2)

15 製作精度 ・標仕 7.3.3による

　　通しダイアフラムの許容誤差

　　　・ダイアフラムを平12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認あり

　　　　　補強方法

　　　　　　・(独)建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　　　・すべてのダイヤフラムは平12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

16 鉄骨の仮組 ・行わない

・行う

　　仮組を行う範囲

　　　・図示による（　　　　　　）　　・ 

　　確認方法、確認項目

　　　・図示による（　　　　　　）　　・ 

　　　　　　・ 

　　　　・ 

　　　　　　　による

・80　・100　・120

・80　・100　・130　・150

・80　・100　・130　・150

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・構造関係共通図（鉄骨標準図）1［縁端距離及びボルト間隔等］による

　・ 

(7.3.2)

7

構造特記仕様書(3) 

鉄
骨
工
事
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縮尺年　月　日 ＮO．設計番号月 日特記 Ｕ 建 築 設 計 村主放課後児童クラブ新築工事
TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897三重県津市白塚町5188

設計一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

内 田 　 貴 之登録番号（１）第２１１８号 原図:A2

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

L

6d以上(※4d以上)

キャップタイ

鉄筋の使用箇
所による呼称

鉄筋の折曲げ
内の寸法(R)

d d d

R R R

余長
余
長

余
長

d

8d
以

上

折まげ角度90ﾟﾍスラブ筋、壁筋

の末端部またはスラブと同時に

打ち込むT形およびL形梁のキ

ャップタイにのみ用いる。

d

R

d

R

鉄筋の径によ
る区分

SR235、SD295A

SD295B、SD345

SR235、SD295A

SD295B、SD345

以下

以上

以下

16φ
D16

D19

16φ
D16

19φ

19φ～25φ
D19～D25

D29～D38
28φ～32φ 8d以上

6d以上

4d以上

鉄筋の種類

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

(N/㎜ )       

定  着  の  長  さ

一般  (L )

下ば筋 (L )

小  梁 スラブ

特別の定着及び

重ね継手の長さ
(L )

SD295A

SD295B

SD345

45d または    
30d フックつき

40d または    
30d フックつき

50d または    
35d フックつき

45d または    
35d フックつき

10d かつ
15cm以上

20d または
10d フック
      つき

d

3㎜以下

θ＞80

θ

d

圧接面

d

圧接面

d

圧接面

d/5以下

d/4以下

a≧400

L L

土に接しない部分

土に接する部分

部　　　　　位
設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ

(㎜) (㎜)

柱

屋   内

30

40

50

70

30

30(20)

20

間隔

d

あき
異型鉄筋 丸   鋼

間隔

d

あき
dd

ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、

最小かぶり厚さを確保する。

         30㎜とすることができる。

         40㎜とすることができる。

         を受けて40㎜とすることができる。

     (4) 軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。

     (5) (  )内は仕上げがある場合。

40

HOOP @150

コンクリート止め板

1.
5φ

L

補強筋

10
0以

上

HOOP @150

コンクリート止め板

L

45

φ

150

15
0

ｌ

3-D16

基礎下端

基礎下端

φ

45
d

重
ね

継
手

柱
主

筋
40

d

80
0～

10
00

10
0以

上

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

破り折り部分

へりあき200以上

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

HOOP筋の継手は片側溶接

スぺーサー

フラットバー@3,000

(各4ヶ所)

主筋のかぶりは

100以上とする

φ

CL

D

45

a

D

かぶり厚さ

(片側)(両側)

20
d以

上

20
d以

上

b

ベース筋

a=D  +2dの範囲

主筋間隔は200以下

bの範囲

300以下

8d以上(※4d以上)

但しl≦φの場合

CL

捨フープ

C L C L

10d又は重ね継手40d

1.1d以上

1.4d以上

3d以上

21以下

24,27

1.5L  以上 約0.5L

厚さが部分的に減少する箇所についても

屋   内

屋   外

屋   外

40

50

50

40　　(30)

40

60基 　  礎 　・  擁    壁

柱・はり・スラブ・耐力壁

擁      　　　　　　　壁

屋 根 ス ラ ブ

床　ス　ラ　ブ

非　耐　力　壁

は      り

耐  力  壁

     (2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

     (3) コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

1.
5φ

φ

b

d

主筋間隔の1.5倍かつ

20d 40d

余長4d

L

a

1

L 
　

or
 L

40
70

L

L

2-D16以上

45ﾟ`60

300

3-
D1

3

L

外 端 部

l

l　/2l　/4

15d 15d
L

L

L L

L

※

※上端筋の定着は、やむを得ない

場合上向きとすることができる

外 端 部 内 端 部

l

l　/4 l　/2

20d 20d

l　/4

L

上端筋継手範囲

125以上
HOOP 2-D13以上

B.PL下端

鉄骨柱D

HO
OP
 @

10
0

地
中

梁

主筋
30～50

150以上

B.PL下端

ベース下の施工を慎重にする

30～50

L

ハンチハンチ 梁幅

※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

柱

2-D  )
※

1

6～8

イ の拡大図

) 
 2
-D

8d

8d

D

≧
15

d

＊ ＊＊＊

＊
＊

＊

梁
幅

l　/4

（継手範囲)

L

上端筋継手範囲

（継手範囲)

L

埋込み長さh

※

※ ※

L

W

L

H300＜H≦1000

内 端 部

15d 15d

下端筋継手範囲

鉄骨柱D

125以上

HOOP

2-D13以上

地中梁上端筋

地中梁下下端筋

主筋

埋
込

み
長

さ
h

HOOP

2-D13以上

注1

D以上

(基礎梁のない側)

(基礎梁のある側)

(注1　計算によらない場合である)

鉄骨柱2D以上

主
筋

の
25

dか
つ

2.
5D

以
上

又
は

計
算

上
必

要
な

長
さ

梁
幅

ハ
ン

チ

D：1500を超える場合

D

12d

12d

L

Lは50D以上かつ30cm以上とする

L

L

L

P

L

L

L

P

P
P

a15d
6d

6φ-@1000

a

a

a

a

a

6φ-@1000

e＞D/6

6d

6d

10
0

D

10
0

40
0

L

D

L

注1 第1帯筋は、梁づらに入れる

注2 W型で現場溶接をする場合は

    主筋の位置をさける

注3 フックおよび継手の位置は、

    交互とする

P

P

L

帯筋より1サイズ太く

又は同サイズ2本

e≦D/6

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

Lは中間部50dかつ300以上

とする

h　
/4

h　
/2

 

h　
/4

h　
/2
 

h　
/4

h　
/4

h

量ね継手

h

h　
/2

+1
5d
･L

40
0以

上
40

0以
上

L
L

h

h　
/2

+1
5d

L

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

設計応力に対して必要な定着長

さが不足する箇所に付ける

圧接継手

標
準

10
00

継手の好ましい位置

筋並びにはりのせいが小さく、

150以上

第1帯筋

第1帯筋

150以下

150以下

〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

P

6d

10以上

5以上

5d

2d 2d

l

両面溶接5d以上

lは片面溶接10d

パネル部分は

0.2%以上とする

135

6d

6d

8d

4d

末端部の根巻は1.5巻以上

12d

L

1.
5D

1.
5D

柱D

梁
D

柱D柱D

e e

4d

4d

a=1.5x(呼び名の数値)

補強かご鉄筋

主筋と同径

L　
以

下

L

補強かご鉄筋

(注) (1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

４．基    礎

５． 地中梁

６．柱

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値  丸鋼では径 D･･･部材の成 R･･･直径

@･･･間隔 r･･･半径

ST･･･あばら筋 HOOP･･･帯筋 S.HOOP･･･補強帯筋 φ･･･直径又は丸鋼

C･･･中心線

折曲げ角度 180 135 90

4d以上

SD345のD16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

図 鉄筋の種類

あ ば ら 筋

スパイラル筋

帯       筋

上記以外の鉄筋

  1, 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

  4, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

  5, 鉄筋径の差が7㎜を超える場合は、圧接としてはならない

  ガス圧接形状

  圧接継手 重ね継手(下図のいずれかとする)

かぶり厚さ

丸鋼では径、異型鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

a，丸鋼 b，あばら筋,帯筋 c，煙突の鉄筋

d，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e，単純梁の下端筋

図の  印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

所定の場所に止まった場合 所定より低く止まった場合

杭    径

補 強 筋

H O O P

300φ、350φ 400φ 450φ 500φ 600φ

6-D13 8-D13 10-D13 8-D16 10-D16

D10-@150

フック付 フック無し

L

折曲げ内法寸法Rは、SR235は3d以上、SD295A、SD295B

図

鉄筋の余長

(a-fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

f，その他、本配筋標準に記載する箇所

ハンチを付けた場合(a≧3)

※印筋はD10-＠200とする

H≦300は※印筋は不用とする

根巻形

イ

1, 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

3, ②の鉄筋はD13以上

W  の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、
配筋は同厚の壁リストにならう

   但し上筋と下筋を読みかえる
2, ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

4, 埋戻し土のある場合は40を70とする

地中梁の主筋と頭付スタッド

による、おさまりに注意する

埋込形

ハ S型(スパイラル型)

柱幅と斜材幅がj異る 柱脚で斜材となる柱幅と斜材(柱又は梁)幅が同一

(1) 柱主筋の継手 (2)柱主筋の定着

ロ 型

日 型

型目

イ H型(タガ型)

ロ W型(溶接型)

注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし@100以下とする

注2. ①の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(2) 記号

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状  鉄筋折り曲げ角度90ﾟﾈ下

(3) 鉄筋の定着及び重ね継手長さ

継      手

(4) かぶり厚さ (単位：㎜)

(5) 鉄筋のあき

(6) 鉄筋のフック

柱

梁

(2) 現場打ちコンクリート杭

杭頭処理

(1) 直接基礎

(2) 杭 基 礎

(1) PC杭、又はPHC杭の全てに補強を行う

(3) べた基礎

(4) 基礎接合部の補強

2

1

(1) 独立基礎、杭基礎の場合(定着、継手)

(2) 布基礎、べた基礎の場合(定着、継手)

(4) 水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

加工要領図

(5) せいの高い梁のあばら筋

(3) 小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋

(3) 帯筋

(4) 斜め柱・斜め梁

(5)絞り

1

1

1

1

(6) 二段筋の保持

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）

h  ･･･部材間の内法高さl  ･･･部材の内寸法距離

※片持スラブ、上端筋の先端

    l＞φの場合は工事監理者の指示による

斜め筋  3-D13以上

C L

40d以上

割製防止用U字筋

HO
OP

@1
50

15d

（１）

（２）

（３）

（１）

（４）

（４）

2

2

2
3

2

2

1

1

2

1

2

2

0

2

0

0

1

0

2

2

2

2

2
L

1

2

2L

0

0 0 0

1

※

0
0

0

0
0

0

0

2
1

2
2

2

1

1

0

0

0

1
P

1

2

2

2

22

2

2

2

1

0 0

2

3

1

1

1 1

1

0 0

1

1
1

2

     (6) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

柱、梁の定着L2以上が確保されない

により増強する。

場合はかご鉄筋で補強、または特記

21以下

24,27

35d または    
25d フックつき

45d または    
35d フックつき

40d または    
30d フックつき

10d かつ
15cm以上

20d または
10d フック
      つき

40d または    
30d フックつき

C-04



縮尺年　月　日 ＮO．設計番号月 日特記 Ｕ 建 築 設 計 村主放課後児童クラブ新築工事
TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897三重県津市白塚町 5188

設計一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

内 田 　 貴 之登録番号（１）第２１１８号 原図:A2

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

注、点線は下端筋の曲げ定着

　　L を示す

7. 大梁、小梁、片持梁 8. 床板

(1) 定着

a 大梁

柱幅が大きい場合

最上階

l /4 15d

柱幅

CL

L

L
 
+
5
d

L
 
+
5
D

※

D

フック付

L

L +5d

L +5d

L

b 小梁の定着
L

l /4 15d

15d

25d

最終端

1/4B

3/4B

B

l /6

20d 20d

l 連続端

平面

θ=45

片持梁の定着

(2) 大梁主筋の継手

先端 端部

15d 2l /3 L

25d

L

平面

片
持

梁
折

り
下

げ

(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置

(4) あばら筋の型

は継手の好ま

しい位置

第1あばら筋は柱面より配筋する

つりあげ筋

印は幅止め筋

つりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太い

(注、床板がない場合は135ﾟﾈ上のフックとする)

(イ) 原則として a のフック先曲げとする。片側床版付(L型)梁で b 、

(ロ) フックの位置は a にあっては交互、 b 似合ってはスラブ側とする。

腹  筋

幅止め筋

4
d

1
8
0
ﾟ
ﾈ
げ

D

腹筋

幅止め筋

(5) 幅止め筋の本数、加工

(1) 定着および継手

一般床スラブ片持ち床スラブ

上端筋

下端筋

短  辺  方  向

長  辺  方  向

短辺・長辺方向

B

B

A C

C

l

A C

A B A

C A C

肩筋D13以上

25d

75～100 60L

バーサポート

D13
15dL

15d

10dかつ150以上

1
0
d
以

上

継手位置は原則として下表による。

標準継手位置

(2) 屋根スラブの補強
a

l

※

l

(3) 片持ちスラブ出隅部補強

(4) 床板開口部の補強(開口の径500程度の場合)

(出隅受け部配筋)

l

出隅部分の補強筋

注 l ≧l とする。

注 l ≧l とする。

出隅受け部

L3
は

下
端

筋
の

定
着

L

L

l

l
 
/
2

l

一般床版配力筋
出隅部

L

周囲補強筋

D13

L

L

斜め補強筋

L

L

D13

D13

孔と孔のへりあき100以上

L

床板厚さD

D≦150

150＜D≦200

200＜D≦300

各2－D13

各2－D13 各2－D13

各2－D19 各2－D16

各1－D13

(5) 床板段差

全断 全断
L

D13

L

D10－@1502D

L

D16

D DD
以

下

D
≦

H
≦

2
D

D10－@200

2－D16

L

2－D16250

D10－150@

D13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙ

600

D13

300 50

折曲 D10－@200

(6) 土間コンクリート

軽作業の土間

間仕切壁との交差部

(7) 釜場

(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)

D
D

９． 壁

(1) 定着
a b

c

梁に 柱に(平面図)

床に
L

D13

L

L  かつ柱中心線を越える

1
5
0
程

度

L
a

L

L
 
か

つ
中

心
線

を
超
え

る

L

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

1000

イ は壁配筋と同じ

受筋D10

1000

l

D13 D13 2-D13 2-D13

シングル配筋 ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

d 壁と壁(平面図)

(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)

(4) コンクリートブロック帳壁

一般の場合

手摺 パラペット

下部防水立上りのある場合

120以上

L
2

D10-200@

D13

D10-@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10-@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

L

D13

H

D13

L
H

1
0
0
以

下

L

L

3
0
0

a

300 a

ハッチ部の面積A㎝

補強縦筋

a及びa≦200

※

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。
印は補強筋

※
※柱と同径、同ピッチとする。

A＜500

3-D16 4-D16 6-D16

500≦A＜1000

１０． 柱、梁増打コンクリート補強

１１． 梁貫通孔補強

(2) 梁

あばら補強筋

補強筋補強筋

D10

補強筋巾止メ筋

300 a

D

あ
ば

ら
補

強
筋

3
0
0

a

(1) 設置可能範囲

梁端部(スパンl　/10以内かつ2D以内）は原則としてさける

(φ ＋φ )x3/2以上

D/3 D

望ましい範囲

l /4

l

φ

L

L

45

L

2
5
0
以

上

φ D

2φ 2φ

(3)既製品

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

(1) 柱、梁 (2)地中梁 (3) 床版、壁

１２． 増築予定

D13

50

50

≧L

≧L

50

D13

D13

≧
L
1

L

≧
L

5
05
0

   以上)とする。

・ あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

   とする。

・ 腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

・ D≧400の場合は補強筋を3本とする。

・ aは100～200程度。

・ 梁下端増打コンクリートの場合も上端

   増打コンクリート補強と同様とする。

・ ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

φ φ

(2) 鉄筋標準配筋 但し、φ≦D/3とする

折  筋  2-(2-D13)   折  筋  2-(2-D13)   斜  筋  4-(2-D13)   

縦  筋  ST2-D13     縦  筋  ST2-D13-50@ 縦  筋  ST2-D13-50@

横  筋  2-(2-D13)   横  筋  2-(2-D13)   

上
縦筋  ST2-D13-50@     下

φ φ

※
※

2
5
0
以

上

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

   確認された場合は右

   記の位置、寸法によ

   らなくて良い。

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、
増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

c

折り曲げ起点は3/4Dをこえる

ことを原則とする

20d

つりあげ筋

(梁主筋を折り曲げるとき)

L

一般階

l

CL

1
5
0
以

上 L

※ 柱幅が大きくて、直線部だけで

CL
15d

正 面

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

正

l

あばら筋

を入れる

     両側床板付(T型)梁で  c 又は b とすることができる

            D＜600 不要

 600≦D＜ 900  2-D10(9φ) 1段

 900≦D＜1200  4-D10(9φ) 2段

1200≦D        D10(9φ) @300以内

D10(9φ)@1000位内で割り付ける

    は縦、横、斜補強筋とは別に開口

    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

    を開口をさけて補強する。

b

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する

※の箇所(入隅)は各階補強する

l /2

L

L

2D

b

a

・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L 以上

・無筋部分D10-@200  長さ800以上

2
0
0

a b

150程度

L

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

B

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打ち合わせのこと

D13

L

D13

D13

受筋D10

イ

イ

L

L

L

L

L

L

L

L L

(3)手摺、パラペット

(但し、H＞800以上の場合、

 設計図による)

注) hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

注) 継手部は必ずモルタルを充填すること

L=鉄筋コンクリート構造配筋
  標準図(1)の2-(3)による。

4
d

注) h  ≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

≧L

L

l
 
/
4

l
 
/
4

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (2)

L がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテール長150

以上又は180ﾟtック付とする

下向きでもよい

斜めでもよい

斜めでもよい
l /4

l /4l /4

l

l /4 l /4 DD

鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする

edcba

4d

6d

6d 6d
6d

6d

4
d

8
d

8
d

l /2

l 
/2

(出隅部分補強配筋)

l(
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は
D1

3、
下

端
筋

は
D1

0を
設

け
る

)

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

※出隅受け部補強筋は、

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する

周　囲 斜　め

2L

注) 設備の小開口が連続してあく場合

L

H

1200ｘ600以下

L

横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

300 a

1000≦A＜1500

・ 補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16

l /4

せのこと。

場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない

80≦φ≦100         100＜φ≦150        150＜φ≦250        

※ 部分について計算で

tは階高の1/100程度

シーリング材使用 シーリング材使用

D10@400程度 D10@400程度

t t250 250250250

柱柱

W

W
t

W
t

D
(
柱

幅
)

tは階高の1/100程度

W≦D/6、Wt/2

かつ7cm

スリット部の鉄筋の被り厚さは

2-(4)被り厚さの表、最小被り厚

さ以上とする。

完全スリット 部分スリット

l /4 l /4

L L

D13

D10-@400

D10-@600

L

D13

t

L

h

L

h

L

L

D10-@400

D10-@600

L

t

L

h

L D13

D10

D13

D13

D10@400

L L

(使用するときは、設計者又は工事監理者と打合せのこと)

0

2

2

2

0

2

2

2

0

0

0

0 1

0

0

0 0

00

面

1

0

2

2

2

2

2

2

3

1
1

1

1 2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

21

1

2

1

1

1

x

1

1

2

x

x

x

y

x

2

2

2

1

2

2 2

1

0

1

2 2

1

2

2

2

2

2 2

1
1

2 2

2

2 2

2

2

2

0

2

1 1

1

1

21

0

0

1 2

2

2
2

2

2

2

0

2

1 1

2

1

0

2

2

2

2

出
隅
部

分
の
補

強
筋

150以上

0

上
縦筋  ST2-D13-50@     下

2φ：スターラップ補強範囲

ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

50 以上

鉄　骨　構　造　工　作　標　準　図

・使用材料はすべて規格品とする。

・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

・本標準図における単位はすべてmmとする。

１－１
使 用 材 料

１－２
そ の 他

・ＡＢ

・ＢＰ

・ＣＰ

・ＦＰ

・ＨＴＢ

・ＴＢ

・

２－１
略 号

２－２

３－１
Ｈ Ｔ Ｂ

アンカーボルト

ベースプレート

カバープレート

フランジプレート

高力ボルト

ターンバックル

・ＢＨ

・ＣＨＰ

・ＦＢ

・ＧＰ

・ＳＰ

・ＷＰ

・

・

チェッカープレート

フラットバー

ガセットプレート

スプライスプレート

ウェブプレート

　　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダー掛け、スプライスプレートに於いてはショット掛けを

　　行い、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。

３－２
ＨＴＢの
　　ピッチ

締め付け長さに加え

る長さ

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

呼　び　径

孔　　　径

ピッチ

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

60

40 50 55 60

25 30 35 40

標　　準

最　　小

は　し　あ　き

へ　り　あ　き

・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合をしめす。

３－３
形鋼のゲージ

４－１
隅 肉 溶 接

ＡｏｒＢ 最大軸径 Ｂ 最大軸径 最大軸径Ｂ

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

16

16

22

22

24

24

24

24

24

16

20

20

22

22

24

24

＊＊50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

30

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

＊＊100

125

150

175

200

250

＊300

350

400

60

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

＊＊50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

＊Ｂ＝300は千鳥打ちとする。

＊＊印の欄のｇおよび最大軸径の値は強度上支障がないとき

Ｓ

６以下

ｔ

９

７

１２

９

１４

１０ １２

１６ １９

１４

余盛

脚長（Ｓ）

(0.1Ｓ＋1)以下

４－２
突 合 せ 溶 接

４－３
開 先 形 状

エンドタブ

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

記　　　号 形　　　　状 適 用 板 厚 寸　　　法

（ＭＣ-ＢＬ-Ｂ１）

（ＭＣ-ＢＬ-２）

（ＭＣ-ＢＫ-２）

（ＭＣ-Ｂ１-Ｂ１）

・上図は手溶接の隅肉又は完全溶込みグループ溶接の場合を示す。

５－１
継 手 リ ス ト

５－２
仕 口 リ ス ト

６－１
柱 通 し

８－１
丸 鋼

８－２
山 形 鋼

・アンカーフレームを使用する場合は設計図書による。

７－１
柱 脚 ピ ン

部　　材
Ｈ　Ｔ　Ｂ

Ｍ１６ Ｍ２０

２

３ ２

－Ｌ－50 x 50 x 6

Ｌ－65 x 65 x 6

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

§２．共通事項

溶接記号（§４参照）

§１．一般事項

§３．ボルト接合

§４．溶接接合

板厚の異なる場合

§７．柱　脚

§８．床面ブレース

§６．柱梁接合部および継手 §９．壁面ブレース
９－１

ｅ1

ｇ1 ｇ2 ｇ1 ｇ2 ｇ3

Ｗ2

Ｗ3

Ｗ4

Ｗ5

０≦Ｓ′－Ｓ≦３

Ｓ′＝実際サイズ

６＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦３２

６＜ｔ≦１９

１９＜ｔ≦３２

ｔ≦６

ｇ

ｒ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｒ

ｒ

ｒ

ｄ1

ｄ2

丸 鋼

９－２

そ の 他

１０－２
ﾃ ﾞ ｯ ｷ ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ

１０－３
ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙ

１０－４
壁 筋 の 溶 接

タ
イ
プ

羽　　子　　板
溶　　　　接

ＦＢ

Ａ Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ａ

Ａ

Ｂ

ＧＰ

ｻｲｽﾞS ｻｲｽﾞS　　　 t x Ｂ x Ｌ

Ｌ Ｌ

6

55

6

6

ｐ ｐ ｐ ｂｂｂｂ

ｐ

ｅ2

ｅ2

ｅ1 ｅ1

ｅ2

・Ｗ1-5

ｌ2ｌ1

Ｂ

Ａ

ｇ1 ｇ2

ｇ1

Ｂ

ｇ2 ｇ2ｇ1

Ｂ

Ａ

ｇ3

Ｓ

Ｓ

ｔ2

Ｗ1

余盛

ｔ1

t : t1 と t2 の小さい方

1

ｌ

19以上

ｔ

ｇ

ｒ

裏当て

ｔｒ

裏はつり

ｇ

ｔ

裏はつり

ｇ

ｒ

d1

d2

ｔ

裏当て

ｇ FB-4.5 x 19

ｐ

ｌ1 ｌ1

e1 p p e1 bb b b e1

Ｂ Ｂg1

g2

g1

g2

e1
e2

Ｂｌ2

t11
t1

t11

a1

Ａ Ａa2

e1

p

p

p

e1

t2

t2

t21

t22

t22

t21

フィラープレート
ＦＰ．ＷＰ 面で段差が１をこえる場合は、

フィラープレートを入れる。 １をこえる場合

ＳＰ フィラープレートＬ

継手リストによる

10e1 e1

10g1

e1

p p e1

小梁ＷＰと同厚以上Ｌ

Ｗ2

内ダイヤフラムＰＬ

スカーラップ

梁ＦＰと同厚以上

梁ＦＰと同厚以上

裏当て
W2

ａ ａ

ａ－ａ断面

W1

Ｌ

Ｌ柱ＦＰと同厚以上

スカーラップ

柱鋼管厚と同厚以上

６－２
梁 通 し

６－３
雑 仕 様

W1

or

W4

W1

W1

or

W4

or

W4 or

W4

or

W4

or

W4or

W4

or

W4

W1

W1 W1

W1
W1

裏当て
W2

裏当て
W2

Ｌ梁ＦＰ

1,500前後以下

梁現場継手位置

5

ＷＰＬ

継手リストによる

≧3

1

≧30

Ｌ

勾配が1/3をこえる場合は

補強プレート（点線）を入れる。

スカーラップ

ｂ ｂ

Ｌ

Ｌ通しＰ

通しＰ

Ｌ

or

W4

Ｌ通しＰ

ｂ－ｂ断面5

ＨＴＢ継手

柱現場継手位置

設計図書による。

or

W4

or

W4

100以上

1,000前後

直交梁用水平スチフナー

ｇ

§4-3 による

W2
裏当て

Ｌ柱ＦＰ現場溶接継手

設計図書による

柱溶接後切断

建方用ボルト

設計図書による

裏当て

ｃ ｃ

ｇ

Ｌ梁ＦＰ現場溶接継手

継手リストによる

下向き溶接とする

W2
裏当て

W1

・現場溶接を行う場合は係員の承認を得ること。

ｃ－ｃ断面

６－４
現場溶接継手

・パネルゾーン及び通しＰ の材質は、特記なき限り、接続

　する柱及び梁と同材質とする。又、接続する柱及び梁の

　材質の異なる場合は、強度の大きい方の材質とする。

柱 Ｈ 形 鋼 の 場 合 柱 角 形 鋼 管 の 場 合

Ａタイプ Ｂタイプ

・コンクリート表面のレイタンス等を取り除いた後、調合（容積比）

　セメント１：砂１の堅練りモルタルを平に塗り仕上げる。

・モルタルを後詰めする場合は空隙の出来ないように充填する。

（後詰め工法） （全面塗り仕上工法）

すべて二重ナットとする

まんじゅう径200程度

D16を切断し天端をそろえる

W1

W3

or
W4W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

Ｌ
余長はネジ山３以上

フック付きとする

ＡＢ
(SS400)

50

30d

アンカーボルトの施工に誤差がある場合

補強Ｐ 座金を兼ねる

ＡＢ

ＢＰ

ｔ

Ｌ

Ｌ

30

Ａタイプ

Ｂタイプ

S l2
ＦＢ

S l2

Ｂ

e1
p

e1
l1

10

 ＧＰＬ

S

P1 P1

d h

アークスタッド溶接

a1

t

d

a1

a2 e p2 e

a2

t

Ａタイプ

軽微なＲＣ壁の場合

15

50 65

D13以下

FB-6 x 65

溶接間隔は

壁筋間隔以下、

溶接長さは50mm以上

d

5d

ブロック壁の場合

サイズ0.5d

4.0d≦h

5.0d≦P2

a1≧40

a2≧100

e≧40

d≦2.5t

h,P1,P2は設計図書による。

Ｂタイプ

   0

9±2

0±2

7.5d≦P1≦600

2/3(t-r)

1/3(t-r)

組立てＨ形鋼

ｐ

Ｓ　＝設計サイズ

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

　但し、半自動溶接および自動溶接にて施工する場合は別途指示とする。

§５．継　手

Ｌ Ｌ

W1

Ｌ

柱ＦＰと同厚以上

ＦＰ 折曲げ規定

Ｌ

ＢＰ

d

・ブレースの材質はすべてSS400とする。

ｔはＢＰ 厚の1/2以上かつ６以上Ｌ

丸鋼ブレース　ＪＩＳ規格品

18.0 22.0 24.0 26.0

ｇ＝０

α1

α1

α1

α1

α1

α1

α1

α2

α2

・使用材料はすべて規格品とする。

継手・仕口のボルト本数は別図参照。

30 30

但し合成床版の

場合は標準図を

参照のこと。

ＧＰ
ＢＡＲ

部　材

Ａ

Ｐ＝５０

ＦＢ－ 4.5 x 40 x 135

ＦＢ－ 6 x 52 x 170

ＦＢ－ 9 x 67 x 205

ＦＢ－ 9 x 77 x 230

ＦＢ－ 9 x 77 x 270

9

9

9

12

6

7

8

9

10

40

75

85

85

8

8

10

55

75

80

90

105

1-M16

1-M12

1-M20

1-M22

2-M20

HTB

ＪＩＳ規格品準拠

60 60 70

40(40) 40(50) 40(55) 45(60)

e1 10 10

10

高力ボルト　Ｓ－１０Ｔ　トルシャー型

・精度に関しては、ＪＡＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

座金厚さ

締め付け長さ

ナット高さ

ねじ山３以上（余長）

（ボルト長さ）

首下寸法

・ボルト接合面の処理

・ＨＴＢはすべてＳ10Ｔ（トルシア形高力ボルト）を使用し、スベリ係数は0.45とする。

Ｓ１０Ｔ

２５以上

３０以上

３５以上

４０以上

ａ≦10* ａ＞10*

2.5以上

* （クレーンガーダーの場合は３とする）

R2

R1＝35, R2=10 を標準とする。

R1複合円は滑らかに仕上ること、

代替タブを採用する場合は溶接技量付加試験に合格した溶接工によること。

t=12以下は6

9以上

7±2   2

   22±1

   2

   22±1

35°

   2

45°

2±2

   00±4

   22±2

45°

60°

T -2

10 e1 e1

e1

e1

p

e1

e1

p

小梁ＷＰと同厚以上Ｌ

10e1 e1

15以上

ＬＧＰ

Ａ1タイプ（ピン接合）

Ａ3タイプ（ピン接合）

10 e1 e1

e1

e1

p

ＬＧＰ

Ａ2タイプ（ピン接合）

継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

25

25 25

25 25

山 形 鋼

部　　材
ＨＴＢ ＨＴＢ

ｎ ｎ

溶接 溶接
部　　材

L- 65 x 65 x 6 6

6

6

9

9

9

16

16

16

20

20

20

4

4

5

4

5

5

140

160

220

190

260

290

9

9

9

12

12

12

16

16

16

20

20

20

4

4

5

4

5

5

270

250

370

340

480

540

2L- 65 x 65 x 6

2L- 75 x 75 x 6

2L- 90 x 90 x 7

2L- 75 x 75 x 9

2L- 90 x 90 x10

2L-100 x100 x10

ｌ2 ｌ2

S l2

e1

山形鋼

ＧＰＬＧＰＬ

e1

p
p

L- 75 x 75 x 6

L- 75 x 75 x 9

L- 90 x 90 x 7

L- 90 x 90 x10

L-100 x100 x10

Ｌ

・ブレースの材質はすべてSS400とする。

φφ

（注）・サイズＳ：ＧＰ－6 の場合　Ｓ＝6 ，ＧＰ－9 以上の場合　Ｓ＝7 Ｌ

（注）９－２の点線は第１ボルトから軸線より30ﾟの範囲を示す。

１０－１
貫 通 補 強 Ａタイプ Ｂタイプ

Ｌ Ｌ

Ｃタイプ

ＬＬ

HH

H

(φ≦0.1H)

φ
φ

φ

3φ

3φ以上

(0.1H＜φ≦0.2H)

§１０．その他

・壁面ブレースにならう(JIS　規格品）

50 以上

デッキ受け FB-65 x 9

部分溶込み溶接

焼抜栓溶接 @300

1/4H

1/2H

1/4H

H

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

Ｅタイプ Ｆタイプ(0.4H＜φ≦0.5H)

Ｌ

H

Ｌ

φ

継手継手

2φ かつ 100+φ

Ｐ 厚さはＷＰ 厚さの0.5以上（片面）

2φ かつ 100+φ

Ｐ 厚さはＷＰ 厚さの0.5以上(両面） Ｐ 厚さはＷＰ 厚さの0.5以上(両面）

2φ かつ 100+φ

(0.2H＜φ≦0.28H) Ｄタイプ (0.28H＜φ≦0.4H)

to
1.5to

3φ

　0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

・スリーブは梁成の中央1/2の範囲とする。

・貫通孔を設ける範囲は右図ハッチ部分とする。

・これ以外の場合は構造設計者指示による。

25 25

φ

鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは

H

Ｂタイプ　不要

Ｃタイプ　片面

Ｄタイプ　片面

30

2PL（設計図による）

45°以上

W3 or W4

鋼管 (t=≧tw/2)

その長さｌは 35 以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

無収縮モルタル詰め

Ｂ1タイプ（剛接合）

Ｂ2タイプ（剛接合）

45° -5°

-5°

-5°

-5°

-5°

スカーラップ（改良スカーラップ）

本図に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。
本図に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

本図に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

０
１

１
０

０

Ｈ形鋼　ＳＳ４００　角形鋼管　ＳＴＫＲ４００　軽量形鋼　ＳＳＣ４００　柱ダイヤフラム　ＳＳ４００

一般構造用鋼管　ＳＴＫ４００

鉄骨標準図

C-06
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原図:A2

1/100

村主放課後児童クラブ新築工事

基礎伏図・基礎詳細図

姿　図

腹　筋

ＳＴＰ

上端筋

下端筋

姿　図

上端筋

柱アンカー

材料仕様

鉄筋　　　　　ＳＤ２９５　Ｄ１０－Ｄ１６

ＳＤ３４５　Ｄ１９－Ｄ２９

コンクリート　Ｆｃ２1

3-D22

3-D22

2-D13

D-13@200
ベースパック　25-09V

12-D16

D13@100HOOP

1/30

1/50

10
05

0
80

0
20

0

10
0

ベース筋 8-D13

ベース筋 4-D16

先端羽根付鋼管杭　L=6000

165.2φ t=7.1　羽根径 350φ

100 100

1,400

300 300800

200

25
0

1,
25

0

▽設計GL

30

無収縮モルタルt=30

610

φ55

55
31

0
55

42
0

55 310 55

420

61
0

395 395610

BPL-32

(床下収納用ピットも同配筋とする)

610

61
0

Ｎ

12,200

8,
10

0

X1 X2 X3

Y1

Y2

6,100 6,100

200 5,900 5,900 200

20
0

7,
70

0
20

0

F1 F1 F1

F1F1 F1

1,
40

0

FG2 FG2

FG2 FG2

F
G
1

F
G
1

F
G
1

38
0

510120 700 120

+405

-295

+405

-250

床下収納用ピット

610

61
0

610

砂質
ｼﾙﾄ

打
撃
回
数

貫
入
量

Ｎ値

深
度
ｍ

標準貫入試験

0 10 20 30 40 50 60

0

打撃回数/100mm

2010

10 20 30

1.45

2.45

3.45

4.45

5.45

6.45

7.45

8.45

9.45

10.45

砂

ｼﾙﾄ質

砂質
ｼﾙﾄ

ｼﾙﾄ質

砂

砂質
ｼﾙﾄ

砂

ｼﾙﾄ混
砂

砂礫

ｼﾙﾄ混
砂

固結

粘土

土
質
区
分

相
対
密
度

色
　
　
調

褐灰

褐灰

黄褐灰

黄褐灰

暗灰

淡灰

暗黄灰

淡灰

黄灰

淡灰

茶灰

青灰

緩
い

緩
い

中
く
ら
い

非
常
に
密
な

密
な

軟
ら
か
い

1

1

1

1

5

10

11

20

12

14

45

1

5

11

1

5

10

2

2

2

15

21

11

21

15/3

2

2

2

12

19/8

12

25/7

5

3

5

5

15

35

34

64

35

67

138

30

30

30

30

30

30

30

30

28

27

13
60

60

60

5

3

5

5

15

35

34

35

No.1 No.2

基礎伏図　1/100 ： 設 計 GLよ り の 高 さ を 示 す+***
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Ｎ値
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0 10 20 30 40 50 60

0
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10 20 30
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6.45

7.45

8.45

9.45

10.45
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ｼﾙﾄ
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色
　
　
調

褐灰

1

1

1

1

1 1

10

2

2

3

30

30

30

30

30

30

30

30

28

60

60

3

34

1.15

2.15

3.15

4.15

5.15

6.15

7.15

8.15

9.15

10.15

ｼﾙﾄ質
砂

ｼﾙﾄ混
砂

礫混り

砂

固結

粘土

砂礫

黄褐灰

褐灰

暗灰

暗灰

淡灰

淡灰

褐灰

淡黄灰

淡青灰

中
粒

軟
ら
か
い

緩
い

中
く
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い

1

1

1 1

2 2 2

8 9

27 20 13/8

16 16 17

14 13 13

23 37/7

40 20/4

4

4

3

6

27
27

6

3

4

4

49

30
40

17

64

49

40
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No.2

No.1

F1基礎詳細図　1/30

350

270 80

140

35
0

350

35
0

27
0

80

14
0

符　号

位　置 全断面

符　号

位　置

※　巾止筋：D10@1000以内 柱脚リスト

C1

全断面

地中梁リスト　1/50

FG1,2

70
0

350

80
0

▽GL

25
0

140 1-D13

D10@200

杭頭補強筋 6-D16
L=600

Y1

増し打ち

S1S1

S1

10
0 50

D10@200

^ @BM D:\ 津市営繕物件 \営繕物件\●2 7年度サンヒルズ安濃防水改修 \成果品\ DRA WIN G\ ORG \im g00 4. jpg ,14 .28 57 ,13 .88 22

D13

X1

D13

ベース筋 4-D16

ベース筋 8-D13

10
05

0
80

0
20

0

10
0

25
0

▽設計GL

100 610 100

※X2通り立ち上がりなし

C-07

※　S1:土間コンクリート t=150  D10@200(ﾓﾁｱﾐ S)
12

0

12
0

2,
10

0

λ a

S

杭頭補強筋

鋼管部

a = 3mm

λ = a x √2

S = 2a

F1

フレア溶接

杭頭補強筋

鋼管部

有
効

溶
接

長
　

60
mm

以
上

・のど厚a =  3mm以上

・有効溶接長L0= 60mm以上

・定着長L =520mm以上

杭頭補強筋リスト

杭頭補強筋溶接詳細図

・6-D16(SD295A)

※杭仕様

　旭化成建材　スクリューパイルＥＡＺＥＴ工法（同等品）

　・羽根厚　ｔs＝  16mm
　・羽根部径Dw＝　350φ

　・鋼管材質　   STK490
　・鋼管厚　ｔ＝  7.1mm
　・杭径　　φ＝165.2mm

　・杭長　　Ｌ＝ 　6.0m

　鋼管杭（本数　ｎ＝ 　12本）
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村主放課後児童クラブ新築工事

梁伏図・部材リスト

C1 C1 C1

12,200

X1 X2 X3

6,100 6,100

200 5,900 5,900 200

CG1

G3G1

G2 G2

B2

B1 B1 B1 B1

B2

B2 B2

符　号 部　　材 ボルト プレ－ト 使用材料 備　　考

符　号 部　　材 ボルト プレ－ト 使用材料 備　　考

□－２５０×２５０×９Ｃ１ 柱脚リスト参照

Ｇ1

Ｇ2

ＳＴＫＲ４００

継手リスト参照 ＳＳ４００Ｇ3

継手リスト参照 ＳＳ４００Ｈ－２９４×２００×８×１２

継手リスト参照 ＳＳ４００Ｈ－３００×１５０×６．５×９

Ｈ－２４４×１７５×７×１１

符　号 部　　材 ボルト プレ－ト 使用材料 備　　考

ＳＳ４００Ｂ１ ＧＰＬ－６

ＳＳ４００Ｈ―２００×１００×５．５×８ ２－Ｍ１６ ＧＰＬ－６Ｂ２

Ｈ―２５０×１２５×６×９ ３－Ｍ１６

柱リスト

大 梁 リ ス ト

部 材 リ ス ト

Ｇ１ Ｇ２

特記なき限り　ボルトは高力ボルＳ１０Ｔとする
継 手 リ ス ト 　 １ ： ３ ０

ＨＴＢ　２×６―Ｍ１６

ＨＴＢ　２×３―Ｍ１６

Ｈ―２９４×２００×８×１２ Ｈ－３００×１５０×６．５×９

外ＳＰＬ－４１０ ×２００×９

内ＳＰＬ－２×４１０×８０×９

ＳＰＬ―２×１７０×２００×９ ＳＰＬ―２×１７０×２００×６
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

1/100

村主放課後児童クラブ新築工事

軸組図
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事
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SN490B

構成部材 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

M27

下向き

・記号+∞は制限無しを示す。

アンカーボルト

A B (e) 呼び

呼び
X

g1 dt 材質

L
d

異形部
呼び名

呼び
d

異形部
呼び名

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

覆
被

図

容

差

標

準

許

中心線

柱心

柱心

g1 dt 材質g2
グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

(JASS 6　鉄骨工事による)

基準高さより誤差は

-3≦e≦10

許容差

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

A

A

A

A

C

A

A

A

C

C

C

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

a1 c t da2

-2≦e1≦2

テンプレ－ト

約
３

０
ｍ

ｍ

単位 mm

単位 mm単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

D

設計基準強度

W x

フレームポスト間フレームベース

溶接方法 鋼種
t＜32

板厚(mm)

40≦t≦5032≦t＜40

低水素系被覆アーク溶接 50 ℃50 ℃予熱なし

SN490B 予熱なし 予熱なし予熱なし

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)

1.0～1.1

記号 材質
配筋

コンクリート柱型柱
最低h寸法

採用
ベースパック J寸法

ﾀｲﾌﾟ
ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

本数-呼び
外径

立上り筋 フープ筋

寸法(mm) 寸法(mm) 寸法(mm)

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト） 形状・材質 配筋 基礎工事

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

フレームベースMナット

定着座金

注入座金

柱脚の定着方法概要

基礎立上がり

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

●材質
i) アンカーフレーム Aタイプの場合 ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合 柱型寸法を標準から変更する場合は、

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

●コンクリ－ト

は21N/mm　以上とする。

普通コンクリートとし、設計基準強度

●鉄筋

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

●完全溶込み溶接とする。

を行う。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●レベルモルタルはベースパック

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。
■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

技術者等による。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

より施工管理を行うものとする。

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

< Cタイプ >< Aタイプ >

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】 完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6 鉄骨工事 2007年版より ）

許容差

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

55 9 28

55 31

60 34

65 12 37

9

9

M27

M30

M33

M36

M39 31 60 69

80 12 40M39

55 32

60 35

65 38

9

9

M30

M33

M36 9

168

173

178

PM27

M33

M36

35 110 18 34

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

45

42

42

35 45 18 37

M39PM39 11838 48 18 40

D29

M30 D32

M33 D35

45

45

60M36 D38

45

60M39 D41

128

133

130

M36 D38

M33

M30 D32

D35695

770

770

695

720

60

45

45

690,735

770,810

95,140

98,135

ii) Cタイプi) Aタイプ

２

標準値 許容差 標準値 許容差 標準値 許容差 姿勢

溶接開先角度α1(°)

方法

溶接
図

適用板厚 ルート間隔G(mm) ルート面R(mm)

下向き

2

2

2

2
-2,+∞

-2,+∞

-2,+∞

-2,+∞ -2,+1

-2,+1

-2,+1

-2,+1

-2.5,+∞

-2.5,+∞
6～

6～

7

6

9

7
(-3,+∞) (-2,+2)

(-2,+2)(-3,+∞)

(-3,+∞) (-2,+2)

(-2,+2)(-3,+∞)

(-5,+∞)

(-5,+∞)

α1：45

α1：35

α1：45

α1：35

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

1  アンカーボルト

  （コンクリートアンカー）

2  注入座金

3  Ｍナット

4  ベースパックグラウト(グラウト材)

5  定着座金

6  テンプレート

7  フレームポスト

8  フレームベース

9  ステコンアンカー

10  ベースプレート

9

1

1

3 2

4

1

3

7

8

3
2

4

3

7

8

9

5

3 6

10

5

グラウトロ－ト

注入座金

注入枠
（桟木等）

角形鋼管 角形鋼管

フープ筋

立上り筋

立上り高さ

ベースパックグラウト

けがき線

テンプレ－トe1柱心

e1

アンカ－ボルト

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

グラウト材

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

アンカーボルト据付け

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

単位 mm

T(mm)

SN490B

２/３　程度

形状（イ）

SS400

SS400

T

α

R

G

1

(N/mm  )2 (mm)(mm)(mm)

(注)上記   1  ～  10 

9  は現場状況により仕様が異なる場合がある。

の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

ベースパック柱脚工法　標準図
角形鋼管

ベースパック　型

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

２．柱

□-150×150 ～ □-300×300 用

F値295N/mm 以下

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差(上段：管理許容差、下段括弧内:限界許容差)を示す。

F値(N/mm  ) 鋼種 採用

BCP235

STKR400

BCR295295

235

２

ベ－スプレ－ト

【JIS G 3136】

設計
施工

形状（ハ）

17-12V

25-12V

15-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490 D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@10012-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

12-D22

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340 240

210

210

320

140

270

260

210

210

180

150 550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700 150

150

135

150

135

150

150

135

135

135

135

注1) 注1)

650

L X b

CO ガスシールドアーク溶接2

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-14」（平成26年11月4日付）

l1l2 50

e1

10

d

φ45

φ45

φ45

φ50

φ50

φ50

φ55

φ55

φ55

φ55

φ55

ベースプレート

板厚

(mm)

t≦12

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

形状

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

l2a l1t

寸法(mm)

300

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550 50

40

32

36

32

36

32

32

28

32

28

50
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50

60

50

55

55

50

50

50

45

80

80

80

360

80

310

310

260

260

230

200

l3

１．１

１．２

３．１

３．３

３．４

３．５

３．２

３．６

３．７

４．１ ４．２

４．３

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

適用アンカーボルト

適用アンカーボルト

適用

アンカーボルト
記号

ベースパック標準図

C-11
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Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

NS

村主放課後児童クラブ新築工事

１５項

  壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　　点 取付高［mm］

ブラケット（一般） 床上～中心 2,100

　　〃　　（踊場） 　 〃　　 2,500

　　〃　　（鏡上） 鏡上端～中心 150

1,500以上避難口誘導灯 床上～下端

1,000以下廊下通路誘導灯 床上～上端

スイッチ（一般） 床上～中心 1,300

　　〃　（多機能トイレ） 〃 1,100

コンセント､電話用アウトレット､直列ユニット（一般） 〃 300

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（和室） 〃 150

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（台上） 台上～中心 150

コンセント（車庫） 床上～中心 800

コンセント（車椅子用） 床上～中心 900

1,500引込開閉器箱（低圧） 床上～中心

分電盤､OA盤、制御盤､実験盤 床上～中心

開閉器箱 〃 1,500

電磁開閉器用押しボタン 〃 1,300

接地用端子箱 地上､床上～中心 500

（上端1,900以下）1,500

雷保護用接地端子箱 床上～下端 800

親時計

（※1）

A. C. D

A

B

C

D

LH

LL

LA

t

Lt

At

Dt 

0

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（※1）

機材 （１）　本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のも

　　　のとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（２）　本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会 他 ）が下記１）～６）の

　　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

　　　とを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

化学物質を放散させる 　本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

機材等 次の１）から５）を満たすものとする。

　１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散さ

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極め

　　　て少ないものとする。

　３）　接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発

　　　性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

4．指定部分　　　・無　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1．共通仕様

１）　図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、

　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

　　及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準図」という。）による。

２）　機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　　なお、機械設備工事の工事仕様書は（　　／　　）図、建築工事の工事仕様書は（　　／　　）図による。

2．特記仕様

1）項目は●印の付いたものを適用する。

2）特記事項において選択する事項は、　 印の付いたものを適用する。

3．工事種目（●印のついたものを適用する）

建物別及び屋外 工 事 種 別

工　事　種　目

● 電灯設備

● 動力設備

○ 電熱設備

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

● 構内情報通信網設備

○ 情報表示設備

○ 映像・音響設備

○ 拡声設備

● 誘導支援設備

● テレビ共同受信設備

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

○ 自動火災報知設備

○ 防排煙設備（防火戸）

○ 構内通信線路

○ 太陽発電設備

○ テレビ電波障害防除設備

○

○

Ⅱ．工事仕様

仕様書

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

延 べ 面 積 消防法施行令
建　物　名　称 構　造 階　　　　数 備　　考

別 表 第 一

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

（㎡）

　また、 「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

ホルムアルデヒドの放散量 該当する機材等

規制対象外 ①JIS及びJASのF☆☆☆☆品

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS適合品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない材料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない塗料等使用

第　三　種 ①JIS及びJASのF☆☆☆品

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

○室内空気中の化学物質の 　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定

濃度測定 し、監督職員に報告する。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定時期　　　・　工事着工前　　・　施工終了時

　　測定対象室　　・　図示　　　　　

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　

グリーン購入法 　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特

定調達品目「公共工事」の品目

　・照明制御システム　　　・変圧器

●電源周波数 　・50Hz　　・60Hz

●電気工作物の種類 　・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

○電気保安技術者 　・要　　　・不要

物の保安の業務を行うものとする。

電気工事士 　契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

工事用電力・水等 　本工事に必要な工事用電力・水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用

は、請負者の負担とする。

○監督員事務所 　・設けない　　・設ける（規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）

工事用仮設物 　すべて請負者の負担とする。

　構内につくることが　　・できる　　・できない

足場、さん橋類 　・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

　・本工事で設置とする。

　・改修工事の場合は、改修標準仕様書第1編.2.2.2によるほか下記による。

　・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

工事写真・完成図 　工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」に

よるほか、監督職員の指示による。

　・完成図のCADデータの提出　　　・要　　　・不要

　・既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

発生材の処理 １）引渡しを要するもの

　・有（・金属類　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　）

２）引渡しを要するもの以外

　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は別途とする。

３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

　・有（ PCB使用機器 :   　　　　　　　　　  　　　　　 　　　　　　　）

　　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

４）再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

　・有（・蛍光ランプ　　　　　　　　　　　　   　 　　　 　　　　　　　）

　・現場説明書による。

●残土処理 　・現場説明書による。

　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

耐震施工 　設備機器の固定は、下記によるほか「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

１）設計用水平地震力

　　機器の重量［kg f］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

電線本数、管路など 　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監
施工図等の取扱い 　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

職員の承諾を受けて図面と相違しても差し支えない。

　また、機械室等の床埋込配管が図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露
○施工調査 　・事前調査

出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。
　　調査項目（　　　　　　　　　　　　　）

呼び線 　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。 　　調査範囲（　／　）図による。

　・監督職員の指示による。
金属製電線管の塗装 　下記の露出配管は塗装を行う。

　　調査方法（　／　）図による。
　・屋外　　　・屋内（          　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

非常用の照明装置の 　測定数　　　　　　箇所以上 　・非破壊検査　撮影枚数　　　　枚以上
照度測定箇所数

仮設備工事
コンセント 　図面に特記なき場合は、コンセント2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

プレートの材質 　フラッシュプレート　　　・金属製　　　・樹脂製
○ 養生 　養生範囲　（　／　）図による。

　養生方法　（　／　）図による。インバータ装置の 　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

規約効率

電動機出力（kW） 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45

86.0 88.5 93.0 94.0 94.0 94.5 94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5規約効率（％）

　【備考】（1）規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　　（2）規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

地中線の埋設標 　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による｡

天井仕上げ表示 　図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

接地極　 　接地極の材料は下記による。

●

○

○

●

○

○

●

電線類 　次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

記号 　仕　　　　　　様

耐燃性ポリオレフィンシース カテゴリ5e UTPケーブル(UTP-CAT5E/F)(EM－UTP5)

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6 UTPケーブル(UTP-CAT6/F)(EM－UTP6)

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6A UTPケーブル(UTP-CAT6A/F)(EM－UTP6A)

取付高さ

接地極埋設標 地上～中心 600

給油ボックス 地上～給油口 1,000

端子盤（EPS・電気室） 床上～中心 1,500

〃 1,500

子時計､スピーカ 〃 （天井高）　　　×0.9

アッテネータ 〃 1,300

出退表示盤　 〃 （天井高）　　　×0.9

1,300発信器（出退表示用）　 〃

1,300インターホン 〃

標準図による。外部受付用インターホン子機 〃

900呼出ボタン（多機能トイレ） 〃

1,800復帰ボタン（　　  〃　　 ） 〃

2,000廊下表示灯（　　  〃　　 ） 〃

1,800テレビ機器収容箱 〃

火報受信機（複合盤） 床上～操作部 800～1,500

1,500副受信機 床上～中心

○

●

1.5 1.0

　【備考】　（※1）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　　重要機器

　　・配電盤　・発電装置            ・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　・交換機　・自動火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　　　　

設計用標準水平震度

・　特定の施設 ・　一般の施設
設置場所 機器種別

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0 1.5 1.5 1.0
上層階

2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

中間階 1.5 1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

1.0 0.6 0.6 0.4

地下・1階 1.0 1.0 1.0 0.6

1.0 0.6

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

（※1）

A. D

　なお、接地棒EB（14φ）の長さは1,500mm以上とし、(10φ)はW＝30、L=900、(14φ)はW＝40、

L=1,200としても差し支えない。（雷保護用を除く。）

記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

共同接地 Ｅ Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ａ種接地 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

Ｂ種接地 Ｅ 　　Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ｃ種接地 Ｅ Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ｄ種接地 Ｅ 100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

高圧避雷器 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

低圧避雷器 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

雷保護用 Ｅ Ω以下
・EB（14φ）×  連－  組

交換機用 Ｅ EB（14φ）×3連－  組10Ω以下

電話引込口の
EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）Ｅ 100Ω以下

保安器

通信用 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

通信用 Ｅ 100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

測定用 Ｅ EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

接地の種類

共同接地

JCS 5503「耐熱性ポリオレフィンシースLAN用ツイストペアケーブル」EM－UTP

屋上及び塔屋

92.0

●

　・鉄製（　　 箇所）　　 ・コンクリート製（　　箇所）

　仮電源　　（・　　　　　・　　　　　　・　　　　　）

　仮設備期間（・　　　　　・　　　　　・　　　　　）

村主放課後児童クラブ Ｓ造

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法で定める主任技術者のもと「　　制定の　　　　

事業用電気工作物保安規程　　」に定める工事担当技術者（監督職員）の職務を補佐し、電気工作

平屋建

● 構内交換設備

○ 監視カメラ設備

 ○

○ 構内配電線路

○

●

●

●
○

○ 中央監視制御設備

　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散

　　　が極めて少ないものとする。

　５）　上記１）、３）及び４）の機材を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　　　はホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　ルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象

　　　外のものを使用する。ただし、該当する機材等がない場合は、第三種のものを使用するもの

　　　とする。

機器収容箱 〃 800～1,500

発信機 〃 800～1,500

警報ベル 〃 （天井高）　　　×0.9

表示灯 〃 （天井高）　　　×0.8

1,500連動制御器（自動閉鎖） 〃

300ガス漏れ検知器（LPガス） 〃

　　　〃　　　（都市ガス）　 天井面～中心 （天井面）-200

(壁面取付の場合）

【備考】（天井高）　　及び（天井高）　　は、天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。×0.9 ×0.8

　　　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　　13階以上の場合は上層4階とする。

２）設計用鉛直地震力

　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

○ 発電設備

津市　安濃町連部　地内

一式

一式

一式

一式

一式

屋　外

一式

一式

一式

○

○

○

○

○

○

○

電気設備特記仕様書

98.82㎡

○

○

○

電気設備特記仕様書

村主放課後児童クラブ

一式

一式 一式

E-01



月 日

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

NS

村主放課後児童クラブ新築工事

盤図・照明器具姿図

照　明　器　具　姿　図

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

参考型番　

参考型番　

１φ３Ｗ
２１０／１０５Ｖ

Ｌ
Ｓ

ＥＬＣＢ３Ｐ

ＳＢ２Ｐ１Ｅ２０Ａ（１００Ｖ）ｘ１８

Ｉ
Ｈ
ヒ
ｌ
タ
ｌ
用

３０Ａ

ＳＢ２Ｐ２Ｅ３０Ａ（２００Ｖ）ｘ　１

ＬＭ－０

１φ３Ｗ
２１０／１０５Ｖ

Ｗｈ

３φ３Ｗ
２１０Ｖ

Ｗｈ

ＭＣＣＢ３Ｐ

セ
パ
レ
ｌ
タ

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０／５０Ａ

Ｔ－１ 屋内壁掛型

ＴＥＬ

保安器スペ－ス２Ｐ

端子台５Ｐ

ＬＡＮ

スペ－ス

ＣＡＴＶ

ＣＡＴＶブ－スタ－

保安器スペ－ス

２Ｅ

ＳＢ２Ｐ２Ｅ２０Ａ（２００Ｖ）ｘ　３

ＬＲＳ１－１４００ＬＭ

ＬＳＳ９－６８００ＬＭ

ＬＧＷＣ８５０６０Ｚ

ＬＥＤダウンライトＸＬＧＤＣ６６０ＫＬＥ１

５０／５０Ａ

ＬＭ－Ｏより
ＩＨ

５０／５０Ａ

Ｅ１

Ｅ２

Ｅ
Ｗ
ｌ

２

電
気
温
水
器

Ｅ
Ｗ
ｌ
１

電
気
温
水
器

２００Ｖ

２００Ｖ
２Ｅ

２００Ｖ
２Ｅ

２００Ｖ
２Ｅ

1

2

3 Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ４
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Ｃ７

Ｃ８

Ｃ９

Ｃ１０
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務
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ン
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ト
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ト
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ト
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ト
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戯
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務
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掛
け
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風
機
用
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ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
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戯
ス
ペ
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事
務
ス
ペ

ス

男
女
便
所

男
女
便
所

男
子
便
所

外
部

キ
ッ
チ
ン

Ｃ１１

排
水
ポ
ン
プ
電
源

予

備

予

備

予

備

ＬＲＳ１－９５０ＬＭ

＋　傾斜枠

Ｆ

参考型番　

屋外防雨型　ＳＵＳ製　ポール取付

２Ｅ

明るさセンサー付

　ＬＥＤエクステリアライト　４０形電球１灯相当　消費電力５．２Ｗ　ＬＥＤダウンライト１５０形　コンパクト形蛍光灯ＦＨＴ３２形器具相当

　一体形ベースライト　直付型　Ｗ１５０

　ＬＥＤ７．５Ｗ　ダウンライト　電球６０形器具相当

　防雨型　熱線センサ－・明るさセンサ－付　傾斜枠取付

　ＬＥＤポール灯　水銀灯２５０形相当

落下防止ワイヤ付　ポール４．５ｍ共

住宅分電盤（カバー付　露出型　リミッタ－スペ－ス付　フリスペース付）

ＸＹ４２０９Ｚ＋ＹＤ４５０１ＨＮ

　ＬＥＤダウンライト　１００形　コンパクト形蛍光灯ＦＨＴ２４形器具相当

ＮO．

原図:A2

E-02

Ｌ－１へ

Ｌ－１

手元開閉器函へ



月 日

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

1/50

村主放課後児童クラブ新築工事

幹線・動力・弱電設備　平面図

平面図　1/50

ＡＣ－１
C；3.94kW
F；0.612kW

Ｓ

ｄ

ｔ

ＡＥ

５．５°ＥＬＣＢ３Ｐ５０Ａ

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ　ＨＩ（２８）露出

Ｔ－１へ ＷＰ（ＳＵＳ）

３００ｘ３００ｘ２００
ＷＰ（ＳＵＳ）

Ｔ－１ ※上部

Ｔ－１へ

Ｔ－１へ ＰＦ（２８）ｘ３ ＴＥＬ・ＣＡＴＶ・予備

特 記 事 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

ＡＥ

５．５°

ＥＭ－５ＣーＦＢ ＰＦ（１６）

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ ＰＦ（１６）

導入線 ＰＦ（２２）

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ（１Ｃアース）

二重天井内は、ケーブルころがしとする。

２、凡　例

Ｒ

Ｒ

：ＴＶ受け口　直列ユニット　末端　ＣＡＴＶ対応品

：ＴＥＬ受け口　モジュラジャック６極４芯止め

：インターネット受け口　モジュラジャック８極８芯止め

ｔ

ｄ

接地

ED

１φ３Ｗ
３φ３Ｗ

１φ３Ｗ
３φ３Ｗ

ＥＭ－ＣＥＴ１４°Ｅ８°ＦＥＰ（５０）
ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ　ＦＥＰ（４０）

引込鋼管ポール８ｍ

ＬＭ－０（引込盤）取付

１φ３Ｗ ＥＭ－ＣＥＴ１４°Ｅ８°ＨＩ（３６）

３φ３Ｗ ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ　ＨＩ（２８）

ＦＥＰ（３０）ｘ３　
ＴＥＬ・ＣＡＴＶ・予備

（樹脂製）

引込
引込

３００ｘ３００ｘ２００

８°ＨＩ（１６）

ＥＭ－ＩＥ５．５°

ＥＭ－ＩＥ５．５°ＨＩ（１６）

手元開閉器函
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ス ロ ー プ  1/13
ポ ー チ

下 足 入足 洗 い 手 洗 い

職
員
ロ
ッ
カー

洗濯

EDt

３、埋設部分には、埋設テープ（ダブル）を敷設する。

ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ３φ３Ｗ
１φ３Ｗ ＥＭ－ＣＥＴ１４°Ｅ８°

ＮO．

原図:A2

E-03

Ｌ－１

：カラーモニター付インターホン親機　参考型番：ＪＦ－２ＭＥＤ－Ｔ

：カラーカメラ付インターホン子機　参考型番：ＪＢ－ＤＡ



月 日

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

1/50

村主放課後児童クラブ新築工事

電灯設備　平面図

センサー付

センサー付 Ｅ

Ｅ

Ｌ

３
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21

Ｄ Ｄ
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３
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平面図　1/50
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ＮO．

原図:A2

E-04

Ｌ－１

ＳＬ

男女

ＳＬ

ＳＬ

特　記　事　項

１，記入なき配管配線は下記とする
（１Ｃア－ス） 天井内ころがし

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ 天井内ころがし

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ 天井内ころがし

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１Ｃア－ス） 天井内ころがし

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃｘ２ 天井内ころがし

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

２，凡　例

：　埋込スイッチ 新金属プレ－ト１Ｐ１５Ａｘ１

Ｌ
１Ｐ１５Ａｘ１，Ｌ付 新金属プレ－ト

：　２４時間換気のスイッチ（設備より支給品）

：　熱線サンサー　換気扇連動型

※　壁面立下げはＰＦ管にて保護とする

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＦＥＰ３０）

天井内ころがしＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ×２

：　埋込スイッチ

：　操作ユニット（Ｈ＝１８００）

Ｓ



月 日

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

1/50

村主放課後児童クラブ新築工事

コンセント設備　平面図

平面図　1/50

２Ｅ

２Ｅ

２ＥＷＰ
２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

Ｅ

Ｅ・３０Ａ

I H用
２Ｅ

２ＥＷＰ

Ｅ

２Ｅ

２

２

２

２２

２

２

３０Ａ

５．５°

特　記　事　項

１，記入なき配管配線は下記とする

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス） 天井内ころがし

※　壁面立下げはＰＦ管にて保護とする

２，凡　例

２
：　埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２ 新金属プレ－ト

２Ｅ
：　埋込コンセント Ｅ付２Ｐ１５Ａｘ２ 新金属プレ－ト

Ｅ,３０Ａ
：　露出コンセント Ｅ付２Ｐ３０Ａｘ１（２００Ｖ）

２ＥＷＰ
：　防水コンセント Ｅ付２Ｐ１５Ａｘ２

Ｅ ：　露出コンセント Ｅ付２Ｐ１５Ａｘ１（２００Ｖ）

２

２

２

EW-１用

2.OkW

1.5kW

EW-2用

Ｔ－１内、露出コンセント２Ｅ

Ｎ
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Ｃ７

Ｃ８

Ｃ９

Ｃ１０

ＩＨ

洗濯

Ｃ３

事務スペース

Ｅ２

Ｅ１

L=1800

食
器

棚

Ｃ１１ ＥＭ－ＣＥ３．５°－３Ｃ（１Ｃアース）

ポンプ制御盤（機械設備工事）

２

E-05

Ｌ－１

：　引掛コンセント Ｅ付２Ｐ１５Ａｘ１　新金属プレート



●○根切り土の中の良質土　　○地中埋設管は山砂の類

○ 塩化ビニル管（HIVP）

●

構内につくることが　　○できる　  ○できない

●

○都市ガス（供給者名：東邦ガス(株)　　　発熱量　46.04655ＭＪ/ｍ　）

工　事　種　目

建物別及び屋外 工事種別

○

○

○

○

○

○

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

厨房設備

ガス設備

排水処理設備

夏期

冬期

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

外　　気
一 般 系 統

屋　　　　　　　　　内

35.2℃ 58.0％ ℃

℃

％

％

湿度(RH)

％

％

温度(DB)

℃

℃

上層階

中間階

屋上及び塔屋

一般機器重要機器 一般機器重要機器

1階及び地下階

設置場所 特定の施設 一般の施設

耐震安全性の分類

該当する建築材料
ホルムアルデヒド

規制対象外

②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

第　三　種

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

③旧JISのEo規格品

④旧JISのFco規格品

1.0

<1.5>

（1.0）

2.0

1.5

<2.0>

<1.5>

（2.0）

（1.5）

1.5

1.0

0.6

<1.5>

<1.0>

（2.0）

（1.5）

<1.0>

（1.0）

1.5

1.0

0.6

<1.5>

<1.0>

（2.0）

（1.5）

<1.0>

（1.0）

1.0

0.6

0.4

<0.6>

1.0

（1.5）

（1.0）

<0.6>

（0.6）

の放散量

２．工　事　仕　様

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機

　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

1．共通仕様

2．特記仕様

5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

○

○

○

○

○

●

章 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達

　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。

　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（３）化学物質を放散する建築材料等

　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの

　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。

　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性

　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め

　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等

　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ

　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす

　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少

　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　　　　いものとする。

　　　　　て少ないものとする。

　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督

測定はパッシブ型採集機器により行う。

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　

下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学

　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目

　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者

　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

主な工事の着工前、施工中、完成を黒板を入れずに同一場所、同アングルにて全景撮影する。

（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

設計用水平震度

他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会

設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行

を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

完成写真

○50Hz　　　○60Hz

○別途とする。

○本工事（調整項目は下記のものとする。）

○完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。

○現場説明書による。

○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

○本工事で設置とする。

○設けない　　　　　○設ける

○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）

　○資格の区分2）

　○資格の区分1）

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保

安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

職員に報告すること。

　　　　　　部門に合格した者

機材等●

○ 室内空気中の化学

物質の濃度測定

○ 主任技術者等

機材の品質･性能●

電気保安技術者

○ 技能士の適用

監督員事務所

工事用仮設物

足場・さん橋類

工事用電力・水

・その他

建設発生土の処理

○ 埋め戻し土・盛土

工事写真

○ 機材の承諾図

総合調整

● 電源周波数

○ 容量等の表示

耐震措置

○ 配管

○ 絶縁継手

地中埋設標等

証明

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

重要機器は次のものを示す。

※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

取付け箇所は図示による。

　13階建以上の場合は上層4階

　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）

溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○

　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置

　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器

設計用温湿度

○ 鋼板製煙道

ダクト

○ 風量測定口

○ チャンバー

○ ダンパー

○

○ 温度計

○ 圧力計

○ 瞬間流量計

○ 油面制御装置

保温及び消音内貼り

配管材料

弁類

○ ダクト

風量測定口

○ ダンパー

排気ダクトのシール

○ チャンバー

保温

衛生器具付属水栓

○ 和風大便器耐火カバー

洗面器

○

小便器自動洗浄装置

○ 洋風大便器

○ 衛生器具ユニット

○ 水栓

量水器

○ 量水器桝

弁類

建物導入部配管

引込納付金等

管の埋設深さ

水栓柱

○

○

配管材料

配管材料

洗面器等の排水管

○ 満水試験継手

○ 放流納付金等

配管材料

弁類

○ 保温

○ 配管材料

○ 建物導入部配管

システム

厨房用熱源

○ 機器の機能等

ガス種別

配管材料

ガス漏れ警報器

漏洩検知装置○

引込負担金等○

撤去内容

○ 配管材料

仕様等○

発生材の処理

充てん容器

集合装置

転倒防止等

メーター

電気防食

ただし、防凍保温は共通事項による。

屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。

　　　　　　　　　　地中 ○

　　　　　　　　　　地中 ○

（１）屋内消火栓　　一般 　配管用炭素鋼鋼管（白）○外面塩ビライニング鋼管（VS）

（２）連結送水管　　一般 ○

図示による。

図示による。

○ 

○全自動（砂式）

　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要

○要　　○不要

　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

　液化石油ガス　（1）一般

　　　　　　　　（2）地中

○ドライシステム　　○

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

手洗器は止水栓付とする。

ものとする。

ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

○設ける（ピット内は除く）　　○設けない

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

○要（○別途工事　○本工事）○不要

図示の箇所に取り付ける。

○

桝間　　　　硬質塩化ビニル管（VP）

第一桝まで　硬質塩化ビニル管（VP）

（1）屋　　内

（2）屋　　外

管の上端より原則として、一般敷地は（　３０cm）構内道路は（　６０cm）以上とする。

洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）

○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形

○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　　　　　 　○その他の部分（○　5Ｋ　○　　　　　 ）

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。

○要（○別途工事　○本工事）　　○不要

小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる

厨房系統

空気調和設備の当該項目による。

取り付け箇所は図示による。

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

とする。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

給気管

○

○

○

還　管 ○

○

取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。

　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン

（５）高温水管

（２）冷却水管

（１）冷媒管

（３）油管

（４）蒸気管

（１）防煙ダンパー

（２）ピストンダンパー

定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

JIS又はJV　（○5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報

○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。

とする。

とする。

○引き渡しを要するものは、金属類（○機器 ○ダクト ○配管 ○その他の金物）、

　　　（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」という。）のうち、

●

○

●

1.8℃ 54.3％

26℃

● ● ○●

○

○

○

○ ○

○

○

○

綴じ方として、１頁に着工前、施工中、完成を貼付し、工事名、工期、施工業者を記入し社印を押印した表紙を

つける。写真はカラーサービス版でA４サイズ既製品または、洋白紙に貼付け、紐綴じし、１部提出する。

工事写真

共通事項として、公共建築協会の「工事写真の撮り方」に準じる。

各工程ごとに着工前から完成まで黒板入りで撮影し、ファイルする。

部数、規格、綴じ方は完成図と同じ。

○ ○○○

○

○○

○

○

○○

○○

○ ○

○

○

○○○

○○ 標記板 ○取り付け箇所　（○大便器　○小便器）　　材　質（○　　　　　　）

○

○○○○

○○○○

○○

○ 弁類 JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））○○

○

撤
去
工
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ス
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備
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1．工事場所

１．工　事　概　要

2．建物概要

仕様書

建　物　名　称 構　造 階　　　　数
（m2） 別 表 第 一

備考

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

消防法施行令延 べ 面 積

●

3

う。ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度kH　及び設計用鉛直震度kV（kH/2）

3

（６）ドレン管

風量調整ダンパー（手動）

(マニュフェスト等の写しを提出すること。)

●

●

● ●

●●

● JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　

○

● ● 汚水管　　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管（VP）○耐火ニ層管

雑排水管　　配管用炭素鋼鋼管（白）○排水用鉛管　●硬質塩化ビニル管（VP）

通気管　　　配管用炭素鋼鋼管（白）●硬質塩化ビニル管(VP）

●

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）による。

(屋外露出部：カラーVP)

○ ○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）

○

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　８本組。

○低圧ダクト（スパイラルダクト）

○

○ JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））

○

別途（　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　）

○要　　○不要

○ （1）地中埋設標　　　　○要（曲りの箇所）　　○不要

（2）埋設表示用テープ　●要（排水管を除く）　○不要

○

○引渡しを要するもの以外は施設外搬出とし、搬出及びその処理費等は請負者の負担とする。

○

○ ○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

● 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

●

○

● ○

● ●

●硬質塩化ビニル管

○ ○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○液化石油ガス

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

撤去内容は図示による。

○

●

○耐火ニ層管

ろ過設備

○

○

●

○

　　　　　　　　　　 ○

○

●

●

●

●

換気設備

空調設備 新設建物に空調機を新設する。

衛生器具設備 図示の位置に各器具を設置する。

給水設備 図示のごとく、新設建物の各所に給水を行う。

排水設備 図示のごとく、新設建物の各所より排水を行う。

　　　（平成２５年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平

　　　成２５年版）（以下、「標準図」という。）による。

○○

○○

○○●

○○

国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（最新版）

によるほか、監督職員の指示による。

○●

20℃

50％

40％

○○○

● ●

● ●

（３）消火器　　　　　 　○ＡＢＣ型１０号●

村主放課後児童クラブ

津市安濃町連部　地内

機械設備特記仕様書

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町 5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

村主放課後児童クラブ新築工事

機械設備特記仕様書

給湯設備 図示のごとく、新設建物の各所に電気温水器にて給湯を行う。

消火設備 図示のごとく、新設建物に消火器を設置する。

図示のごとく、新設建物の各所に換気扇、扇風機を設置する。

汚水槽（建築工事）に汚物ポンプを設置する。

（2）地中埋設配管　　　○屋外埋設 塩化ビニル管（HIVP）○屋内配管 ●

屋　外

15項村主放課後児童クラブ Ｓ造 平屋建 98.82㎡

被覆銅管（断熱厚 液管10ｍｍ（ただしφ１０未満は８ｍｍ）、ガス管２０ｍｍ

○○● ○

●構外搬出（場外自由処分）

○屋外露出冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●成形ポリスチレンの上保温外装はSUS鋼板とする。）

●

 硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

（3）その他の一般配管　　　　　　　　　　　　　　　●硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VB） 

○

●

○●

●

●

●

●

●

●

●

完成図等○

○

○完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。

○

○

○ ○

○風量調整　　○水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定○

○

●図示による。

（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（●ポリエチレン管　）

●

●

○

火

● ● ●

保温、塗装

○ はつり

電線類

天井仕上区分

○ 吊り及び支持金物

○ 試験

施工調査

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

　　　　事前調査

　　　　　調査項目　　○

（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

　　　　　調査範囲　　○図示　　○

　　　　　調査方法　　○図示　　○

（○槽内　○屋外　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

●

○

○●

○●

○○●

○ ○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。

○

●一般配管用ステンレス鋼管 ○温水器付属品

● ●ＯＡダクト

M-01



Ｔ１３６ＳＵＮ１３

25

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装はつり復旧

公民館

水路 (W=450 H=800)

防球ネット

最終汚水桝

（深さ850）

集排下水管

1,
50

0
8,

10
0

敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

防球ネット支柱@10,000

鉄棒

KBM ±0

-52

-217

±0

+175

側溝W=250 H=250

+93

既設汚水桝（塩ビ製300φ）に接続

H=700

付　　　属　　　品

器　　具　　表

屋 外 給 排 水 配 置 図 　 1/300

新築建物

2,000 12,200

村主放課後児童クラブ新築工事

原図:A2

Ｕ 建 築 設 計

登録番号（１）第２１１８号

FAX:059-231-8897TEL:059-231-8893三重県津市白塚町 5188

ＮO．縮尺年　月　日設計番号

設計

特記 日月

内 田 　 貴 之

一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所 1/300

屋外給排水配置図・器具表

型　　　番

洋　風　便　器

名　　　　称

小 便 器

ＣＳ２３０Ｂ

ＢＣ-ＺＡ１０Ｓ

ＵＦＨ５０８ＣＲ

Ｕ-３３１ＲＭ

ＴＧ６００ＰＮ

Ｔ１１０Ｄ３４

ＵＴ-３ＪＴ，ＵＦ-３０ＷＰ

ＫＦ-Ｄ１６

ｼﾝｸﾞﾙﾚｰﾊﾞｰ混合水栓

緊急止水栓付横水栓

横 水 栓

化　　粧　　鏡

ｼﾝｸﾞﾙﾚｰﾊﾞｰ混合水栓

ハンドシャワー

自 在 水 栓

ＹＭ３５４５Ａ

ＴＬＨＧ３１ＥＦ－１

ＴＫＧＧ３３Ｅ

ＴＷ１１Ｒ

ＴＢＨ１９Ｅ１ ＴＢＨ９

ＫＦ-３５４５

ＬＦ-Ｂ３４０ＳＹＣ

ＳＦ-ＨＥ４３０ＳＹ

ＬＦ-ＨＮ５０ＫＱ

ＬＦ-１４-１３

ＢＦ-ＳＣ６Ａ ＢＦ-３０Ｒ，ＢＦ-３９Ｒ，ＢＦ-２Ｓ-１３

Ｔ１１２ＣＬ１０

ＫＦ-９２０ＡＥ７０Ｄ１２
Ｌ　型　手　す　り

ＳＨ２３０ＢＡ，ＴＣＦ５８５，ＹＨ７０２

便所 手洗い キッチン 洗濯 手足洗い 計 備考

２

１

２

１

１ １

１

１

１

１

１ １

１ １

１ １

２ ２

≪型番、付属品は参考とし上段はＴＯＴＯ，下段はＬＩＸＩＬ≫

ＤＴ-ＺＡ１５０，ＣＷ－ＰＢ１１Ｆ－ＮＥ, ＣＦ－６３ＨＳＴ

Ｍ

GV25(VC-P)

体育小屋

体育用具庫

65

±0

既設給水管（30A）より分岐

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装はつり復旧

３ ３

ＬＦ-７Ｒ-１３

Ｔ２００ＳＮＲ１３
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Ｎ
村主放課後児童クラブ新築工事

1/100

原図:A2

Ｕ 建 築 設 計

登録番号（１）第２１１８号

FAX:059-231-8897TEL:059-231-8893三重県津市白塚町 5188

ＮO．縮尺年　月　日設計番号

設計

特記 日月

内 田 　 貴 之

一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

9.5φ

冷媒管リスト

記号

Ａ

Ｂ

液管 ガス管

9.5φ 15.9φ

25.4φ

1
VHS-300x300

OAﾎﾞｯｸｽ

500x500x500H
1

OA=250m3/H

事務スペース

機　　器　　表 電気容量は参考値とする

電気容量 設置場所 数量記　　号 仕　　　　　　　様名　　　　　称

ＡＣ－１ 空 調 機 空冷ヒートポンプパッケージ　ツイン同時マルチ

天井埋込カセット形

冷房能力：２０．０ＫＷ、暖房能力：２２．４ＫＷ

３φ２００Ｖ

圧縮機 ３．９４Ｋｗ

送風機　内　１０６ｗｘ２
外　２００ｗ＋２００ｗ

遊戯スペース

１φ１００Ｖ ８．５ｗＦ－１ 低騒音　樹脂製 便　　所 ３

１

Ｆ－２ 低騒音　樹脂製 １φ１００Ｖ ３４ｗ 遊戯スペース

１φ１００Ｖ

常時換気：３４ｗ

24時間換気：２４ｗ

常時換気：２５０ｍ3/h x ５０Ｐａ

２４時間換気　　低騒音　樹脂製Ｆ－３

パイプ径：１５０φ

遊戯スペース

１

１φ１００Ｖ 遊戯スペースＳ－１ ３５ｗ ４壁掛型　引きひもタイプ　　羽根径：３０ｃｍ

１

天 井 埋 込 換 気 扇

天 井 埋 込 換 気 扇

天 井 埋 込 換 気 扇

扇 風 機

24時間換気：１２０ｍ3/h x ５０Ｐａ

レ ン ジ フ ー ド 建築工事

平面図　1/100

ＡＣ
１

１

１

１

２
Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

2,200

6,100 6,100

12,200

7,400 2,600

3,
00

0

事務スペース

大型収納

棚 職
員
ロ
ッ
カー

男女

男

机
2,

20
0

2,
00

0

食
器

棚

収
納

3,
70

0
1,

50
0

2,
90

0

8,
10

0

X1 X2 X3

Y1

Y2
▼

ポーチ
ポンプ槽
1000×1000 H=1000

手洗い

遊戯スペース

学習コーナー
本
棚

男女

Ｒ

40, Ａ

40,

畳コーナー

Ｂ 25

150φ

150φ

収納収納

150φ

キッチン
L=1800

100φ

100φ

100φ

スロープ 1/14
出入口

▼

下足入手洗い足洗い

ＳＵＳ製パイプフード

ＳＵＳ製パイプフード x 3

90
0

ＳＵＳ製パイプフード

150φ

ＳＵＳ製パイプフード

ＡＣ
１

D
R

R
D

1
00

50

配筋　D10-@200(タテヨコ)

打ち放し

室外機基礎要領図　S=NS

※発生土は場外自由処分とする。

1200X600

1300X700

25
0

コンクリート基礎、ワイヤードリモコン　共

室内外連絡線

EM-EEF-2.0  -3C

Ｒ リモコン

EM-EEF-2.0  -3C

ＳＵＳ製パイプフード（防虫網付）

Ｆ
３

管　　材　　料名　　　　称

凡　　　例

記　　号

冷媒用被覆銅管、操作配線共

硬質塩化ビニル管(VP)ド  レ  ン  管

冷　　媒　　管R

D

スパイラルダクト換 気 ダ ク ト

保　　　　温

外部保温外装：ポリスチレン成形＋SUSラッキング

屋外露出：カラーＶＰ

Ｓ
１

１
Ｓ

１
Ｓ

１
Ｓ

配線　EM-CEES-1.25  -2C

パイプ径：１００φｘ５０ｍ3/ｈｘ５０Ｐａ　　ＳＵＳ製深型フード共

パイプ径：１５０φｘ２５０ｍ3/ｈｘ５０Ｐａ　　ＳＵＳ製深型フード共

スイッチ、ＳＵＳ製深型フード共

屋内一般：グラスウール＋アルミガラスクロス

ＯＡダクト：グラスウール＋アルミガラスクロス

機器表・凡例・空調・換気設備　平面図

M-03



Ｎ

給排水設備　平面図

村主放課後児童クラブ新築工事

1/100

原図:A2

Ｕ 建 築 設 計

登録番号（１）第２１１８号

FAX:059-231-8897TEL:059-231-8893三重県津市白塚町5188

ＮO．縮尺年　月　日設計番号

設計

特記 日月

内 田 　 貴 之

一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

平面図　1/100

6,100 6,100

12,200
90

0
3,

00
0

学習コーナー

事務スペース

大型収納

棚

本
棚

収納 収納

職
員
ロ
ッ
カー

遊戯スペース

男女

男女

男

キッチン

L=1800

冷

机

2,
20

0
2,

00
0

食
器

棚

収
納

3,
70

0
1,

50
0

2,
90

0

8,
10

0

畳コーナー

床下収納

X1 X2 X3

Y1

Y2

ポンプ槽
1000×1000 H=1000

手洗い

水路 (W=450 H=800)

量水器25(MC-1)

D-80

100

100

以降詳細図　参照

出入口 ポーチスロープ 1/14

▼
100100

7,400 2,6002,200

下足入

D-80

以降配置図　参照
以降詳細図　参照

Ｍ

7520

100,25

100
100

25

75

３

６

７

GV20(VC-P)

GV25(VC-P)

側溝下配管とする

７

小口径塩ビ桝

小口径塩ビ桝

小口径塩ビ桝

小口径塩ビ桝

雨水用塩ビ桝

雨水用塩ビ桝

雨水用塩ビ桝

100-200-UTK

100-200-45YS(3cm段差)

100-200-90L

100-200-UTK

100-200-90L

100-200-90L

100-200-90WY

桝記号 桝種類 桝種別

桝リスト

１

２

３

４

５

６

2,600

90
0

3,
00

0

冷

机

2,
00

0

食
器

棚

収
納

ポーチ

ポンプ槽

1000×1000 H=1000

水路 (W=450 H=800)

Ｐ

Ｐ

ＥＷ

ＰＤ

ＰＤ

１

１

以降配置図　参照

以降平面図　参照

２

100

100

100

75

75

20

20

25
25

100

20

20

50

50

20

50

COA80

COA100

COA50

50

ＥＷ
１

（天井内）
50

COA100

50

100

100

100,25

65

100

100

VC100(露出型)

VC50

25

20,20

20,20,20,20

１

２

４

５

GV25(VC-P)

洗濯機用トラップ

詳細図　1/50

機　　器　　表 電気容量は参考値とする

仕　　　　　　　様 数量設置場所名　　　　　称 電気容量記　　号

手洗いＥＷ－１ 小型電気温水器 １．５Ｋｗ１φ２００Ｖ

小型電気温水器ＥＷ－２ ２．０Ｋｗ キッチン１φ２００Ｖ

汚水槽ＰＤ－１ 排 水 ポ ン プ １φ１００Ｖ ２５０ｗ

１

１

給    水    管

名　　　　称

凡　　　例

記　　号

耐衝撃性塩化ビニル管(HIVP)

管　　材　　料工事区分

地中埋設

排  　水  　管 硬質塩化ビニル管(VP)

硬質塩ビライニング鋼管(SGP-VB)屋内露出

屋外露出

屋内一般

屋内埋設 硬質塩ビライニング鋼管(SGP-VD)

硬質塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

硬質塩ビライニング鋼管(SGP-VB) グラスウール保温筒＋アルミガラスクロス

グラスウール保温筒＋カラー亜鉛鉄板

ポリスチレン＋ＳＵＳ鋼板

記　　号 名　　　　称

凡　　　例

既　設　配　管

壁　穴　明　け

床 排 水 金 物

床 上 掃 除 口

洗　　浄　　弁

水　　　　　栓

地中埋設

保　　温　・　防　　露

硬質塩化ビニル管(VP)通　　気  　管 地中埋設

硬質塩化ビニル管(VP)

給    湯    管 一般配管用ステンレス鋼管(SUS)

屋外露出 硬質塩化ビニル管(VP)

屋内露出 塗装

カラーＶＰ１

屋内一般 グラスウール保温筒＋アルミガラスクロス

混合水栓２個に接続

混合水栓１個に接続

据え置きタイプ（温度調節タイプ）　　貯容量：１２Ｌ

アングル形止水栓、排水ホッパー、耐震用脚　共

据え置きタイプ（温度調節タイプ）　　貯容量：２５Ｌ

アングル形止水栓、排水ホッパー、耐震用脚　共

汚物用水中ポンプ x ２　　強化樹脂製　 ５０φ x １００Ｌ/min x ５ｍ

水中ケーブル、フロートスイッチ（ケーブル２０ｍ）、制御盤（屋内壁掛）、汚物チャッキ弁

(2次側配線は機械設備工事とする)

排水ポンプ用制御盤

制御配線、配管工事含む
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